


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　INDEX





プロローグ


第一章　鬼灯ほおずきよもぎを巡る人間模様

第二章　ワルツの14番

第三章　明芳の幸運と芽明の不運

第四章　ワンダーネット

第五章　インビジブル



エピローグ（１）～明芳と芽明～

エピローグ（２）～陣内とよもぎ～

エピローグ（３）～櫻と遙～

後書き









[image: ミニッツ2 ～神の幸運、天使の不運～]













　　　プロローグ







　じゃんけん、とは──

　握り拳こぶしのグー、二本指のチョキ、手を開いたパーの三種類があり、対戦者はそのどれか一つを選んで合図で同時に出し、グーはチョキに、チョキはパーに、パーはグーに勝つという三さん竦すくみの性質を持った、単純にして完成された勝負方法である。

　三種類の手が完全にランダムに出される限り、勝利、敗北、引き分けの確率は全すべて等しく三分の一。どんな力自慢だろうが天才だろうが権力者だろうが、老いも若きも男も女も完全に平等な勝負が出来るという、この世で最も公正かつ有名な勝負方法だ。

　さてこのじゃんけんなるもの、ほんの少しルールを足してやると、それだけで極上の心理戦にもなり得るという奥深いものでもある。

　例えばこうだ。

「グーで勝ったら一〇ポイント、チョキで勝ったら五〇ポイント、パーで勝ったら一〇〇ポイントだ。ＯＫ？」

　ポイントというのは、ここ私立穂ほ尾お付づき学園高校独特のシステムで、学生として好ましい行動に対し付与されるものだ。生徒手帳型携帯端末に記録・貯ちよ蓄ちくされ、学食での値引きや選挙での投票など学校生活の様々な場面で利用する事が出来、生徒間での譲じよう渡とも可能である。

　そのため、このような賭かけ事のチップとしてはうってつけなのだ。

「了解じゃあ。かかってこんかい！」

　まずは刈かり上げヘアの同級生、通称カリアゲが威い勢せいのいい声を上げる。

　彼の思考は単純だ。

（じゃんけんなんぞ、どうせどれを出しても勝つ確率は三分の一。そんなら勝った時に一番実入りのいいパーを出すのが正解じゃあ！）

　相あい上がみ櫻さくらは、その豪ごう快かいさを喰くらう。

「じゃーんけーん、ぽいりゃあ！」

　カリアゲはパー、櫻はチョキ。

「ごんちくしょう！」

　第一戦、櫻の勝利。カリアゲから櫻へ、五〇ポイントが支払われた。

「おいおい、そいつはリスクの高い天パーだぜ？　どきな、俺おれが仇かたきを取ってやる」

　続いて天然パーマの同級生、通称テンパーがニヒルな笑みを浮かべる。

　彼の思考は狡こう猾かつだ。

（今、カリアゲのパーを「リスクが高い」と口に出した事で、櫻さくらは俺おれがパーを出さないと思ってるはずだ。そうして俺の手をグーかチョキに限定させれば、櫻は悪くとも負けはないグーを出してくる。そこを殺とる！）

　相あい上がみ櫻は、その姑こ息そくさを喰くらう。

「じゃーんけーん、ぽいさぁ！」

　テンパーはパー、櫻はチョキ。

「天のパーが俺を裏切った!?」

　第二戦、櫻の勝利。テンパーから櫻へ、五〇ポイントが支払われた。

「俺もやるの？　やっぱり？　どうしても？」

　背中を押され、いが栗ぐり頭あたまの同級生、通称イガグリがおずおずと前へ出る。

　彼の思考は臆おく病びようだ。

（どうせ俺が櫻に勝てる訳ないんだから、負けた時のダメージが一番少ないのを選ぼう……チョキなら負けても一〇ポイント払うだけで済むんだよな……）

　相上櫻は、その弱気さを喰らう。

「じゃーんけーん、ぽいっと」

　イガグリはチョキ、櫻はグー。

「ほらな……やっぱり負けるんだよ……」

　第三戦、櫻の勝利。イガグリから櫻へ一〇ポイントが支払われた。

「やれやれ、不ふ甲が斐いないヤツらよ。よろしい、私の出番のようだ」

　満を持して、七三分けの同級生、通称シチサンが七と三の七の方をばさりと揺らす。

　彼の思考は複雑だ。

（グーを出した場合、勝っても一〇ポイントしかもらえず、負ければ一〇〇ポイントも払う事になる。チョキを出した場合、勝てば五〇ポイントもらえ、負けても一〇ポイント払うだけですむ。パーを出した場合、勝てば一〇〇ポイントもらえるが、負ければ五〇ポイント払わなければならない……リスクとリターンを考えれば、グーだけは出すメリットがない。となると残りはチョキとパー。ならばチョキを出しておけば負ける事はなく、仮に負けたとしても一〇ポイントの払いですむ……つまり、最良の手はチョキだ。だからこそ──！）

　相上櫻は、その小こ賢ざかしさを喰らう。

「じゃーんけーん、ぽいとなぁ！」

　シチサンはグー、櫻はパー。

「おお……おお神よ！」

　第四戦、櫻の勝利。シチサンから櫻へ、一〇〇ポイントが支払われた。

　一ポイント一円の値引きを受けられる穂ほ尾お付づき学園の学食にて、大振りの海え老び天てんは一尾百円。シチサンにとって、今一〇〇ポイントを失う事は明日の昼食のうどんから海老天が失われるという悲劇の幕開けであった。

「結局お前が一番負けてんじゃねぇか！」

「それでこそシチサンじゃあ」

「元気出せよ、いつもの事じゃん」

　かくして本日昼休みのギャンブルタイム、四連勝を果たした櫻さくらは、合計で二一〇ポイントの生徒ポイントを獲かく得とくした。

　普段の櫻ならば、出来過ぎない優等生を演出するための自分ルールに従って、最低一回はわざと負けているところである。しかし今日、櫻は機嫌が悪かった。

「櫻、櫻」

「ん？」

　くぴくぴ、と服の裾すそを引っ張られ目線を巡らすと、常のごとく大きな瞳ひとみを猫のように見開いた、幼おさな馴な染じみの波は名な城しろアザミが櫻を見上げていた。

「じゃんけん」

　目線が合うと服から手を離し、その小さな握り拳こぶしを上下に振ってみせる。

「……アザミも、勝負するのか？」

「ん」

　綺き麗れいに切り揃そろえられた前髪を揺らし、小さくこっくりする。右手に抱だかれた日本人形の依より子こも、それに合わせてかくんと頷うなずいたように見えた。

　勢いに任せて四連勝してしまった櫻だが、ここで少し冷静に戻る。そうだ、いくらなんでもじゃんけんで四連勝はやり過ぎだった。ならばここでアザミに負ければちょうどいいではないか……そんな事を考え、アザミの無表情を見つめるが。

　彼女の思考は混こん沌とんだ。少なくとも、ポイント収支の多た寡かによって何を出すかを決めたりはしない。つまり、条件をつけてもアザミとのじゃんけんは基本的に運うん否ぷ天てん賦ぷ、たとえ櫻が負けようとしても、三分の一の確率で勝ってしまうのだ。爪つめを隠したい鷹たかであるところの櫻にとって、流石さすがに五連勝は頂けない。

　だから、櫻は心の中でこう呟つぶやく。




（ミニッツ）




　ミニッツ──それは櫻が支配する、一分間の絶対時間。一分間だけ相手の心の声を聞く事が出来るという、上う手まく利用すればあらゆる状況を支配する事の出来る能力。

　その能力は今日も淀よどみなく、櫻の頭の中にアザミの心の声を運んできた。

『ぱー出す』

（よりにもよってパーかよ……）

　アザミがパーを選んだ事には何の理由もない。ただなんとなく、だ。それならば、ただなんとなくでグーを、せめてチョキを選んでくれれば良かった。負ければ一〇〇ポイントを失う勝負にわざと負ける事は、精神衛生上好ましくない。

　特に、今現在の櫻さくらの生徒ポイントからすれば。

　不本意な気持ちを押し隠し、櫻は観念してアザミと向き合う。

『じゃーんけーん、ぽい』

　二人の声が重なり、同級生が見守る中、二つの手の形が一いつ瞬しゆんでその勝敗を決する。

　アザミはパー、櫻はグー。

「うおおおおお！」

「流石さすがはアザミちゃんじゃあああああ！」

「俺おれらの仇かたきを討ってくれたんだね！」

「天のパーはこんなところにいたんだね！」

　鬼き首しゆでも斬ざんじたかの如ごとくアザミの勝利を讃たたえて欣きん喜き雀じやく躍やくする四人は、誰だれが呼んだか『波は名な城しろアザミ親衛隊』。常に目を見開いた猫のような無表情に加え、その右手に日本人形を抱だいているという近寄り難がたいオーラを放つアザミに、もはや崇拝と言ってもいいくらいの勢いで惚ほれ込んでいる集団であった。

　賑にぎやかなその様子を華か麗れいに無視し、生徒端末を操作してアザミに一〇〇ポイントを譲じよう渡とする櫻。何もわざわざパーを出さなくてもいいだろう……などと、その気まぐれを嘆なげいてみても詮せん無ない事、トータルでは一一〇ポイントのプラスなのでそれで良しとする。

　端末を操作し、自分の生徒ポイントの累計を確認した櫻は、誰にも聞かれないように注意しながらも忌いま々いましげに舌打ちした。

　一六〇ポイント。

　先さき程ほどの勝ち分である一一〇ポイントを加算して、一六〇ポイントである。

　ちなみに、本日七月九日の月曜日に遅刻をせずに登校して朝のショートホームルームを受けた事で、櫻は五〇ポイントを獲かく得とくしている。

　つまり、数日前には累計で五〇〇〇にも達しようとしていた櫻の生徒ポイントは、一いつ旦たんゼロになっていたという事だ。

　先週末の七月六日に、第三期生徒会後期役員選挙が開かい催さいされた。

　櫻は入学したての一年生でありながらこれに生徒会長として立候補。二ヶ月前のごたごたの際、現副会長であり次期生徒会長を争うライバルでもあった琴こと宮みや遙はるかから大量の投票を得られる言げん質ちを取ってはいたが、それに油断せず自分のポイントも全すべて投票に使用したのだ。

　つまり、櫻のポイントがゼロになったのは櫻自身が確固たる目的のために使用したからであって、その事自体は問題ではない。問題は──

「トイレ行ってくる」

「は～いアザミちゃん遊びましょうね～」

「ねー」

　親衛隊が口々にアザミをあやし始める声を背に、櫻さくらは教室を出てトイレを目指して早足で歩き、その途中で二人組の女子を追い抜いた。

「あ、生徒会長だ」

「ほんとだ！　うわぁ、やっぱり素敵だなぁ……」

「すごいよね、いきなり生徒会長に当選しちゃうなんて」

「オーラが違うよね！　何かやる人だと思ってたよ！」

　背後から聞こえる尊敬や憧あこがれを含んだその声に、櫻はまたしても舌打ちをしたくなる。

（二一、二二、二三……）

　心を無にして数だけを数え、さらに足を速める櫻。その背中に、今追い抜いたばかりの女生徒の一人が小走りで駆け寄った。

「ねぇねぇ相あい上がみ君」

「……ん？　なに？」

　あと三〇秒以内にトイレへ行かなければならないのに、一体何の用だ……というわずらわしさを一切表に出す事なく、爽さわやかな笑顔で振り向く櫻。相手は隣のクラスの女生徒だ。入学してまだ三ヶ月というこの時期に、櫻はすでに他クラスの生徒にも好意と敬意と親しみを持って接される程ほどの人気者となっていた。

　隣のクラスの女生徒は、明るい笑みで櫻に話しかける。

「先週は、役員選挙お疲れ様！　私、相上君に投票したよ！」

「ほんとに？　ありがとう！」

「私も私も！」

　もう一人の女生徒が後ろで手を挙げる。律りち儀ぎに感謝の言葉を返しながら、もういいから俺おれを一人にしてくれ、と櫻は切実に思う。二つの理由で。

　一つはもちろん、絶対時間の『反動』のため。そしてもう一つは、生徒会選挙以降さんざん聞かされてきたとある言葉を、もう聞きたくないため。

「残念だったね。でも、相上君なら次は絶対当選するよ！」

　櫻はかろうじて笑顔を維持する事に成功した。

　女生徒達が「生徒会長」と呼んだのは、櫻ではない。廊下の窓の外を歩いていた別の人物だ。

　事が起きたのは第三期生徒会後期役員選挙、その開票結果発表の場にて──




　先週末、七月六日の金曜日。

　喧けん騒そうがおさまった体育館に、マイクを通した選挙管理委員の声が響ひびく。

『では、開票結果を発表します。第三期生徒会、後期生徒会長に選ばれたのは──二年一組、守かみ垣がい内と明あき芳よし君です！』

　二年一組を中心とした、多数の女子生徒の黄色い歓声が上がった。

　選挙管理委員に促うながされ、当選した守垣内明芳なる人物が演説台の前に立ち、マイクを受け取る。男の目から見ても文句の付け所のない整った顔立ちに加え、普通の日本人ならあり得ない白金の髪の少年。それがこうして特別な場所に立っていると、ある種の神こう々ごうしさすら醸かもし出している。半分眠っているかのようなとろんとした眼まな差ざしは母性本能をくすぐる弱々しさも湛たたえており、そんな彼がにこりと微笑ほほえみを見せれば、体育館は再び女子生徒の歓声に満たされる。まるでアイドルでも前にしているかのようだ。

　未いまだ変声期を迎えていない少年のような声が、マイクを通して耳に滑すべり込んできた。それすらも、ヒーリング系の音のように心地好よい。

「えぇと、守垣内明芳です……あの、なんて言うか……」

　少々舌足らずな喋しやべり方はおっとりとしていて、聞いた者を無条件に和なごませる。

　しかし、その発言内容は、とんでもないものだった。

「僕は、皆さんを幸せにする事が出来ますので……僕に、ついてきて下さい」

　今にも消えてしまいそうな儚はかなげな笑みで、しかし一片の迷いもなく言い放つ。

「運命は、僕に従います」

　開いた口が塞ふさがらない、とはこの事だった。




　衝しよう撃げきの開票結果発表から僅わずか一五分後。

「……さて、先せん輩ぱい」

「……何かしら」

　内側から鍵かぎをかけた三階の予備教室にて、相あい上がみ櫻さくらと琴こと宮みや遙はるかが睨にらみ合っている。

「どういう事か、説明してもらえますか」

「そんなの私が聞きたいわよ」

　互いに一歩も譲ゆずる気配はない。鼻先が触れる程ほどの距離で顔を突き合わせていながら、その事に異性間の心の機微を感じている様子もない。

「話が違うじゃないですか……！」

「だから、私にも分からないってば……！」

　表情を取り繕つくろうような余裕もなく、二人は剣けん吞のんな眼差しを向け合っている。一体何が起きたのか、実際二人とも理解出来ていないのだ。

「先輩、本当にポイント全部俺おれに投票したんですか!?」

「見くびらないで、約束は守ったわ！　その結果がコレよ！」

　学生として好ましい様々な行いをする事で獲かく得とく出来る生徒ポイントは、学食の値引きの他ほかにもこういった学内投票の際、一ポイント一票として使用する事が出来る。

　互いに生徒会長を目指していた櫻さくらと遙はるかは、二ヶ月前にとある賭かけをしていた。賭けに負けた方が、選挙の時に自分が持っている生徒ポイントを全すべて相手に投票する、というものである。

　結局賭けに負けたのは遙の方で、遙はその契約をきっちりと履り行こうした。生徒会長になるために一年以上貯ためていた遙の生徒ポイントがごっそり自分に投票されれば、自分の当選は揺るがない……そう信じて疑っていなかった櫻だが、蓋ふたを開けてみれば、いくらなんでも予想外に過ぎる結果だった。気持ちが昂たかぶるにつれ、眼球が熱くなってくる。

「ああもうホラ、泣かないの」

「泣いてねぇよ！」

　ちょっと泣きそうだった櫻は、それをごまかすように遙に詰め寄る。

「そもそもあいつ、最近転校してきたんじゃなかったですか？」

「東京から地域留学で、先月、隣のクラスに来たばっかりよ」

「それで生徒会長に当選とか、あり得ないでしょう!?」

「あり得ないわよ！　私のポイント、一五〇〇〇超えてたのよ!?」

　どんなに品行方正に振る舞ったところで、一ヶ月で得られるポイントなど一五〇〇がいいところだ。賭け事などで有無を言わさず奪うばい取ればその倍以上でも行くかもしれないが、短期間でそんな荒あら稼かせぎをすれば確実に評判は悪くなる。

「しかもあいつ、選挙活動何もしてないでしょう？」

「そう、そこなのよ」

　生徒会役員選挙に立候補すると、約一週間の選挙活動が許される。校内にポスターを貼はったり、演説をする事などが可能になるのだ。候補者はそれぞれに知恵を絞り、応援者の手も借りて自分を売り込む。地盤を固めるだけでなく浮動票の獲かく得とくにも繫つながる、選挙の結果を左右する重要な要素である。

　当然ながら櫻や遙も様々な選挙活動を展開した。だが、当選した守かみ垣がい内と明あき芳よしは、選挙活動を一切行っていないのだ。ポスターの一枚すら作っていない。

　そもそも転校してきたばかりの彼は、存在自体があまり知られていない。もちろんその容姿から噂うわさは広まっているし、同学年である二年生の女子にはすでに一定の人気があるが、一年や三年には選挙の壇だん上じようで初めて見たという生徒も少なくない。

「いくらなんでも、それで一万も二万も票が入るなんて……」

　そう。普通に考えれば、そんな事は絶対にあり得なかった。

「……まぁ、琴こと宮みや先せん輩ぱいなら、その高潔なるお人柄で成せる業わざなのかもしれませんけど」

「……いやだわ、相あい上がみ君こそ、その先せん憂ゆう後こう楽らくの器うつわなら票の方から来るぐらいでしょ」

「いやいやそんな」

「いえいえそんな」

「はは、うはは、うはははははははははは」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

　現実逃避の小こ競ぜり合いであった。

「……おかしいでしょう？」

「……おかしいわよね？」

　意味ありげな視線を交わし合う二人。結局、辿たどり着く結論はそことなる。

　すなわち、この生徒会役員選挙には、何か不正が働いているのではないか──？

「……ねぇ、相あい上がみ君」

　慣れた手つきで自分の生徒端末のページを繰りながら、遙はるかがぽつりと櫻さくらを呼ぶ。顔を寄せその手元を覗のぞき込むと、遙はあるページでぴたりと手を止めた。

「これ、知ってる？」




　──それが、先週末の出来事である。

　櫻は一人、男子トイレの個室に座り、数を数えながら独り言を呟つぶやいている。

「今日が九日。承認式が一三日。タイムリミットは実質四日……」

　この独り言は、櫻の意思ではない。

　ミニッツ能力を使って一分間人の心を読むと、次の一分間は自分の思っている事が全すべて口に出てしまう。櫻の絶対時間の、避けられない『反動』だ。

　この一分間の独り言を聞かれないため、ミニッツを使う時、櫻は必ず一分後にその場から消えるための逃げ道を確保している。そうして逃げてくる先の大半がここ、男子トイレの個室であった。

　自分の生徒端末を操作し、先日遙に見せられたのと全く同じページを開く。




『生徒会役員選挙管理規則』




　第五条、選挙投票の無効化、及び再投票について

　生徒会役員選挙の投票において、以下のいずれかの事実が認められた場合、全ての生徒は承認式前日までにその旨むねを書面で通達する事により、当とう該がい選挙結果を無効化し、再投票を求める権利を有するものとする。





　一、投票について、なんらかの不正が認められた場合。

　二、投票について、操作ミス等による投票間違いが結果に影えい響きようする程度認められた場合。

　三、当選人員について、その資質に著いちじるしく欠ける要素、行為が認められた場合。






　櫻と遙は、これに賭かけた。

　承認式までに、守かみ垣がい内と明あき芳よし当選の裏に潜ひそんでいるはずの不正の証拠を摑つかみ、選挙を無効化して再投票に持ち込むのだ。全すべてが上う手まく行きさえすれば、投票に使用した生徒ポイントも全て返還される事になる。

　もちろん、そうして今度こそ自分が生徒会長に当選する、というのが最大の目的ではある。しかしそれ以外にも、今回の結果をどうしても無効にしたい、否いな、しなければならない理由が櫻さくらにはあった。

　何な故ぜなら、第三期後期生徒会の会計に、波は名な城しろアザミが当選しているからである。

　これは、櫻の仕し業わざだった。無反応なアザミを強引に会計に推すい薦せんし、自らが演説を務め、投票では所持していた生徒ポイントの内三〇〇〇を自分に、残り二〇〇〇ポイント近くを全てアザミに投票した。櫻の中では生徒会長への当選はもう確定事項だったので、どうせならアザミも同じ生徒会に入れればいつも近くで見守る事が出来る、と考えての事だったのだが、とんだ裏目に出てしまった。

　なので、櫻はどうしても、四日以内に不正の証拠を摑まなければならない。

「もし、それが無理だとしたら」

　やるべき事は、ただ一つ。

「証拠を捏ねつ造ぞうしてでも、選挙を無効にしてやる……！」

　そのために、利用出来るものは何でも利用する。

　そして、利用出来そうなものに、櫻はすでに心当たりがあった。













　　　第一章　鬼灯ほおずきよもぎを巡る人間模様




　　　　　一




　時は一ヶ月程ほど過去へ遡さかのぼり、六月一日、金曜日。

　その日も櫻さくらは、来月の生徒会役員選挙で生徒会長に当選するための根回しに、創作遊ゆう戯ぎ研究会、略して創そう遊ゆう研けんが勝手に部室として占有している放課後の第二予備教室へ顔を出した。

　最初は遙はるかの弱みを握るために足を運んだ創遊研だったが、そこが自分の思おも惑わくを遥はるかに超えて野望達成にとって有用な場所だった事を櫻はすぐに知る。

　創遊研には、穂ほ尾お付づき学園の初代生徒会長である鬼灯よもぎと、二代目から四代目生徒会長をずっと一人で務め上げている現生徒会長である田辺たなべ和かず貴たかが所属していた。というよりも、そもそもその二人が設立した同好会だったのだ。

　その事を知ってからは、生徒会長当選のための礎いしずえ（要するにコネ）を築くべく、足しげく通うようになった櫻であった。

　その日は珍しく、部室にいたのはよもぎだけだった。櫻が入室すると同時、よもぎの長い前髪がかかった黒くろ縁ぶち眼鏡めがねがそちらを向く。

「珍しいですね、鬼灯先せん輩ぱいだけですか？」

「はい。どうぞ」

　女性にしてはやや低めのしっとりとした声で、よもぎは大きな三つ編みお下げを揺らしながら櫻のために椅い子すを引く。三年生だというのに一年生の櫻に対してもこのように丁てい寧ねいに接するのがよもぎの常だ。

「さーくん、お菓子がありますよ。食べますか？」

「あ、どうも、ありがとうございます」

　差し出された菓子を如じよ才さいない笑顔で受け取る櫻。

　よもぎは櫻の事を『さーくん』と呼ぶ。櫻に限らず、遙の事は『はるちゃん』、和貴の事は『かずくん』と、まるで子供のように。ではその性格もまた幼いかというと決してそんな事はなく、無口、無感動、無表情の三拍子。アザミと並んで、穂尾付学園の二大『何を考えているのか分からないキャラ』である。今もにこりともしていない。

　鬼灯の姓が示すとおり、よもぎは穂尾付学園を創立した鬼灯一族の縁者……はっきり言ってしまえば、現当主である鬼灯鉤かぎ之の丞じようの長男の娘、つまり直系の孫である。

　穂尾付学園の創立は、幼稚園児から県議会まで、近隣のあらゆる人間が目を丸くして驚おどろく程に唐とう突とつだった。中学三年生が進路希望調査票を提出し始める時期、何の前触れもなく鉤之丞が『今からこの町に高校を創つくる。開校は来年度より。求む一期生』なるお触れを県下の中学校にばら撒まいたのだ。

　その性急さの理由は、孫への行き過ぎた愛情が理由であると噂うわさされている。

　鉤かぎ之の丞じようの孫娘、鬼灯ほおずきよもぎは、極めて情緒に乏しい娘である。

　喜、怒、哀、楽。そのあからさまな発はつ露ろが成長する毎ごとに徐々に減っていき、中学校を卒業する頃ころにはほとんど感情を表に出す事がなくなった。その原因は未いまだ以もつて不明なまま。

　孫を溺でき愛あいしている当主が、その事で孫娘が高校で仲間外れにされたりはしないかと心配になり、ならばいっそ、いつでも自分の目の届く範囲に学校を作れば良いではないか、と勢いで設立してしまった……町民の間ではそう噂されているのだが、その真相は定かではない（というよりも、完全に的外れである事をよもぎは知っている）。

　複雑な事情によって感情のほとんどを失ってしまったよもぎが、唯ゆい一いつ、少しだけ心穏おだやかになれるような気がする場所。それが、創作遊ゆう戯ぎ研究会なのだ。

　櫻さくらは、そんなよもぎの事情をよく知らない。噂程度なら耳にしているが、あまり興味を持ってもいない。鬼灯一族直系の孫娘をたらし込めば将来的に有意義だと思った事もあったが、それもよもぎにどうやら特定の相手がいるらしい事を知るまでだった。

「今日は、乾いぬい先せん輩ぱいは？」

「じんくんは、さっきまでいたんですが、先生に呼び出されて……」

「ああ……」

　じんくん、とよもぎが呼んだ人物は、乾陣じん内ない。やはり創そう遊ゆう研けんのメンバーで、よもぎの『特定の相手』と目されている。陣内は二年生でよもぎとは学年が違うのだが、休み時間や放課後に二人で一緒にいる姿を頻ひん繁ぱんに目撃されている。

　授業をサボったり暴力事件を起こしたり、いわゆる不良に分類される生徒だ。普段なら教師の呼び出しになど応じないのだが、流石さすがに中間考査を完全に無視した事は教師も腹に据すえかねたらしく、退学処分を示し唆さされてやむなく出頭したのだ。

　そんな札付きの問題児である陣内と、感情のないよもぎがどのような馴なれ初そめで寄り添うようになったのか。以前から櫻はそれが気になっていた。

　櫻もまた特殊な事情により、男女間の心の機微というものがよく理解出来ない。損得勘かん定じようでしかそれを量れない。だが、本当は純粋に異性を想おもう気持ちというものを理解したいと思っているのだ。いつか、愛する人を見つけて幸せにするために。

　そのため、よもぎと陣内のようにどう考えても損得勘定の絡からみそうにない男女関係は、そのヒントがあるのではないかと気になってしまうのだ。

「鬼灯先輩は……どんなきっかけで、乾先輩と付き合うようになったんですか？」

　よもぎと二人きり、という稀け有うな状況に、ついついストレートに聞いてしまう櫻。

　唐とう突とつにそんな事を聞かれたというのに、よもぎはその表情にいささかの驚おどろきも動揺も浮かべる事なく、ただほんの少しだけ間を空あけて、語り始めた。

「私がじんくんと出会ったのは、去年の七月です」

　櫻さくらが入学する前の事だ。よもぎの横顔をぼんやりと見つめながら、櫻はその落ち着いた声に耳を傾ける。

「あれは……私にとっては、ちょっとしたミステリーでした」

　そう言ったよもぎの口元が、僅わずかにほころんでいるように、櫻には見えた。




　　　　　二




　一年前。穂ほ尾お付づき学園の第一期生であり初代生徒会長でもあったよもぎは、自分の後任をほぼ出来レースのような形で田辺たなべ和かず貴たかに譲ゆずり、図書委員としての仕事に専念し始めていた。

　よもぎは卒業後、大学で司書課程を履り修しゆうしてそのまま穂尾付図書館の司書となる事が決まっている。そのため、在学中から図書委員として実質司書補のような仕事をこなしながら、迷宮とも称される巨大な図書館の全容を少しずつ把は握あくしているのだ。

　現時点で就任している司書も当然その事情は承知の上でよもぎに様々な便べん宜ぎを図っており、学生相手には考えられない程ほどの仕事を任せていた。図書館の鍵かぎを共有し、朝一番に開館準備をするというのもその仕事の一つだ。

　そして七月半ば、やけに涼しい朝まだき頃ころ。

　固く閉ざされた図書館の大扉を、厳重に管理されている鍵で開け、ひたと静せい謐ひつの中に足を踏み入れたよもぎは、その完全なる密室だったはずの迷宮の中、乾いぬい陣じん内ないに出会った。

　よもぎからすれば、それはあり得ない光景だった。

　前日の夕刻、確かに自分はこの手で正面の大扉に鍵をかけた。事実、鍵は確かにかかっており、先程自分が開けた。この巨大な迷宮図書館には他ほかに大小いくつかの出入り口があるが、それも全すべて施せ錠じようしているはずである。そして鍵自体も、職員室などではなく鬼灯ほおずきの屋敷で厳重に保管されている。外部の者が持ち出すなどまず不可能だ。

　ならば──今、自分の目の前で机に突っ伏して、のうのうと寝息を立てているこの人物は、一体どこからこの密室へ入ったというのか──？

　鍵を複製された？　ピッキング？　まさかどこかの施錠を忘れていた？　実は自分が知らないだけで、この迷宮図書館には秘密の隠し通路が？

　あどけない寝顔を見下ろしながら、よもぎは様々な可能性を頭に浮かべる。

　真相は、何の事はない。

　前日の昼休み。陣内は、図書館三階の奥の奥、普段はまず人が立ち入る事のないような迷宮の最さい奥おうで、座り込んで古い書物を読みながら、いつの間にか寝てしまった。

　素行の悪い不良生徒である事は揺るぎない事実なのだが、陣内はその一方で書物を愛するという意外な一面も持ち合わせていたのだ。

　前の晩に徹夜で小説を読んでいた陣じん内ないは、閉館時間になっても昏こん々こんと眠り続けた。閉館前にその辺りを見回った図書委員は書しよ棚だなの陰に紛まぎれた陣内に気付かず、よもぎに「異状なし」と報告し、よもぎはそれを信じて施せ錠じようをしたのである。

　深夜に目を覚ました陣内は携帯電話の明かりを頼りに館内をさ迷ったが、全すべての扉は外から閂かんぬきがかけられており、出る事は出来なかった。仕方なく一階大扉前の一般閲えつ覧らんエリアで読みかけの本を読み進め、そうこうする内に本を枕まくらに再び眠ってしまった……という次第だった。

　そんな事とは露つゆとも知らぬよもぎ、一体どうしたものかと冷静にうろたえる。もしこれが侵入者であれば一大事、本家に報告しなければならない。とりあえず起こして事情を聞いてみようかと思うものの、陣内の体は大きくがっしりとしていて、暴力に出られたら到とう底てい敵かなうものではない。それに、服装は紛れもなく穂ほ尾お付づき学園の制服だし、上うわ履ばきのラインの色から一年生である事も分かる。不審な侵入者と断ずるにはやや抵抗があった。

　どうにも判断がつかずただその寝顔を見つめていたが、刹せつ那な、大変な事に気付く。

　世界を内包する事すら可能な、神へと通ずるその黒き実りの繁はん茂もする白しろ妙たえの野へ、アミラーゼ、ラクトフェリン、リゾチーム・ラクトペルオキシターゼ……様々な成分により構成される粘ねん度どの高い液体が、重力に引かれつとその蹂じゆう躙りんの魔手を伸ばしている。

　簡単に言えば、陣内が枕代わりにしている本のページへ、よだれが垂れそうになっている。

「あ」

　よもぎにしては珍しく僅わずかな焦あせりをその表情に乗せ、咄とつ嗟さに書物に手を伸ばす。そして陣内の頭の下から、その書物を思い切り引き抜いた。

　ごつん。

「……………………ってぇ」

　突然の衝しよう撃げきに目を覚まし、額に手をやりながらぼんやりと頭を上げた陣内は、目の前に立っているよもぎに気付き、剣けん吞のん極まりない目つきで睨にらみつけた。

「……なんだお前」

　もともと険のある顔つきをしている上、睡眠を妨さまたげられた事への不快感もあいまって、それは大たい抵ていの人間なら震ふるえ上がって無意味に許しを請こうてしまう程ほどに威い圧あつ感かんのある形相だった。

　だが、よもぎにはその顔に恐怖を覚えるまでの感受性が無かった。

　チワワくらいなら射殺せそうな視線を平然と受け止めながら、よもぎは再び陣内が一体どうやって図書館へ入ったのかを考え始める。

　見知らぬ女子生徒から、怖がる様子もなくただ真っ直すぐ見つめられるなどという初めての経験に、調子を狂わせる陣内。

「……いや、だからなんだよ……あ」

　まだ覚かく醒せいしきっていない頭で、状況も把は握あく出来ないままになんとなく口を開く。

　ところで、陣じん内ないはつい先さき程ほどよだれを垂らしかけていた。

　頭を上げた事で若じやつ干かんの猶ゆう予よ時間を得ていたそれは、今また再び重力に引かれ、今度こそ陣内の顎あごから机に向かって落下する。

「あ」

　小さく、よもぎの声。そしてそのよだれは、机に着弾──しなかった。

「……は？」

　自分の目の前で起きた事を理解した陣内は、目を丸くして間の抜けた声を上げた。

　その唾だ液えきが机に落ちるよりも早く、よもぎが再び手を伸ばし、手の平で受け止めたのだ。

「…………」

「…………」

　白く小さな手の平に、ぽつんと湧わいた透明な泉。二人はしばし無言でそれを見下ろす。

　やがて陣内が椅い子すから立ち上がり、よもぎの手を取った。引っ張って自分の腰の位置まで引き寄せ、だらしなく外に出されたままのカッターシャツの裾すそで、意外にも丁てい寧ねいにその手を拭ふいて綺き麗れいにする。そして、ぽつりと口を開いた。

「……わりぃ」

「いえ」

　後になって、陣内は思う。

　思えば、この時にはすでに、自分は鬼灯ほおずきよもぎに惚ほれていたのかもしれない、と。




　それからよもぎは、図書館での作業がない日も閉館前に館内の隅々を見て回り、どこかで陣内が寝ていないか確認するのが日課となった。これには特に深い意味はなく、貴重な蔵書も数多くある図書館の中に部外者を一人置いておく訳にはいかないという、どちらかといえば職業的な防犯意識に基づくものだった。

　ただ、そうやって時々迷宮の片隅で眠りこけている陣内を見つけた時は、よもぎがそっと揺り起こし、二人で一緒に帰るようになった。よもぎの家は学園の裏山にある鬼灯屋敷なので徒歩で僅わずか五分足らずなのだが、陣内は必ずその僅かな距離を送っていった。

　休み時間や放課後、よもぎはいつも図書館にいる。読書好きという一風変わった不良である陣内も、もともと図書館にはちょくちょく足を運んでいた。それまではそういう人間がそこにいる事すら意識していなかったが、互いに相手の存在を認識してからは、特に何を話すでもないのだが、なんとなく互いが目に入るような位置にいる事が多くなった。

　ある日の放課後。学園生専用フロアである二階にたまたま他ほかの生徒が全くおらず、司書も所用で席を外しており、陣内とよもぎの二人きり、という事があった。

　机に座って頰ほお杖づえをつく陣内。すぐ横で貸し出しから戻ってきた本を書架に戻している、よもぎの様子をぼんやりと眺ながめている。

「……お前」

「……はい？」

　作業の手を止め、感情の浮かばない顔を陣じん内ないに向けるよもぎ。一年生である陣内にタメ口をきかれても一向に気にした風もなく、二年生のよもぎは当然のように敬語で返す。

「なんで、そんな見た目なんだ？」

「……見た目？」

　以前から気になっていた。よもぎの外見は、大きな三つ編みお下げに黒くろ縁ぶち眼鏡めがね。長めの前髪が少し目を隠しており、ただでさえ陰気な雰ふん囲い気きを助長している感がある。それは、もはやトラディショナルと言ってもいい、典型的な『図書委員』の姿だった。

「なんでそんな、漫画の図書委員みたいなんだ、って」

「……そうです」

「あ？」

「漫画の、図書委員です」

　よもぎの答えは至し極ごく単純だった。

「……真ま似ねしてんのか？」

「真似、と言うか……色んな漫画などで、図書委員は大たい抵ていこういう見た目なので……そういうものなのかな、と」

　完全な無表情で淡々と答えるよもぎを、陣内が訝いぶかしげに見やる。

　よもぎがこのような無感情な人間に育ってしまったのには特殊な事情がある。

　よもぎの人生は、生まれた時から、否いな、この世に生まれる以前からすでに、鬼灯ほおずき一族現当主である祖父の鉤かぎ之の丞じようによってその全すべてを決められている。

　どの学校に通い、何の仕事に就き、誰だれと結婚し、そして、いつ、どこで、どうやって死ぬのか。その全てが。

　そうして定められた通りに生きる内、よもぎの顔からはだんだんと表情が消えていった。

　今のところ、よもぎは完全に鉤之丞の敷いたレールの上を忠実に歩んできている。鉤之丞の唯ゆい一いつの誤算は、よもぎが感情を失ってしまった事だけだ。

　それが原因で、よもぎは中学時代に一つの事件を起こしている。鬼灯の名に傷をつけかねない事態にまで発展したその事件を二度と起こさせないために、あるいは万が一同じような事が起きても、速すみやかに内々で処理出来るように。穂ほ尾お付づき学園は、ただそのためだけに創つくられた、よもぎを囲う檻おりだった。

　よもぎが感情を失ってしまったのは、ある意味では、不幸中の幸いという見方をする事も出来なくはない。そのおかげで、彼女はがんじがらめに縛しばり付けられた自分の人生を特別苦痛に思う事もなく粛しゆく々しゆくと生きていけるのだから。……もしかしたら、そのための自己防衛だったのかもしれないが。

　高校卒業後、よもぎは決められた大学へ進み、司書科目を履り修しゆうする。そして大学卒業と同時に司書資格を取得し、そのまま穂ほ尾お付づき図書館の司書に就任。以降はずっと鬼灯ほおずきの囲いの中で日々を過ごし、然しかるべき時に、とある役目を果たすため、死ぬ。それがよもぎに定められた人生図だ。そんな人生をすでに一七年も生きてきたよもぎの行動は、今やそのほとんどが他人を主体にしたものになっていた。

　そんなよもぎに、色々と諭さとしてくる声はあった。もっと自分というものを持て。自分の人生は自分だけのものだ。人の真ま似ねをして生きるなんて下らない。自分がなりたい自分になればいい。他人の声に惑わされるな──

　大たい抵てい自己矛む盾じゆんを含んでいるその説得は、よもぎの心に何一つ響ひびかなかった。

　当然ながら陣じん内ないは、よもぎのそんな事情を全く知らない。

　呆あきれたような、訝いぶかしげなような、面白がっているような……なんとも名状し難がたい視線で自分を見ている陣内も、似たような事を言ってくるのだろうか。何な故ぜだろう、それは少し嫌いやだな、と、よもぎは自分の内に僅わずかに湧わいた感情らしきものに驚おどろいた。

「……お前」

「はい」

「染めるの、楽しそうだな」

　そして、陣内の言葉が一いつ瞬しゆん全く理解出来なかった事に、また驚いた。

「……はい？」

「眼鏡めがね外して、三つ編みほどいて、少し色抜いて……前髪も上げるか分けるかして、ハーフアップとかイケるだろ。それで軽く化粧でもすれば、かなりかわいくなるんじゃねぇか」

「……そう、ですか？」

　ちゃんとすればかわいくなれる。そういう風に言われた事も、何度かあった。今までそれはやはり何もよもぎの心を動かさなかったのだが、今こうして陣内に同じ事を言われ、何故かよもぎの右手は野や暮ぼったい三つ編みお下げを隠すように動いた。かわいくなる、という事は、今はかわいくない、という事だ。いや、だからどうしたという訳でもないのだが。別にどうでもいいのだが。自分は一体何を考えているのだろう。よもぎはさっぱり分からなかった。

「いや、しなくていい」

「……はい？」

　陣内の言う事は、よもぎには理解し難い事ばかりだった。そもそもよもぎは、他人の考えを推測したり察したりする事がどうしようもなく苦手なのだ。

「いつでも変われるように、努力はしろ。んで、普段はそのダッセェなりのままでいろ。たまに、俺おれが見たくなった時だけかわいくなれ」

「……それは、私にどんなメリットが？」

「特にない」

　陣じん内ないの考えている事は、他ほかの人間よりさらに分からない。今までこんな訳の分からない事を言う相手は、よもぎの周りにはいなかった。

「……なんのために、私がそんな事を？」

　当然の疑問に、陣内もまた、当然のように答えた。

「俺おれのために」

「……………………」

　その表情に何の感情も浮かべる事なく、よもぎは黙って陣内の顔を見つめ返す。

「俺のためだけに、かわいくなれ」

　この人は、本当に、何を言っているんだろう。

「……………………………………………………………………………………はい」

　長い沈黙の後、確かに「はい」と言って頷うなずいた、その時のよもぎが何を思っていたか。

　陣内がそれを知るのは、まだずっと、本当にずっと後、この二人に関かかわる全すべての人間の誰だれもが夢にも思わないような、ずっとずっと後の事になる。

　ただ一人。

（ああ）

　当の鬼灯ほおずきよもぎだけが。

（もしかしたら、私は）

　その表情に、何の感情も浮かべる事なく。

（いつか、この人のものになるのかもしれない──）

　その突拍子もない予感に、為なす術すべもなくただ、戸惑っていた。
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　今から一年前の、よもぎと陣内の馴なれ初そめ。自分が入学する前のその話を聞き終えた櫻さくらは、リアクションに困っていた。

　理解出来なかったのだ。全く。

　よもぎによだれを受け止められて、陣内が何を思ったか。どうして二人が一緒に行動するようになったのか。死ぬ程ほど身勝手な陣内の命令に、何な故ぜよもぎが頷いたのか。

　櫻には何一つ、理解出来なかった。

　自分達は女を幸せにする事など出来ない、だから女を愛するな──そんな父親の呪のろいを幼い頃ころから受け続けている櫻には、一般的な恋愛ですらよく分からない。ましてやよもぎと陣内のような特殊なケースに至っては言うまでもない。

「……あの、ちょっと質問なんですけど……」

　よもぎの醸かもし出す不思議な空気に中あてられて、普段は決してしないような質問を口にしかける櫻さくら。それを遮さえぎったのは、部室の扉が開く音だった。

「あれ、今日は珍しい取り合わせだね」

　入ってきたのは田辺たなべ和かず貴たか。現生徒会長であり、創作遊ゆう戯ぎ研究会の会長でもある。

「生徒会選挙まであと一ヶ月だね、相あい上がみ君。どうかな調子の程ほどは？」

「はは、嫌いやだなぁ、何の事ですか？」

　無む駄だだと分かっていても一応とぼけてみせる櫻。自分が生徒会長に立候補する事は和貴には言っていないのだが、すっかり見透かされていた。

　今現在、櫻が創そう遊ゆう研けんに足を運ぶ最大の目的がこの人物だった。初代生徒会長であるよもぎから任を引き継ぎ、以降三代に亘わたって生徒会長の座に君臨し続ける傑けつ物ぶつ。まさに櫻の目指すべき姿なのである。櫻の興味はすでによもぎから和貴へ移っていた。

「田辺先せん輩ぱいも、来月でやっと任期満了ですね」

　労ねぎらいに見せかけた声をかける櫻。その本心は、さっさと引退してその椅い子すを俺おれに譲ゆずれ、といったところか。

　そして和貴は、それを百も承知だ。その上で、それで一向に構わない、むしろそのくらいでなければ困ると思っている。

　和貴もまた、櫻には多大な興味と期待を寄せている。それは、和貴のとある目的が現実のものとなるために、櫻の存在が大きく寄与するのではないかと考えているからだ。

　和貴の生まれた田辺家は、鬼灯ほおずき一族の類縁にあたる。よもぎとは幼おさな馴な染じみでもあり、人並みの情緒を失なくしてしまったよもぎの事をずっと気にかけてもいた。

　学園理事長である鬼灯鉤かぎ之の丞じようの意向では、三年間ずっとよもぎに生徒会長を務めさせるつもりだったのだが、それを哀あわれに思った和貴がよもぎに話を持ちかけ、学園初の生徒会選挙で、一度も使わずにまるまる貯たまっていたよもぎの生徒ポイントを全すべて自分に投票させ、よもぎを生徒会長の重責から解放する事に成功した。

　ただこれは、どこかの誰だれかのように生徒ポイントや内申の高評価を狙ねらっていた和貴が、まんまと生徒会長の座を手に入れたという話でもある。和貴もまた、公明正大な聖人君子という周りの人物評とは一味も二味も異なる人物だった。

　その後和貴は、さらにとある目的の下もと、よもぎを誘って同好会を創つくる。

　見た目は完全に文学少女の図書委員だが、実を言うとよもぎは読書を好まない。人の心の機微を上う手まく解せないので、大たい抵ていの文学において主流のテーマである人の心の交流を楽しむ事が出来ないのだ。せいぜい楽しめるジャンルと言えば、純粋なパズラー系、物理トリック系の推理小説。それもフーダニット、ハウダニット限定で、心理トリック系やホワイダニットに至っては、解決編を読んでもよく理解出来ないという有様だった。

　そんなよもぎが好むものは、論理や数学の支配する分野。感情を必要とせず、理屈と計算のみで答えに辿たどり着ける分野。逆算すれば当然の帰結とも言える。和貴もそういった分野を好んだので、彼はよもぎと二人、気楽にそういった事を楽しめる同好会を創つくった。

　創作遊ゆう戯ぎ研究会。

　トランプ、オセロ、チェス、将しよう棋ぎ……身近にある物を使って、自分達で独自の新しいルールを作り、それで対戦する。色々と疲れが溜たまってきた時、二人はこの同好会で息抜きをした。

　創作遊戯研究会、略して創そう遊ゆう研けんは、設立後すぐに会員を四人まで増やした。

「こんにちはー……って、あれ。なんだか珍しい取り合わせですね」

　和かず貴たかと全く同じ台詞せりふを口にしながら、会員の一人が教室へ入ってきた。

　三人目の会員、昨年度一年生にして生徒会副会長に就任した琴こと宮みや遙はるか。

　彼女が見た目通りの清せい廉れん潔白な人間でない事は、自分も同じようなものである和貴にはすぐ知れた。これは面白い人材を得た、とほくそ笑んだものだ。

「こんにちは琴宮さん。今日は新鮮なメンバーで遊べそうだね」

「そうですね！　鬼灯ほおずき先せん輩ぱい、乾いぬい君は？」

「じんくんは……」

「琴宮、どけ。邪じや魔まだ」

　教室の扉を開けたままそこで話していた遙の背後から、愛あい想そのない声がかかる。

　四人目の会員、よもぎが連れてきた乾陣じん内ない。

　和貴は、よもぎの運命をある程度知っている。死すべき時まで定められているというような事までは知らないが、進学先や就職先、結婚相手などが全すべて決められている事は知っており、それを哀あわれには思いながらも、その境遇を自分がなんとかしてやろう、と思うまでには至らなかった。なんにしても、鬼灯一族は強大過ぎた。

　なので、和貴は乾陣内に期待している。

　一体どのような経緯いきさつがあったのかは知らなくとも、よもぎにとっての陣内は、今までよもぎの周りにいたどんな人間とも違う存在である事が、幼い頃ころからよもぎを見続けている和貴には分かった。

　この男は、何か面白い事をしでかすかもしれない。そんな期待が抑えられない。

「乾先輩、琴宮先輩を怖がらせたら駄だ目めっすよ」

　さらに陣内の背後から、中性的な声が上がる。

　五人目の会員、三期生の岸きし良ら夏か凪なぎ。

　琴宮遙がお目当てで入ってきたのだが、それよりも和貴は、夏凪がひた隠しにしているその本性にいち早く気付き、それが巻き起こすであろう騒動の可能性にも胸を膨ふくらませていた。

　かくして勢せい揃ぞろいした創遊研メンバー五人に加え、最近ちょくちょく顔を見せるようになったのが、同じく三期生の相あい上がみ櫻さくら。彼に至っては、なんと一年生にして生徒会長の座を狙ねらい、何やら狡こう猾かつに立ち回っているらしい。

　和貴は確信する。この同好会を創ったのは大正解だった。

　和かず貴たかの目的はただ一つ。

　楽しむ事。

　創そう遊ゆう研けんは蟲こ毒どくの壺つぼだ。訳ありの人間が訳ありで創つくった場所には、次々と訳ありの人間が集まってくる。そういった場には、必ず力が溜たまる。

　溜まった力は燻くすぶりながら底に沈んでゆき、小さなぶつかり合いを繰り返して摩ま擦さつで熱を増してゆく。やがてその内の一つが熱に耐え切れずに爆はぜた時、一気に連鎖爆発を引き起こす。

　その爆発を見る事こそが、和貴の目的。

（次の会長が順当に琴こと宮みや遙はるかになるのか、それとも相あい上がみ櫻さくらが勝ち取るのか……どっちでもいい。後任に会長職を譲ゆずったら、後は爆発が起きるまで、安全な場所から高みの見物といこう）

　田辺たなべ和貴は、鬼灯ほおずき一族という頂点の集団から僅わずかに外れた立場に生まれてしまった不運を呪のろった幼い頃ころに、物語の主人公となる事を諦あきらめた。それからはもうずっと、そんな大爆発を一観客として楽しむ事だけを望んでいるのだった。
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「全員が揃そろってるのって、初めて見た気がしますよ……」

　いつになく賑にぎやかになった部室内を見回し、櫻は感心したように呟つぶやく。

「相上君も入ればいいのに。僕とよもぎは今年で卒業だし、よもぎが抜ければ乾いぬい君も辞めるような気がするし……このままだと琴宮さんと岸きし良ら君の二人になっちゃうよ」

「はは、考えておきます」

　気のないような返事をする櫻。櫻にとって、和貴とよもぎが抜けてしまえばこの同好会は用無しも同然だ。ただ、オリジナルゲームを創って遊ぶという活動内容自体は気に入ってもいるのだが。

「いいね、今日は久しぶりに何かみんなで遊べるヤツをやろうか」

「賛成です！」

　貴重なフルメンバーに、和貴と遙はいつになくはしゃいだ様子だ。ただ、陣じん内ないはよもぎに、夏か凪なぎは遙にしか興味がないので、メンバーが揃った事を純粋に喜ぶのは悲しいかなその二人だけだった。

「えーっと、この人数で出来るゲームって何があったっけ……お？」

　弾はずんだ和貴の声は、本日何度目かの扉の開く音によって途切れた。よくよく今日は人の集まる日である。

「へぇ、ここがえっと……なんだっけ、なんとか研究会？」

　おっとりと、変声期前の幼い少年のような声で話しながら教室へ入ってきたその人物に、その場にいる全員が息を吞のんだ。

　美少年だ。

　絶世の、とつけてもよい。

　まず目を引くのは、まるで物語から抜け出てきたかのような白金の髪。その鮮せん烈れつな色彩には思わず眼めを奪うばわれずにはいられない。そして殻からを剝むいたばかりのゆで卵のような肌はだ。自己主張をし過ぎない鼻び梁りようの下に、桜色の小さな口こう唇しん。瞼まぶたを半分伏せた儚はかなげな瞳ひとみで、無む邪じや気きに教室内を見回している。その身に纏まとう制服は穂ほ尾お付づき学園の夏服とは若じやつ干かん異なり、襟えりと袖そでに黄色のラインが入っており、シンプルな中にもアクセントがある。

　容姿には自信のある櫻さくらでさえ、この月の前では甘んじてスッポンに身をやつす事すら躊躇ためらわれない程ほどの、正しよう真しん正しよう銘めいの美少年だった。

「……あっくん？」

　皆が声も出せずに見み惚とれている中、最初に口を開いたのは意外にもよもぎ。

「あ、よもぎちゃんだ。久しぶりー」

　ゆらゆらと力なく手を振る美少年。よもぎは小さく首を傾かしげる。

「来週ではなかったですか？」

「うん、でも早くよもぎちゃんとかずくんに会いたくて」

　二人のやり取りに、黙り込んでいた和かず貴たかがゆっくりと反応する。

「あっくん、って……お前やっぱり、明あき芳よしか？」

「久しぶりー、かずくん」

「おおおおお久しぶりだなぁ！　何年だ、十年ぶりくらいか？」

「そのくらいかなぁ」

「いやー、昔っからえらくかわいらしい顔はしてたけど、まさかここまでになるとはなぁ……っつーか、なんでここにいるんだ？　確かお前、小学校に上がる時に東京に行ったよな？　あ、めーちゃんは？　めーちゃんも一緒なのか？」

　和貴がここまでハイテンションな様子を、穂尾付学園の誰だれも見た事がない。矢継ぎ早に質問を浴びせる和貴に苦笑を返し、明芳と呼ばれた美少年は和貴の言葉を遮さえぎった。

「落ち着いてかずくん、みんなが置いてけぼりになってるよ。よもぎちゃん、僕の事みんなに紹介してくれる？」

「はい」

　小さく頷うなずき、よもぎが席を立つ。明芳の登場はよもぎにとっても唐とう突とつだったのだが、それを全く感じさせずに、予あらかじめ配役として定められていたかのようによもぎは明芳の隣に立つ。従順なその様子は、見ている者に主従の関係を思わせた。

「東京の学校から、地域留学生として穂尾付学園に来られました、守かみ垣がい内と明芳さんです。来週からじんくんと同じ、二年一組に通う事になっています」

　なるほど道理で、と納なつ得とくする櫻。櫻は、全校生徒の顔をある程度は把は握あくしている。特にこんな目立つ生徒がいたら、絶対に記憶にないはずがないと思っていたのだ。

「守かみ垣がい内と家は、鬼灯ほおずき家の分家筋にあたります。都会の行政をこちらに取り入れるために小学生の時から東京で学んでおられました」

　まるで偉人の伝記でも読み上げているかのように、よもぎは澱よどみなく言葉を紡つむぐ。

「大学をご卒業なさったらこちらへ帰ってきて、一族の跡取りとして鬼灯家へ入られ、地方行政を担になう事になります。その時のために、こちらの生活を思い出す意味も兼ねまして、今年いっぱいは地域留学という事でこちらで生活なさいます」

「……え？　あの、鬼灯先せん輩ぱい……」

　淡々と流れる言葉の波を、遙はるかの挙手がせき止めた。

「ちょっと、質問があるんですけど」

「はい」

「鬼灯先輩って、お姉さんや妹さんは……」

「いません。一人っ子です」

「えーと……それで、守垣内さん、が、跡継ぎとして鬼灯家に入るって……」

「はい」

　淡々と。一切表情を変える事なく。

「あっくんは、私の許婚いいなずけです」

　よもぎは言った。

「……ええええ!?」

　大声を上げたのは遙一人だった。和かず貴たかはもともとその事を知っているし、櫻さくらも驚おどろきはしたものの、よもぎの私事には特に興味がない。夏か凪なぎにとっても、へぇ、という程度だ。

　では、陣じん内ないにとっては──

「い、許婚って……あの、結婚の約束をしてる、って事……ですよね？」

「はい。ただ、約束と言っても、祖父が決めた事なのですが」

　いささかも躊躇ためらう様子を見せず、陣内の前で自分に婚約者がいた事を語るよもぎ。遙は夏凪の耳元に口を寄せ、慌あわてながらも小声で問いかける。

（ど、どういう事!?　鬼灯先輩って、乾いぬい君と付き合ってるんじゃないの!?）

（いや、俺おれもそう思ってたっすけど……）

　あ、琴こと宮みや先輩の息が耳に、などとこっそり喜ぶ夏凪。

　事情を知らない面々は、各おの々おのがちらり、と陣内の方へ視線を向ける。陣内は特にいつもと変わった様子もなく、顔に似合わない文庫本を読んでいる。

「へぇ、よもぎちゃんって恋人いるの？」

　……動揺していた遙は、小声で話していたつもりであまり小声になっていなかった。その声は、一切の紛まぎれなく明あき芳よしの耳へと届いていた。

「そっかぁ。だれだれ？　もしかして、そこで小説読んでる人？」

　皆の視線を辿たどれば、その結論を導くのは容易な事だ。失敗した、と焦あせりまくる遙はるかだが、しかし明あき芳よしの表情に怒りや嫉しつ妬となどの物ぶつ騒そうな色はなく、その無む邪じや気きな笑みには、ただ単純に友人に恋人が出来たと聞いただけのような興味しかなかった。

「いえ、私に恋人はおりません」

「そうなの？　別に隠さなくてもいいよ？」

　強がっているのでも拗すねているのでもなく、明芳は純粋に首を傾かしげる。そして未いまだ小説に目を落としたままの陣じん内ないに、なんでもない事のように語りかけた。

「僕、来年になったらまた東京に行って、大学出るまではこっちに帰ってこないから」

　無む垢くなる微笑のままで。

「それまで、君に貸してあげるよ」

　その言葉には、一片の悪意も込められていなかった。

　だからこそ。それが分かってしまったからこそ。

　陣内は、目の前の机を蹴けり飛ばした。

　蹴られた机は周りの机にぶつかり、その上に載っていた箱が落ち、中からトランプやチェスなどの様々な遊び道具が零こぼれ出た。

　驚おどろいて目を丸くする明芳に、立ち上がった陣内が歩み寄る。その右手が無む造ぞう作さに後ろに振り被かぶられ、握り締めた拳こぶしが明芳の柔らかそうな頰ほおに向かって伸び──

　直後、陣内は急に足をもつれさせ、転んで頭から机に突っ込んだ。

「じんくん」

　いつもよりも少し早口で名を呼び、よもぎが倒れた陣内の傍かたわらにしゃがみ込む。

　陣内が足をもつれさせた場所には、将しよう棋ぎの駒こまが一枚落ちていた。誰だれも見ていなかったが、先さき程ほど机から落ちた箱の中から零れた駒が、歩く陣内の足の裏に転がり込んで直立して止まったのだ。陣内は気付かずにそれを踏んで、バランスを崩して転んだのだった。

　まるで、天が明芳を助けたかのような、偶然とは思えない偶然だった。

　陣内は、頭を打って気絶していた。もしかしたら、それは陣内にとって幸いな事だったのかもしれない。この状況で意識があれば、あまりにも情けなさ過ぎてどうしていいか分からなくなってしまっただろう。

　倒れた陣内と介かい抱ほうするよもぎを呆ぼう然ぜんと見下ろし、明芳は泣きそうな声で呟つぶやく。

「……びっくりした。なんで怒ったの？　僕、何か悪い事した……？」

　その顔が。その声が。見ている者にどうしようもない薄気味の悪さを感じさせた。

「ああもう、兄にい様さま！」

　唐とう突とつに、開いたままの扉の向こうから第三者の声が飛び込んできた。

　今度は誰だ、と一いつ斉せいに向けられたその視線の先に──

　天使がいた。

　明あき芳よしと同じく、神こう々ごうしさすら感じさせる程ほどの美び貌ぼうの少女が、そこに立っていた。

　烏からすの濡ぬれ羽ば色いろとはこういう事を言うのだ、と断言するに論を待たない黒髪は、腰までも届きそうな二つ結い。眉まゆの上で切り揃そろえられた前髪のやや上方に、艶なまめかしく浮かぶ光輪はまさに天使の輪と形容するにふさわしい。大きく丸い目は少し吊つり目気味で、真っ白い頰ほおはほんのりと桜色に上気している。一五〇センチというやや小柄な身長ながら、その肢し体たいは絶妙なバランスの凹おう凸とつを持つ。東京の学校のものである制服は、オーソドックスなセーラー服タイプである穂ほ尾お付づき学園のそれとは異なりかなり個性的だ。頭の上に結ばれた大きな赤いリボンと、腕や膝ひざに貼はられている絆ばん創そう膏こうが彼女をより幼く見せている。

　明芳の美貌を柔らかく儚はかない光と例えるなら、彼女の美貌は力強く鮮せん烈れつな光だった。

「さっきから黙って聞いてたら……どうして兄にい様さまはあんな言い方しか出来ないの！」

「だって……」

「だってじゃありません！」

　ぐずる子供を叱しかり付ける母親のように、天使はぴしりと明芳を黙らせた。そして櫻さくら達の方へ向き直り、深々と頭を下げる。

「守かみ垣がい内と芽明めいあと申します。明芳の双子の妹です。兄が失礼を申しました……きちんとお詫わびをさせて頂きたいのですが、今は一刻も早くそちらの方を」

　促うながされ、無言で陣じん内ないの体を抱だき起こそうとするよもぎの手を、遙はるかが止めた。

「鬼灯ほおずき先せん輩ぱい、頭を打ってるかもしれません、そのままで。私、校医の先生を呼んできます」

「あ、俺おれも行くっす」

　駆け出す遙の後を夏か凪なぎが追う。遙がいないのであれば、夏凪はこんな面倒臭くさそうな状況の中に身を置くつもりは毛頭なかった。

　無表情ながら、気き遣づかわしげに陣内の顔を覗のぞき込んでその額に手を当てているよもぎ。それを見た芽明が、形のいい眉をきゅっと寄せ二人に近付く。

「よもぎ姉ねえ様さま、だいじょうぶきゃんっ」

　ないがしろにされている事を不満に思い、キャラを立てるために突然語尾に小型犬の鳴き声をつけて話し始めた……という訳ではもちろんない。先程机から落ちた箱の中からとろとろとオセロの駒こまが転がってきており、芽明も陣内と同じく気付かずにそれを踏み、足をもつれさせて壁かべに激突したのだ。

（ドジっ子だ）

（ドジっ子だな）

（ドジっ子）

「うう……」

　赤くなった鼻をさする芽明。周りからの生暖かい視線に、恥ずかしそうに身をよじる。
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　明あき芳よしは妹の不運にも動じず、先さき程ほど叱しかられた事でまだ唇くちびるを尖とがらせている。やや遠巻きに腕組みをして立っていた和かず貴たかが、苦笑しながら芽明めいあに「めーちゃん大丈夫？」と声をかける。優やさしい声こわ音ねに隠された本心は、「さぁ面白くなってきた」。

　そしてそんな中、自分は一体どうすればいいのか、と戸惑った表情で立ち尽くしているのが、相あい上がみ櫻さくらだ。

　もちろんその表情は演技である。櫻は巻き込まれた部外者を装よそおいながら、新しく知った事と、今目の前で起こった事と、そこから類推される人間関係を、冷静に整理しながら脳裏に刻み付けている最中だった。

　穂ほ尾お付づき町のみならず、付近一帯の地域の頂点に君臨する鬼灯ほおずき一族。その直系であり、初代生徒会長の鬼灯よもぎ。その類縁であり、現生徒会長の田辺たなべ和貴。そして、将来鬼灯の名を継ぐ者、守かみ垣がい内と明芳。

　それら力を持った者達の、極めてプライベートに近い人間模様。

　この情報は、いつか必ず、何かに利用出来る。そう考えて。




　そして一ヶ月後。

　生徒会役員選挙でのまさかの敗退によって、その機会は存外に早くやって来るのだった。













　　　第二章　ワルツの14番




　　　　　一




　時は戻り七月九日、月曜日。

　本日放課後の第二予備教室にいる創そう遊ゆう研けんメンバーは、よもぎと陣じん内ないだけだった。二人は一つの机に向かい合って座り、陣内考案のトランプを使った新作ゲームで遊んでいる。

　親である陣内が、手に持ったトランプの一枚を伏せて出す。

「……チェンジ」

　子であるよもぎの小さな声に、陣内は伏せられたトランプを開いた。スペードのクイーン。

　ここで親と子が交代し、親となったよもぎは陣内と同じく一枚を伏せて出す。

「オープン」

　言いながら、子となった陣内はスペードのエースを机の上に放った。数秒無言でそのカードを見つめ、よもぎは自分で伏せたトランプを開く。ハートのキング。

「親と子の数字が合計14なら子の勝ちだ……お前、弱いな」

　自分の勝利に笑みも見せず、陣内がぽつりと言う。それを無表情で見つめ返し、よもぎは静かに口を開く。

「じんくんのオープンは非合理的です。現時点で、私の手札がキングである確率は一三分の一。数回チェンジを繰り返して確率を上げるべきです」

「お前の初手は一〇〇％キングだと思ってた。理屈で言えば、キングはこのゲームで最も不要なカード。だったらお前は真っ先にそれを切る」

「…………」

　よもぎと陣内。互いに表情に乏しい二人の会話はいつもこんな雰ふん囲い気きだ。本人達はなんとも思っていないのだが、第三者にしてみればなんと気まずい空気に思える事か。

「……なるほど。それでじんくんは、一番ではないけど比較的不要なクイーンを最初に切ったという訳ですね」

「そういう事だ」

　二人はカードをまとめ、再びゲームを開始する。親の陣内が伏せたトランプに対し、子のよもぎは先さき程ほどと違い即座にハートの３を出して言う。

「オープン」

　陣内がトランプをめくる。スペードの３だった。

「親と子の数字が同じだった場合は子の負けだ……お前、弱いな」

「……じんくんは、ずるいです」

　僅わずかでも口を尖とがらせるような素振りでもあれば可愛かわいげもあるが、残念ながらよもぎは無表情のままだ。そんなよもぎに陣じん内ないもまた特別表情を変えるでもなく、しかし少しだけ、こそばゆそうに耳の裏を搔かいた。

　引き続き、よもぎが考えた末にトランプを伏せて出したところで、ノックの音が響ひびいた。

　顔を見合わせる二人。陣内はちらりと扉の方に目線を向けただけで、再びトランプに目をやってしまう。

　仕方なく、という訳でもないが、よもぎが静かな声で「どうぞ」と答えた。




「失礼します……」

　よもぎの声に応こたえ、櫻さくらは部室内へと足を踏み入れた。

　驚きよう愕がくの生徒会役員選挙から休日を挟はさみ、月曜の放課後になってようやく行動を起こした今の櫻にとって、創作遊ゆう戯ぎ研究会は前にも増して重要な拠点となっている。

　守かみ垣がい内と明あき芳よし。いきなり横から現れて生徒会長の椅い子すを掠かすめ取った憎にくき相手の不正の証拠を摑つかむ、あるいはでっち上げるため、和かず貴たかやよもぎには明芳の事を直接聞けるし、陣内はよもぎの事をダシにして焚たきつけ、明芳にけしかける事も出来るだろう。遙はるかは言わずもがな、用がないのは夏か凪なぎだけだ。

　とは言え、よもぎも陣内も特に櫻と親しい訳ではなく、しかも二人とも人当たりの良い方でもない。もちろん櫻はそういった相手用の対応も考えてはいるが、この状況がやり辛づらい事は確かだった。せめて遙か和貴がいてくれれば、と思ったのも止やむを得ない。

「さーくんも、一緒に遊びますか？」

　トランプを片手に、よもぎが小首を傾かしげる。これは櫻にとってありがたい提案だった。普段あまり交流のない相手と打ち解けるには、そういったものが非常に有用だ。幸い陣内は夏凪と違って、よもぎと二人の時間を邪じや魔まされる事に腹を立てたりはしない。櫻は適当な椅子を引いて二人の隣に腰を下ろした。

「今度は誰だれの作ったゲームなんですか？」

「俺おれだ。昨日の夜思いついた」

　言いながら陣内は、よもぎの前に置いてあった一枚のルーズリーフを櫻の方へ差し出した。それは陣内が自分で作ったゲームのルールをまとめたもので、こういったものをファイリングするのも創そう遊ゆう研けんの活動内容である。

　パソコンに向かい、ああでもないこうでもないとキーボードを打つ陣内というのは普段の様子からはなかなか想像しづらいものであったが、出来上がったそれはシンプルながらも見やすくまとめられている。興味深げに内容に目を通す櫻。





ゲームタイトル『ワルツの14番』





考案者……乾いぬい陣じん内ない




使用する物……トランプ

プレイ人数……二～四人（トランプを複数セット用意すれば何人でも可）









【準備】




プレイヤーは一人一つのスートを１～13まで持つ。これを『持ち札』と呼ぶ。

親を一人決める。方法は何でも良い。







【１】




親は自分の持ち札から一枚を伏せて出す。これを『手札』と呼ぶ。







【２】




全すべての子はそれに対し『チェンジ』『オープン』のどちらかを宣言する。


『チェンジ』……子は手札を出さない。

『オープン』……子は持ち札から一～三枚の手札を出す。

　　　　　　　　※ただし、合計13を超えるような同時出しは出来ない。









【３】

〈オープンした子がいる場合〉




親と子の手札を開き、親の数字との合計が14だった子は勝ち抜け。

一枚でオープンした時、その手札が親とペアだった子は負け抜け。




※７のペアは勝ち負け両方の条件を満たすが、特例として子の負け。

※同時出しの場合は数字が同じでも子の負けにはならない。




使用した手札は開いたまま場に置かれ二度と使えない。これを『捨て札』と呼ぶ。




〈子が全員チェンジした場合〉




親は手札を開いて場に置き、その手札は二度と使えない。

ただし、親はゲーム中に一度だけ『インビジブル』を宣言する事が出来る。

インビジブルを宣言した場合、その手札は場に置かれるが開かれない。







【４】




次の子が親になり【１】へ戻り、最後の一人になるまで繰り返す。

勝敗が決まる前に持ち札がなくなった場合、その時点で親なら勝ち、子なら負け。






　櫻さくらがルールに目を通している間、陣じん内ないはゲームの途中だったトランプを回収し、三人で遊ぶ準備を進めている。トランプを種類スート毎ごとに分け、エースからキングまでを順番に並べる。そして自分でスペードを取り、よもぎにはハート、櫻にはダイヤを配った。

「その一三枚がプレイヤーの持ち札だ。とりあえず一回、説明しながらやるか」

　いわゆる模も擬ぎゲームだ。百聞は一見に如しかず、言葉や文字で説明されるより、実際にやりながらの方がよほど理解が早い。

「まずは親を決める。じゃんけんでもなんでもいい。模擬ゲームだからな、とりあえず俺おれがやろう。お前ら二人は子だ」

　よもぎはすでに先さき程ほど説明を受けているが、櫻と一緒に律りち儀ぎに頷うなずいている。

「親がこう、自分の持ち札から一枚を伏せて場に出す。これが手札だ」

　実際に、自分の持つ一三枚のカードの中から一枚を選んで机の上に伏せる陣内。

「これに対して、子の取れるアクションは二通りある。『チェンジ』と『オープン』だ。情報が少なくて親の手札が分からない時は、チェンジを宣言すれば親だけが手札を開く事になる。そうして持ち札を減らしていって相手の手札がある程度予想出来たら、まぁ別に勘かんでもいいんだが、オープンを宣言して勝負に出る」

　印象に似合わず、陣内の説明は丁てい寧ねいで分かりやすい。

「子は親の手札を推測して、数字の合計が14になるようにカードを出せば勝ちだ。そのカードが親とペアだった場合は子の負けになる。つまり、例えば親の手札が10だと思ったら、子は４でオープンする。その時、親が10なら合計14で子の勝ち、親が４ならペアで子の負け、それ以外なら引き分けって事だな」

　それはつまり、子が親の手札を推測するだけでなく、親も子の手札を推測して勝ちにいけるという事だ。この時点ですでに、櫻にはこのゲームの定じよう石せきらしきものが見えつつあった。

「ただし、子は三枚まで同時に出せる。例えば４を出したいと思ったら、１と３を同時に出せばそれで４になる。同時出しなら親と数字が同じでも負けにはならない」

　４を一枚出す事と、１と３の同時出しをする事。ルールを吟ぎん味みしてみれば、それが非常に重要な違いだという事が見えてくる。

「合計が13を超えるような同時出しは禁止だ。それは合計14を目指すこのゲームの趣しゆ旨しに反する。純粋に勝つための手段じゃなく、持ち札ゼロを狙ねらうやり方になるからな。スマートじゃない……とまぁ、大体こんなとこか。相あい上がみ、どうする？」

「そうですね……とりあえず、チェンジで」

「よもぎは？」

「オープンです」

　先程それでやられたというのに、懲こりずに初手からオープンを選ぶよもぎ。一枚だけ出した手札は先程と同じく３。対する陣内の手札は13だった。

　全く学習していないように見えるよもぎだったが、よもぎが再び３を出したのには合理的な理由がある。

　まずこのゲームにおいて、13とは最も不要なカードである。何な故ぜなら、１～12のカードは他ほかのカードとの同時出しで別の数字を作る事が出来るが、合計13を超えるような同時出しはルールで禁止されている。つまり13というカードは単体でしか使えず、最も使い勝手が悪いと言えるのだ。同じような理由で、11、12といった高めのカードも有用性は低い。同時出しのパターンが限られてくるからだ。

　このような理由で、親番の初手としては高めの札を切るというのがこのゲームの最も初歩的な考え方と言っていい。

　そうなると逆に、子番の初手としては高めの札を切るとペアとなって負ける危険性が高く、低めの札を切ると合計14で勝てる可能性が高いという事になる。

　しかし、１、２、３などの低めのカードは同時出しの材料として非常に有用性が高い。ほとんどのカードと二枚出しや三枚出しが可能で、その組み合わせも多た岐きに亘わたる。後々重要になってくるので無む闇やみに切る訳にはいかず、切るならば、何らかの根拠が必要である。

　では、よもぎはどのような根拠で３を選んで切ったのか？

　その理由を、櫻さくらはすでに理解していた。

「今のオープンは合計が14にならなかった。俺おれはキング、よもぎは３をそのまま捨て札として場に置き、このカードはもう使えなくなる。俺とよもぎは次からは残った一二枚しか使えなくなる訳だが、相あい上がみはチェンジだから、次も一三枚全部使える」

　こうして少しずつ使えるカードが少なくなっていき、捨て札が増える事で相手の手札が徐々に限定されていくという訳だ。もちろんそれは自分にとっても同じ事で、ゲームの終盤は壮そう絶ぜつな論理と心理の読み合いが交こう錯さくする事になる。

「これで俺の親番は終了だ。親が隣の子に交代して、最初から同じ事を繰り返す。次の親は相上だな。手札を出してくれ」

　少し考える素振りを見せ、櫻が伏せたのは11だった。

　よもぎがすでに３を使っているので、11なら１と２の二枚出しをされない限りよもぎのオープンに負ける事はない。同じ理由で陣じん内ないに対して有効な１を出す選せん択たく肢しもあるが、陣内の場合は１と12、２と11、３と10……かなりの組み合わせで13のオープンが可能だ。それに１は櫻にとっても同時出しで最重要となるカードである。こんな序盤に切る訳にはいかない……と、初プレイにしてすでにこのゲームのコツを摑つかみつつある櫻。

「チェンジです」

　今度は考える素振りも見せずに、よもぎがチェンジを宣言する。序盤は互いにチェンジを繰り返して捨て札を増やしていくのが基本だ。

　ここで、陣内は意味ありげに間を置いた。

「……３でオープン」

　ひやり、と櫻さくらの心臓が竦すくみ上がった。

　流石さすがに考案者だけあって、陣じん内ないはこのゲームの基本戦略をかなりの部分まで分析している。そのアドバンテージを利用し、櫻の心理を読み切ったのだ。

「と、言いたいところだが。模も擬ぎゲームだからな。説明を優先して、俺おれもチェンジだ」

　譲ゆずられたようで、櫻は少し面白くない。だが陣内の言う通り、模擬ゲームで熱くなっても仕方がないとすぐに頭を切り替えた。

「子が誰だれもオープンしなかった場合、親だけが手札を開いて捨て札にする。ただしこの時、親は一ゲーム中に一回だけ『インビジブル』を宣言出来る。インビジブルを宣言した場合、親はその時の自分の手札を伏せたままで捨て札に出来る」

　このルールがゲームの終盤を面白くしている。もしずっと合計14のオープンがないままゲームが進めば、持ち札は最終的には一枚になってしまう。その時、親の捨て札一二枚を見れば、最後の一枚が何かは自明の理だ。しかし、ゲームのどこかで一度インビジブルを宣言し捨て札を一枚伏せておけば、最後の一枚になっても二者択たく一いつのギャンブル性が保持される。

「……よく出来てますね。面白いです」

「そうか。どうする？」

　インビジブルをいつ使うか。何のカードを隠すか。それもまた、戦略上重要な事だった。

「模擬ゲームですからね。なんでもやってみますよ。インビジブル」

　早速その権利を行使する櫻。半分は、当てられた事を隠すための小こ賢ざかしい言い訳である。

　場には綺き麗れいに一人一枚ずつのカードが出された。陣内は13。よもぎは３。櫻はインビジブルにより伏せている。次からは、それぞれその一枚を引いた一二枚しか使えない。

「これで相あい上がみの親番も終了。次はよもぎが親になる」

　手札を選び、静かに場に伏せるよもぎ。チェンジ・オープンの宣言は陣内からだ。

「俺はオープンだ」

　櫻の予想に反し、陣内も自分の手札を伏せた。よもぎの持ち札はまだ一二枚。合理的に考えればある程度その手札を絞る事は可能だが、それでもまだ勝負に出るべき頃ころ合あいではない。

「最初にオープンを宣言した子は、こうやって手札を伏せて他ほかの子の宣言を待つ。全すべての子の宣言が終わったら一いつ斉せいにオープンだ。ただ、一対一だったり、他の子が全員チェンジで最後の子だけがオープンする場合には最初から開いて出していい。伏せる意味がないからな。相上、どうする？」

　その説明を聞き、櫻は得心がいった。なるほど、それを説明するために、こんな序盤であえてオープンしてきたという訳か……という櫻の考えは、陣内の思おも惑わくの半分しか読み解いていなかったのだが。

「じゃあ、せっかくだから俺もオープンで」

　どうせ模も擬ぎゲームだ、一通り実際にやっておこう、と軽い気持ちで櫻さくらは手札を伏せる。

　櫻の選んだカードは、先さき程ほどのよもぎと同じく３。別によもぎの手札が11だという確信がある訳ではない。大きい数字だろうとは思っているが、その程度だ。

　では何な故ぜ３を選んだかというと、それには二つの理由がある。まず一つは、親とペアになる数字を出したら負けというこのルールで、親であるよもぎがすでに３を切っているという事。そのため、３を出しておけばペアで負ける可能性は万が一にもない。

　そしてもう一つの理由。それは、先程よもぎが３を切ったのと同じ理由だった。

「相あい上がみもオープンだな。なら、親も含めた全員が手札を開けて勝負だ。オープン」

　陣じん内ないの声に、三人が一いつ斉せいに手札を開く。

　櫻は３。陣内は２。そしてよもぎは──12だった。

「合計14で俺おれの勝ち抜けだな。それと、全員が一回ずつ親番をやったから、これで一ターン終了だ。次のターンからは、カードはこのままで相上とよもぎの一対一になる。そして最下位が決まるまで繰り返すって訳だ」

　説明を聞きながら、櫻は陣内が２を出した事に驚おどろいていた。２は終盤でかなり重要になってくるはずのカードで、こんな序盤で切るからにはよもぎのカードが12である事に相当の自信があったという事だ。

　傍はたから見ていれば、無口で無愛想で何故一緒にいるのか分からない二人だが、やはりそれなりに分かり合ってはいるのだろうか……と、まだ自分には分からない人と人の繫つながりに思いを馳はせる櫻であった。

「最初にも言ったが、子が一枚でオープンした場合、その手札が親とペアだったらその時点で子の負けとなる。例えば今、親のよもぎの手札はクイーンだったな。もし子の俺のオープンがクイーンだったらペアで負けてたって事だな」

「確認なんですが、両方の手札が７だった場合は？」

「その場合は特例として合計14よりペアが優先されて子の負けだ。親の７に勝つには、二枚出しか三枚出しでオープンする必要がある」

「なるほど……」

　つまり、７は親番でのほぼ最強カードと言え、逆に子番では単体で出す意味は全くないという事が分かる。

　親は子が何を出すか、子は親が何を出したか。各数字の特性を織り込みながら論理を組み立て心理を読み、自分が何を出すかを考える……ルールは単純だが、その戦略は奥深い。最初の目的も忘れて、ついつい櫻はこのゲームの攻略法を考え始めてしまう。

「あと重要なのは、勝敗が決まらないまま持ち札がなくなった場合、その時親だったら勝ち、子だったら負けって事か」

　このルールもゲームを一層奥深いものにする。同時出しオープンを繰り返して親番で持ち札ゼロを狙ねらう戦法も考えられる一方で、そうやって持ち札を減らした相手の手札を読み切り、温存しておいた潤じゆん沢たくな持ち札で攻める戦法も考えられる。戦略は多た岐きに亘わたりそうだった。

「そう言えば乾いぬい先せん輩ぱい、このゲームのタイトル、なんで『ワルツの14番』なんですか？」

　陣じん内ないが見かけによらず文学的教養のある人物である事を、櫻さくらはもう知っている。『馬ば鹿かと天才ゲーム』などというひねりのないタイトルと比べて、何やら洒落しやれた雰ふん囲い気きのそのタイトルを陣内が名付けたという点には別段不思議はないのだが、しかし純粋に由来が分からなかった。

「……まぁ、駄だ洒落じやれみたいなもんだ」

　さっぱり分からなかった。




　　　　　二




　三人のゲームを中断させたのは、やはりノックの音だった。

「あ、いたいた。よもぎちゃん」

　返事も待たずに開いたドアから顔を覗のぞかせたのは、守かみ垣がい内と明あき芳よしである。一ヶ月前に突然東京の学校からやって来た、よもぎの許婚いいなずけ。さぁ一波乱ありそうだぞ、と櫻は期待を高める。

　明芳は今日も例のごとく、後ろに妹の芽明めいあを引き連れている。が、その様子がいつもと違う。芽明の右腕は仰ぎよう々ぎようしいギプスに包まれ、吊つり包帯で首から下げられていた。

　生徒会選挙をサボっていた陣内は知らないが、実はこの怪け我が、選挙投票のその日に負ったものだ。芽明は副会長候補兼明芳の応援演説者として壇だん上じように上がっており、投票が終わって壇上から下りる際にマイクのコードに足を引っ掛け、フロアへと転落してしまったのだ。

　ドジっ子天使。それが穂ほ尾お付づき学園における今の芽明の通り名である。

　明芳は、まるでよもぎ以外の人間がそこにいないかのように一方的に話し始める。

「芽明の腕ね、単純骨折で全治二ヶ月だって。その間僕の身の回りの世話が出来なくなるから、よもぎちゃんに代わりにやってもらおうと思って」

「はい」

　一いつ瞬しゆん耳を疑いそうになってしまう明芳の言葉に、しかしよもぎは平然と頷うなずいた。陣内はもちろんの事、櫻でさえもそのやり取りに眉まゆ根ねを寄せている。明芳も明芳だが、よもぎの対応も大たい概がいなものだ。

「兄にい様さま……やっぱり、よもぎ姉ねえ様さまにそんな事させるのやめようよ……」

「え？　どうして？」

「だって、そんなの姉様が嫌いやがるでしょ？」

「嫌……？」

　心苦しそうに眉を顰ひそめる芽明の言葉に、明芳はぽかんと不思議そうな顔をする。自分の世話をする事を、よもぎが嫌がるなど考えもしなかったのだ。

「よもぎちゃんは、僕の世話をするの嫌いやなの？」

「いえ。特に嫌ではないです」

　悩む様子も見せず、よもぎは即答した。それが当たり前の事であるかのように、明あき芳よしは芽明めいあを振り向いて言う。

「ほら芽明、よもぎちゃん嫌じゃないって」

「それは、姉ねえ様さまが……！」

「違うだろ」

　なおも何か言い募ろうとした芽明に被かぶせ、口を開いたのは陣じん内ないだった。

　明芳に殴なぐりかかろうとして転び、頭を打って気絶してしまうという醜しゆう態たいを晒さらしたあの日から、陣内は明芳に対し何の行動も見せていない。言葉はおろか視線を交わす事すらなく、その存在を無視し続けてきた。

　それがついに、動いた。さぁどうなる、と興味津しん々しんに見守る櫻さくら。明芳と芽明も怪け訝げんな視線を向け、よもぎはいつもの無表情で陣内を見ている。

「嫌かどうかじゃねぇだろ。よもぎがそれを望んでるのかどうかを聞けよ」

　ゲーム途中のトランプをまとめながら、しかし別段激げつ昂こうしている様子もなく、陣内は淡々と言葉を紡つむぐ。また食って掛かるのかと思っていた櫻はやや拍子抜けした。

「……よもぎちゃんは、僕の世話をする事を望んでる？」

　その違いがよく分からない、と首を傾かしげながらも、明芳は素直に問い直す。すると今度は、返答までに若じやつ干かん間があった。

「……私には、望みは何もありません」

　よもぎの返答の真の意味が、明芳には理解出来ない。

「……えっと、嫌じゃ……ないんだよね？」

「はい」

「ほらじんくん、よもぎちゃん嫌じゃないって」

「……馴なれ馴れしく呼ぶな」

　よもぎがそう呼んでいたのを覚えていた明芳に、じんくん、などと親しげに呼ばれ、陣内の頭に血が上る。明芳の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな言いざまより、よもぎの主体性のない態度より、何な故ぜかその事が陣内を苛いら立だたせた。

　感情のまま、がつん、と椅い子すを足あし蹴げにする陣内に明芳はびくりと身を竦すくませる。

「ご、ごめん……ええと、じゃあ……あの、上の名前ってなんだっけ？」

「……乾いぬいだ」

「じゃあ、乾君……えっとね、なんて言えばいいかな……よもぎちゃんね、昔っから、自分じゃ何も決められないんだよ。遊んだりする時も、僕とかかずくんが色々決めてあげてたんだ。だから、何かをしてもらう時に、嫌かどうかとか聞かなくてもいいんだよ？」

　どう生まれてどう育てば、こんな人間が出来上がるのだろう。恐ろしいのは、その発言の一つ一つに全く邪じや気きがない事だ。相手を見下すのでもなく。侮ぶ辱じよくするのでもなく。ただ純粋に、分かってほしいと願う気持ちだけが明あき芳よしの目にはある。

　陣じん内ないは、それをさも当然のように横で聞いているよもぎも気に入らない。何もかもが、陣内には気に食わない。本来なら他人のそんな事を気にかけるキャラクターではないのだが、事よもぎに関してだけは、胸の内がざわついて仕方がない。

「兄にい様さま！　だからそんな言い方しちゃダメだってば！」

「芽明めいあ……もしかして、僕の世話をする役、よもぎちゃんに取られるのが嫌いやなの？」

「なっ……！」

「気持ちは分かるけど……その腕じゃ、無理だよ」

「……兄様は……どこまで……！」

　怒りと哀かなしみの入り混じったような目で、芽明は明芳を睨にらみつける。しかしそれ以上は言葉にせず、ぐっと奥歯を嚙かみ締めてうつむいてしまった。

「だからね、乾いぬい君もよもぎちゃんに何かしてほしい事があったら言うといいよ。なんでもやってくれるよ？」

　ね？　と、美しい笑顔で小首を傾かしげる明芳。

　何を言っても無む駄だだ。心の底からそう思ったのは、陣内は初めてだった。

　陣内は不良である。酒も飲むし煙草たばこも吸う。授業は平気でサボるし、暴力だって振るう。しかし、文学作品が好きだ。文章を通じて、人の心の交流を形として目にする事が好きだ。

　そんな陣内は、誰だれに言っても信じないだろうが、基本的に『人は話せば分かり合える』と思っている。分かり合う程ほど会話するまでの労力を費やしたくなる相手が滅めつ多たにいないというだけの事で、例えば不良行為を咎とがめられた時も、陣内は「うるさい」「関係ない」といった事を決して言わない。まずは相手の言葉を自分の中で吟ぎん味みし、咀そ嚼しやくし、そして考え、相手が正しいと判断出来た時には、素直に従う事だってあるのだ。

　そんな陣内が、初めてこう思った。

　ああ、コイツは話しても無駄だ。

　コイツは、どこかが壊れてしまっている──

「よもぎちゃんの事は、僕達が決めてあげた方がいいんだよ」

　そして陣内は、明芳との対話を諦あきらめた。

「そうか。なら俺おれが決めてやる。よもぎ、そいつの世話なんかするな」

「……え？」

　不意をつかれ、呆ほうけた声を出すよもぎ。椅い子すに座って脚を組み、頰ほお杖づえをついた横おう柄へいな姿勢で、陣内はよもぎの目を真っ直すぐに見つめる。

「お前は、俺といろ」

　よもぎ、明あき芳よし、芽明めいあ。三者三様の視線が、言い放った陣じん内ないに向けられる。それぞれがそれぞれに、大なり小なり今の言葉に感情を動かされる。

　傍ぼう観かん者しやを決め込んでいた櫻さくらも、今のは心に熱いものを感じた。

（……かっこいいな、この人……）

　消極的な相手を落とす手段のバリエーションとして、脳内メモにしっかりと書き込む。いいぞ、もっとやれ──櫻が感じる熱さとは、自分の知らない攻撃手段を目まの当たりにした時のものだ。その感受性には、まだまだ人間らしい部分が足りなかった。

　続いて、全員の視線が今度はよもぎに向けられる。陣内の命令に、果たしてどんな答えを返すのか。よもぎの表情は、僅わずかに、ほんの僅かに──

「……………………私、は……………………」

　うつむき、なかなか続きが出てこない。

　ミニッツを使いたい。櫻は無性にそう思った。鬼灯ほおずきよもぎが今、何を考えているのか。それを知りたい。好奇心を抑えきれなくなりそうだったが、かろうじて踏み止とどまる。

　今ミニッツを使ってしまえば、一分後には反動を隠すために一度退席しなければならない。その間に、もっと重要な場面になったらどうする──と、心配しているのはただその事だ。

「……ね？　よもぎちゃんは、自分じゃ決められないよ」

　明芳か、陣内か。どちらも選べないよもぎに、明芳は小さな子供を見るような生暖かい視線を向ける。

　よもぎの人生に、何かを選ぶ権利など存在しなかった。その事を陣内が知っていれば、また違った反応もあったのかもしれない。しかし、何も知らない陣内の目には、それがただ単純に鬼灯よもぎという人間の性格なのだろうとしか映っていなかった。

「だから、勝負をしようよ、乾いぬい君」

　明芳の提案は、唐とう突とつだった。

「……勝負？」

「うん。一回勝負ですぐに終わるならなんでもいいよ。僕が勝ったら、よもぎちゃんは僕が連れて行く。乾君が勝ったら、よもぎちゃんはこのままここにいるといいよ」

「兄にい様さま、またそんな事を……」

「もう、芽明はうるさいなぁ。ちょっと黙っててよ」

「…………」

　兄に対して強気にしながらも、結局のところ芽明は兄に逆らえない。

　陣内が明芳の提案にたまらなく胡う散さん臭くささを感じているのが櫻には分かった。それもそのはず、勝負の種目を相手が指定するならともかく、なんでもいいなどと言われると逆に怪しい。真意が読めずに警戒するのは当然だ。

　しかし──実際のところ、明芳には隠された真意などなかった。

「乾いぬい君の一番得意な事でいいよ。どうせ、運命は僕に従うんだから」

　生徒会長に当選した時、壇だん上じようで全校生徒に向けて言い放った一言。陣じん内ないが耳にするのはこれが初めてだ。その尊大に過ぎる言葉に、陣内は聞き返す気さえ持てない。

「……なんでもいいのか？」

「いいよ。一回勝負ですぐに終わるなら」

「殴なぐり合いでもか？」

「うん」

「兄にい様さま！　ごめんなさい乾さん、でも、流石さすがにそれは……」

「冗談だ」

　慌あわてて取り成そうとする芽明めいあに、あっさりと陣内は答える。今の質問は一つの確認だ。これまでは暴力をちらつかせたら普通に怯おびえていた明あき芳よしが、勝負となると事もなく了承した。何かある、と警戒を強める陣内。

　勝負の種目はこちらで選べる、という。しかし相手は何を企たくらんでいるか分からない。この状況で、確実にアドバンテージを取れる勝負方法と言えば──

「ワルツの14番──」

　それまでずっと黙っていた櫻さくらが、ぽつりと言った。

「で、いいんじゃないですか？」

[image: ]

　意味ありげな視線を陣じん内ないに向ける。確かに、ワルツの14番は陣内が作ったばかりの創作ゲームだ。現時点では、誰だれよりも陣内に有利な勝負である事に疑いはない。

　もちろん櫻さくらがワルツの14番を推したのには訳がある。このゲームは、戦略の大部分が計算で成り立ち、運の要素が非常に少ない。そのルールを初めて聞き、初見でどんな戦略を立てるのか。それにより、守かみ垣がい内と明あき芳よしの程度を量る事が出来る。

「ワルツの14番？　聞いた事ないけど、それでいいよ」

「……俺おれの作ったトランプゲームだ。俺に有利だと思うが？」

「いいよいいよ。じゃあ早速やろうか。僕はどうすればいい？」

「…………」

　自分が中心にいながらも、主導権を握れていない感覚に釈然としないものを感じつつ、陣内は明芳との直接対決のテーブルに着いた。

「ルールの説明をする」

「いや、しなくていいよ」

「……なに？」

　ワルツの14番は、陣内の創作ゲームだ。作ったのは昨日で、先さき程ほどよもぎを相手にしたのが初はつ披ひ露ろうである。当然ながら、明芳がそのルールを知っている訳がない。

　にもかかわらず、明芳はルール説明をいきなり拒否した。

「ルール説明はいいからさ、はじめようよ」

「……ルールを知らずに、どうやってやる」

「ここから一枚引けとか、一枚出せとか、僕のやる事をその都度教えてくれればいいよ」

　いよいよ明芳の言う事が分からなくなってくる。もしかしたら、こいつはただの馬ば鹿かなのではないか……櫻は冗談抜きでそんな事を思い始める。

「いい訳ないでしょ、もう……乾いぬいさん、私が聞くからルールを教えて下さい」

「え～、別にいいのに……」

　本気でルール説明を必要としていない様子の明芳に疑問を感じながら、芽明めいあを相手にルールを説明する陣内。芽明の態度から、こういう事がよくあるのだという事が分かる。陣内は一応明芳にも聞こえるように説明をしているが、それを聞いている様子は明芳には全くなかった。

「……まぁ、こんなとこだ」

　説明を終えた陣内に、芽明は様子を窺うかがうような目を向ける。

「チェンジ、オープン、インビジブル……なるほど、それで『ワルツの14番』ですか」

　陣内の目が、少し驚おどろきに見開かれた。まさか、ゲームタイトルの由来が分かる相手がいるとは思わなかったのだ。だからと言って、親近感を抱いだいたりはしないのだが。

「だいたい、理解しました。素敵ですね……ところでこのゲーム、最大で四人まで参加出来るみたいですけど……」

「一対一でいいだろ。なあ？」

「うん、そうだね。早く終わらせちゃいたいし」

　そして一つの机を挟はさみ、陣じん内ないと明あき芳よしが向かい合って座った。スート毎ごとに分けられた一三枚のトランプが、二人にそれぞれ配られる。陣内はスペード、明芳はダイヤだ。

　親決めのじゃんけんは陣内の勝ち。

「……始めるぞ」

　未いまだ疑念を拭ぬぐえぬ陣内の声が、ゲームの開始を告げた。

　一ターン目。親である陣内が持ち札の中から手札として伏せたのは、６。

　定じよう石せきとしてはこんな真ん中の札から切ったりはしないのだが、今回はとにかく相手の得え体たいが知れない。読まれやすい高めの札よりは、と考えての作戦だった。

「僕も一枚出せばいいの？」

「違うわよ。兄にい様さまはまず、チェンジかオープンかを選ぶの」

「そっか。じゃあオープン。で？」

　オープンを選んだというのに、明芳は手札を出そうとしない。つまり、オープンというのがどういう事なのかを理解していないのだ。

「オープンの場合は、乾いぬいさんみたいにカードを出して」

「じゃあこれー」

　芽明めいあに言われ、ノータイムで手札を切る明芳。どう見ても、適当に一枚選んで出したようにしか思えない。そもそも、芽明の指示も次にどうすればいいかを言うだけで、チェンジとオープンの違いや、オープンの時に何を考えて何を出すべきか、そういった説明が一切ない。これでは結局、何もルールを知らずにやっているのと同じ事だ。

（勝つつもりがないのか？　こいつら、何を考えてる……？）

　本気で混乱し始めた櫻さくらの表情は、明芳が手札を開く事によって凍りついた。

　８。

　適当に選んで出したようにしか見えなかったその手札は、８だった。

「で、どうなるの？」

「乾さんの手札が６なら、合計14だから兄様の勝ちだよ」

「ふーん。乾君、どう？　そのカード、６だよね？」

　それが当然であるかのように、事も無げに明芳は言った。

　運命は僕に従う。明芳の言葉を思い出し、背筋に薄ら寒いものを感じる櫻。陣内は無言で手札を開ける。数字は６。合計14で明芳の勝利だ。

「じゃあ、僕の勝ちだよね？　よもぎちゃん、行こう」

　今目の前で起きた事が俄にわかには信じられず、硬直する櫻と陣内。明芳はそれにはもはや目もくれず、嬉うれしそうに立ち上がってよもぎへと手を伸ばす。

「いえ、まだ終わってませんよ、守かみ垣がい内と先せん輩ぱい」

　それまで黙って勝負を見守っていた櫻さくらが、ここで初めて口を挟はさんだ。明あき芳よしをこのまま行かせる訳にはいかない、と。

「……なんで？　だって、乾いぬい君が６だったから僕の勝ちなんでしょ？」

「はい、今の勝負は守垣内先輩の勝ちです。だから次は俺おれの番ですよ」

「君の？」

「はい。俺も決めました。鬼灯ほおずき先輩は、乾先輩といればいい」

「さーくん……？」

　珍しく熱の入った櫻の言葉に、よもぎは不思議そうに小首を傾かしげた。

　もちろん、櫻はよもぎが陣じん内ないといようが明芳と行こうがどっちでも構わない。

　だが、いくらなんでも今の勝負では何も分からなかった。

　一枚目のオープンを勘かんで当てる確率は、単純に考えて一三分の一。そう低い確率ではない。加えて、互いにゲームの事をよく理解していれば、理論的にはその確率は九分の一にまで上がる。こうなるともう、ただ運よく当たっただけという事も十分にあり得る。せめて親番でもう一勝負させない事には、明芳の程度を見極めるという櫻の目的が果たされない。そこで、仲間想おもいの熱いところもある、という印象をついでに与えながら、一戦申し出たのだ。

　そして櫻には、勝てる自信があった。

　何な故ぜならばこの勝負、櫻の絶対時間──ミニッツと最高に相性がいいからだ。

「え～」

　口を尖とがらせる明芳。目を丸くする芽明めいあ。表情にこそ出さなかったが、陣内もまた、櫻の口からでまかせに騙だまされて驚おどろいていた。櫻が自分のフォローをしたのを意外に思ったのだ。

　そうではない。櫻はいつだって、自分のフォローしかしない。ただ時として、その手段が他人のフォローになるだけだ。

「分かったよ……じゃあ早くやろ」

　ふてくされて、子供のようにトランプを机の上に投げ出す明芳。その内の数枚が机を滑すべり、床へと落ちた。

「あ」

　芽明が咄とつ嗟さにしゃがみ込み、左手でそれを拾う。最後の一枚を拾うために机の下に頭を突っ込み、そして身を起こす際──まずは派手に後頭部をぶつけた。

「んにゃっ！」

　その痛みと衝しよう撃げきに、思わず右手を頭に持っていってしまう。骨折している右腕を。

　こつん、と手首辺りが机の脚に当たり、鋭い痛みが芽明の右腕を走り抜ける。

「にぎぃっ！」

　そうして引かれた右手の肘ひじが、今度は椅い子すの角にぶつかった。肘の先から電流が走ったような痺しびれが腕全体に広がる。

「にゃあああ……っ！」

　頭を撫なでればいいのか腕をさすればいいのか、キャパシティをオーバーした左手がふらふらと宙をさ迷う。芽明めいあはうずくまったまま、ぴくぴくと震ふるえた。

「……い……痛いよぅ……」

　あまりにも見事な三連コンボに、感心した櫻さくらの口から小さな呟つぶやきが漏もれる。

「これがドジっ子天使か……流石さすがだ」

「聞こえてるもん……」

「す、すいません……大丈夫ですか」

　ついつい手を差し伸べてしまう櫻だった。

　芽明の代わりにトランプを拾い集め、スート毎ごとにまとめる。自分はダイヤを、明あき芳よしにはクラブを渡し、何気ない口調で櫻は再びでまかせを口にする。

「守かみ垣がい内と先せん輩ぱいはさっき子だったから、今度は親ですよ」

　対戦相手が代わったのだから、当然親決めからやり直しだ。しかしどうしても明芳の親番を見たい櫻は、強引にそれを押し付けてしまった。

「親ってどうするの？」

「今度は兄にい様さまが先に一枚伏せるんだよ……うぅ」

　涙目で兄に指示をする芽明。健けな気げである。

　だが櫻は容よう赦しやしない。それを聞いた明芳が手を動かすより早く、心の中で呟いた。




（ミニッツ）




　瞬しゆん間かん、櫻の頭の中に明芳の心の声が流れ込んできた。

『じゃあこれでいいや』

「じゃあこれでいいや」

　そしてすぐさま、一枚の手札を場に伏せる。

（……なんだと……？）

　そのカードがなんなのか、櫻には分からなかった。

　明芳の心の声は、明芳が実際に口に出した言葉と全く同じで、それ以外の事など何一つ考えていなかった。

　つまり、明芳は、何も考えずにカードを出したのだ。自分が何のカードを出したのか、心の中で確認しない程ほど、適当に。

（なんだそれは……？　本当に、ただのあてずっぽうで出したのか……？）

　動揺しながらも、一分以内に勝負を決めなければならない櫻はその疑問を一いつ旦たん保留し、即座にチェンジを宣言する。このゲームは、手早く進めれば一ターンに一〇秒もかからない。まだチャンスは残されている。

「次は？」

「チェンジだから、兄にい様さまのカードを開くの。こうね」

　数字は４だった。櫻さくらの考えだと、初手ではあり得ない切り方だ。

「次は俺おれの親ですね。これで」

　素早く決断し、櫻が伏せた手札は７。

　親の数字と合計して14になる数字を出せば子の勝ち。ただし、親と同じ数字を出したら子の負け。このルールにおいて７というカードは、親番での最強カードと言ってもいい。７に足して14になる数字は７。一枚出しだと親とペアなので子の負けとなる。子が親の７に勝つには、二枚出しあるいは三枚出しでオープンする必要があるのだ。

　例えば明あき芳よしが並外れた勘かんや運の持ち主だとしても、７に対して無作為に一枚を出すだけでは絶対に勝てない。逆に、ここで出すカードを選ぶようなら、そこから明芳の思考が読める。もちろん、チェンジを選ばれたらそれまでなのだが──

　しかし明芳は、やはり心の中に何の思おも惑わくも浮かべる事なく一枚を手に取り、そのまま愚ぐ直ちよくにそのカードを場に伏せようとする。

（一枚出しでは絶対に勝てない。それが分からないのか？　さっきの勝利は、ただの運と偶然なのか？　本当にその程度の相手なのか──？）

　その時、櫻の目の前で、信じられない事が起こった。

　明芳が、左手に持った持ち札の中から一枚を引き抜く。その拍子に手の中のカードのバランスが崩れ、端の一枚が零こぼれ落ちたのだ。

　それは出されたカードの隣にぱたりと伏して倒れた。それはちょうど、二枚出しのオープンのようだった。

「あ……ごめん、二枚出ちゃった」

「兄様、三枚までなら同時に出していいんだよ？」

「あ、そうなの？　じゃあこの二枚でいいや」

　明芳は目の前の二枚を櫻の方へ押し出した。

　その間、櫻にはずっと、明芳の心の声が聞こえていた。その心の声は、やはり明芳の実際の言葉と同じだった。間違いない。明芳は演技をしていない。適当に一枚を抜いた事も、手の中から一枚落ちた事も、そこには一切の作為が存在していなかった。

　にもかかわらず。

　明芳の心の声は、自分の勝利を欠片かけらも疑っていない。

　櫻が手札を開く。数字は７。続いて明芳も二枚の手札を開く。その数字は──

　１と、６だった。

（馬ば鹿かな……っ！）

「ねぇ芽明めいあ、これは？」

「１足す６足す７だから、14。兄にい様さまの勝ちだね……」

　喜びもしない。哀かなしみもしない。疲れたような顔で、芽明は兄の勝利を宣言した。

（そんな馬鹿な……まともにルールも理解してないで、ただ言われるままに適当にカードを抜いて……しかも最後は、同時出しのルールも知らないまま、勝つために必要なカードが偶然に落ちてきただと？　……あり得るかそんな事がっ！）

　自らが出張った勝負の結果は、ある意味で櫻さくらの考えた通りだった。明あき芳よしの勝利は、偶然だ。ただの勘かんだ。運だ。

　運命を従わせているとしか思えない程ほどに、強力な幸運だ。

「今度こそいいよね？　僕、今から生徒会室行かなきゃいけないから」

　実を言うと、現生徒会役員と次期生徒会役員の顔合わせが今まさに生徒会室で行われているところだった。それで遙はるかも和かず貴たかもここにいないのだ。当然ながら明芳も本来ここにいてはいけないのだが、明芳は自分のやりたい事をやりたいようにやるだけだ。

「行こう、よもぎちゃん。荷物持ってね」

「兄様！　よもぎ姉ねえ様さまにそんな事させないで！　私が持つよ、左手でも持てるから……」

「そお？　別にどっちでもいいけど……」

　守かみ垣がい内と兄妹きようだいのおよそ兄妹とは思えないやり取りに、もはや異を唱える者は誰だれもいない。遙がいればまだ食い下がったかもしれないが、いないものは仕方がない。険しい顔で明芳を睨にらむ陣じん内ないと、悔くやしげにうつむく櫻。二人を見て迷うよもぎだったが、結局は、言われるがままに席を立ち、明芳の方へと歩いて行く。

　その途中、陣内の隣で立ち止まった。

「……乾いぬい君」

　じんくん、ではなく。乾君、という呼びかけに、陣内が不機嫌そうな顔をする。

「……なんだ、その呼び方」

　その反応が意外だったようで、よもぎはほんの少し目を見開いた。

「……さっき、じんくんと呼ばれて、怒っていたので」

　それを聞いた陣内は、よもぎよりも目を丸くした。

　しばし無言で見つめ合う二人。やがて、ふっと肩の力を抜いた陣内が、その大きな手をよもぎの頭の上に載せ、くしゃり、と一度だけ撫なでた。

「お前はいいんだよ」

「……………………」

「お前は、いいんだ」

「……はい……じんくん」

　結局、それ以上は何の言葉も交わす事なく、よもぎは明あき芳よしと共に行ってしまった。

　よもぎの後ろ手が、静かに教室の扉を閉める。一いつ瞬しゆん振り返ったその目線は、櫻さくらにも陣じん内ないにも気付いてもらえなかった。

　扉の向こうから、ぎゃんっ、と子犬のような声がする。廊下で芽明めいあがまた転んだのだ。だがそんな雑音はすぐに消え、櫻と陣内の二人だけになった教室には重苦しい沈黙が下りる。

「……乾いぬい先せん輩ぱい」

「……なんだよ」

「俺おれは諦あきらめません。鬼灯ほおずき先輩を、取り戻しましょう」

　目線も合わせずに言い放ち、櫻は教室を後にする。

　一人残された陣内は、無意味にトランプを玩もてあそびながら、やがて一つ、大きな舌打ちをした。




　　　　　三




「ふざけるなよちくしょう……あんなの、認められるか……！」

　例によって、トイレの個室内。

　圧倒的な敗北感に打ちのめされ、反動による独り言を呟つぶやきながらも、櫻の目はより力強い光を湛たたえていた。

　櫻は、何かに決定的な敗北を喫した。

　そう、『何か』だ。

　それは決して、明芳ではない。

　ただ単純な、勘かんや運や、偶然では片付けられない何か。

　その『何か』の正体を、その一端を、自分はもう知っているのではないか。

　それは、しばらく前から……正確に言うなら二ヶ月前、琴こと宮みや彼方かなたとの一件があってから、ずっと考えていた事だった。

　この世界には、何か人知の及ばない力がある。

　絶対時間。

　櫻の『人の心が読める能力』然しかり。彼方の『死んだ母親と会話する能力』然り。

　特に彼方の能力は、理屈は分からないが、やろうと思えば大勢の人間を死に至らしめる事が出来る程ほどの能力だ。

　彼方と出会う前は、それを考えた事はなかった。しかし彼方に出会ってしまった以上、それはどうあっても考えねばならない事だった。

　すなわち──絶対時間の支配者は、他ほかにもいるのではないのか？

　二人目を見つけてしまったのだ。三人目、四人目がいると考えるのは当然の事だった。

「守かみ垣がい内と明芳……あいつ、もしかして……」

　そこまで呟つぶやいた時、ミニッツ発動から二分が経過し、反動は終わった。

　と、同時に。頭上から呆あきれたような声が降ってきた。

「君も懲こりないねぇ……ってか、ワザと？」

　聞き覚えがある、どころではない。もはやすっかり聞き慣れてしまったその声に、櫻さくらは顔を引きつらせながら頭上を見上げる。隣の個室の壁かべの上、組んだ腕の上に自己主張の激しい胸を載せてニヤニヤと笑みを浮かべる、相あいヶが瀬せ茉まつ莉りの顔があった。

　そう言えば、第二予備教室で理解不能の惨ざん敗ぱいを喫して頭に血が上っていた櫻は、教室を出ていつものように一番近いトイレへ入った。

　自分がいつも使っているのが一階のトイレで、ここは二階で、二階と一階では男子トイレと女子トイレの位置が逆である事など、すっかり頭の中から消え去っていた。

「茉莉先せん輩ぱい……まさか……ここ……？」

　茉莉は満面の笑みで、びしぃっ！　と親指を立てる。

「女子トイレだよ！」

「ああああああああああああああああああああ」

「はいはいそれじゃあドア開けようねー。怖くないからねー」

　心の底から楽しそうな弾はずんだ声を上げながら、茉莉は櫻がいる個室の前まで回ってきた。

　はぁ、と溜ため息をつき、もはや躊ちゆう躇ちよする事なく鍵かぎを開けて茉莉を個室に招き入れる櫻。女子トイレで茉莉と二人という状況に、恐ろしい事に櫻は少しずつ慣れつつあった。もしかしたら無意識下では、女子トイレに入る事そのものに抵抗がなくなりつつあるのかもしれない。憂ゆう慮りよすべき事態だった。

「話は大体聞かせてもらった」

「気付いてたんなら教えて下さいよ……」

「誰だれか入ってくればフォローはするつもりだったよ。運良く誰も来なかったね」

　運が良かったのか悪かったのか、櫻には分かったものではない。

「ところでさ、聞いたよ聞いたよ」

　ぐ、と櫻は歯は嚙がみする。何な故ぜだか茉莉には見られたくないところばかり見られてしまっている気がしてならない。今回はどうだ、俺おれは何を聞かれてしまったんだ？　反動によって自分の口から出た言葉は、櫻自身の記憶には残りにくい。

　警戒する櫻に、茉莉はぐっと体を密着させて口を寄せてくる。

「怪しいよね」

「……何がですか？」

　頰ほおをくすぐる生暖かい吐息を極力意識しないよう努めながら、平静を装よそおって聞き返す。至近距離から空間を伝ってほのかに感じる茉莉の体温にぺらりとめくれてしまいそうな櫻の理性は、しかし茉莉が口にした名前で冷静さを取り戻す。

「守かみ垣がい内と明あき芳よし」

「…………」

　反動で口にしたとすれば、その名前だろう。そして聞かれていたなら、必ず食いついてくるだろう。それは分かっていた。相あいヶが瀬せ茉まつ莉りという人間にとって、あの手の胡う散さん臭くさい存在は見逃せないはずなのだ。

「あたしね、同じクラスだから普段の様子とか結構見てるし、喋しやべったりもしてるんだけど……相当変だよ、あの子」

　さもありなん。創そう遊ゆう研けんでの態度がそのまま素すだとしたら、到とう底ていまともではない。その事も、茉莉がその疑いを抱いだくに至った理由の一つである。

「あの子さぁ……鬼おに火び憑つきじゃないのかな」

　鬼火憑き。

　それは、ここ穂ほ尾お付づき町に古くから伝わる都市伝説のようなものだ。

　昔から穂尾付町では、人の上に立つ特別な人間の中に、人には見えないものを見たり、人には聞こえない音を聞いたりといった奇妙な能力の持ち主がいた。人々は彼らを『鬼火憑き』と呼んだ……と、文献にはある。鬼火憑き達の持つ特殊能力には、例えば人に見えないものを見たらその後しばらくは人に見えるものが見えなくなる、という代だい償しようがあったという。ミニッツ能力との類似は、到底偶然で済ませられるものではない。

　茉莉はもともと郷土史などに興味があり、特にこの鬼火憑きの事を調べていた。そこへ櫻さくらと出会い、琴こと宮みや姉妹とのごたごたに巻き込まれ、鬼火憑きはいるのだと確信を得るに至る。

　櫻の事も彼方かなたの事も、茉莉は鬼火憑きではないかと疑っている。そこへ守垣内明芳が加わった。人並みはずれた美び貌ぼう、浮うき世よ離れした言動、鬼灯ほおずき一族の跡継ぎという立場、そして編入一ヶ月で生徒会長の座を手にするという異常な出来事。疑う理由は十分だと言えた。

「きっと、鬼火憑きの能力で何かしたんだよ。でないと、一ヶ月で生徒会長当選とか無理に決まってるもん」

　実のところ、櫻もそれを考えていた。

　守垣内明芳は、絶対時間の支配者──ミニッツ能力者ではないのか？

　創遊研での『ワルツの14番』の結果は、そうとでも考えなければ到底説明のつかない、納なつ得とくのいかないものだった。

（例えば……一分間だけ勝負に負けなくなる絶対時間、とか……？）

　反則だと叫びたくなるような能力だが、もし明芳がミニッツ能力者だとすれば、逆に対抗手段を見み出いだす事が出来る。絶対時間には、反動があるはずだからだ。

　櫻なら、一分間他人の考えている事が分かる代償に、次の一分間は自分の考えている事が口に出る。彼方なら、一分間だけ亡なくなった母親と会話出来る代償に、次の一分間は生きている者と会話出来なくなる。これは鬼火憑きの文献とも一致する。

　だとすれば、もし明あき芳よしが例えば『一分間だけ勝負に負けなくなる』という絶対時間の支配者だとするなら、『一分間だけ勝負に勝てなくなる』といった反動があるはずなのだ。

（その反動さえ分かれば……次は、勝てる）

　しかし。

　残念ながら、それらは全すべて櫻さくらの憶測に過ぎない。明芳が能力者かどうかなど現時点では分からないし、そもそもミニッツ能力の事も鬼おに火び憑つきの事もまだ詳しくは分かっていない。絶対時間や反動のルールにも不明な点が多い。

　それを、櫻とは別の視点から調べているのが、茉まつ莉りだった。

　彼方かなたの件があって以来、茉莉は暇ひまがあれば櫻に付きまといミニッツ能力の事を聞き出そうとする。のらりくらりとかわしている櫻だったが、それでも相手をし続けるのは、その時に茉莉が持ってくる様々な情報が興味深いからだ。決して茉莉がエロかわいいからではない。

「茉莉先せん輩ぱい……協力、しませんか」

「おっ!?」

　櫻は決意した。リスクはあるかもしれないが、後々の事も考えると、茉莉の利用価値はかなり高いと言える。ならばこのあたりで一度正式に同盟を組んでもいいと考えたのだ。

　なんとしても明芳を潰つぶす。そのために櫻は、取れる手段は全て取るつもりだった。

「やっとその気になってくれたの？　それはつまり、櫻君が自分は鬼火憑きだって認めたって事でいいの？」

「なんでそうなるんですか。守かみ垣がい内と明芳を鬼火憑きとみなして追及するって事です」

「ちぇー。けちー。でもそうだね、櫻君、守垣内君を失脚させなきゃだもんね」

　これがまた、櫻にとって不本意極まりない点だった。

　櫻は、自分が一年生でありながら生徒会長を狙ねらっている事を誰だれにも悟られないように行動してきた。そして突然立候補し、華か麗れいに当選する。その予定だったのだ。

　しかし、立候補して落選してしまった今、櫻は達成出来なかった野望を全校生徒に知られてしまっている状態だ。大たい抵ていの反応は「流石さすがは相あい上がみ櫻だ」「次はきっといけるよ！」といった感じの好意的なものなのだが、それすらも櫻には哀あわれみにしか思えなかった。

　今の櫻は、屈くつ辱じよくの中に身を置きながら日々を過ごしているのだ。

　なので、利用出来るものは何でも利用し、一刻も早くこの泥沼から抜け出さねばならない。

「人聞きの悪い事を言わないで下さい。今回の選挙結果は明らかにおかしい。そこに不正があったとしたら、それは正されるべきです。俺おれの正義がそうさせるのです」

「櫻君の正義ねぇ～？」

「ええい、つつくなっ！」

　頰ほおをぷにぷにする茉莉の指を払い、櫻は襟えりを正す。

「……それで、どうなんですか？」

　もったいぶるな、というくらいのつもりで促うながす。茉まつ莉りの事だ、二つ返事で引き受けるだろう……と、櫻さくらは思っていたのだが。

「どうって？」

　意外にも、茉莉の反応は芳かんばしくなかった。

「……や、だから、協力しませんか、って」

「なんで？」

「なんで、って……」

　小さく首を傾かしげる茉莉。この反応は櫻の予想外だった。

「それは……先せん輩ぱいは、鬼おに火び憑つきを見つけたいんでしょう？」

「うん」

「だから、二人で一緒にやりませんか、って」

「一緒にって、具体的には？」

「お互いに、可能な線から守かみ垣がい内と明あき芳よしについて探りを入れましょう。特に先輩は、今まで調べた鬼火憑きの事の中に守垣内明芳との共通点がないかを探して下さい。俺おれは俺で、また別ルートの心当たりがあるんで、そっちをあたります」

　櫻の言う『協力』の概がい要ように、茉莉は人差し指を口に当て、上うわ目め遣づかいで小さく笑った。

「それって、あたしにメリットはあるのかな？」

　はっきりと問われ、櫻は咄とつ嗟さに返す事が出来なかった。

「別に、今まで通りでいいんじゃない？　あたしは櫻君に言いたい事を言うし、櫻君も聞きたい事があれば聞けばいいよ。答えようと思えば答えるから」

「……いや、それをもっと、積極的に、というか」

「なんとなくね、あたしが櫻君の欲しい情報をあげても、櫻君はあたしの欲しい情報をくれないような気がしたりして」

　見透かされている。櫻は改めて、目の前にいるのがただエロかわいいだけの先輩キャラではないという事を認識した。

「守垣内君の事も、あたしなりに調べるつもりではあったよ。でもそれは前からずっとやってる事の延長だし、あたしが調べた事の何をいつ誰だれと共有するか、それはあたしが判断する。このあたしから欲しい情報だけ持っていこうなんて、それは通らない」

　挑みかかるような、鋭い笑みを櫻に向ける茉莉。その言葉に敵意は含まれていないものの、甘く見るなよ、という勇ゆう猛もうさのような気配が滲にじみ出ていた。

　正直な話、最近の櫻は以前程ほど茉莉に警戒心を抱いだかなくなっていた。それは何度も二人で言葉を交わして気心が知れてきたからというのもあるし、常に冗談めかした茉莉の言動に油断してしまっていたというのもある。

　しかしその最大の理由は、茉莉は自分の事を好いている、という自信だった。

　それは別に、櫻さくらの勘かん違ちがいではない。事実茉まつ莉りは、自ら公言している通り櫻に対してある程度の好意を抱いだいている。

　だが、それは相あいヶが瀬せ茉莉を御ぎよし易やすしと取る根拠にはならなかった。

「あたしはこれでもね、便利な女になんかなりたくはないんだよ」

　一切の卑ひ屈くつさを感じさせない、凜りんとした笑みでそう言い放つ。

　何な故ぜだろう──

　茉莉のその言葉は、全く予想外の鋭さでもって、櫻の胸を深くえぐった。

　櫻が普段、常に被かぶり続けている千せん変ぺん万ばん化かの仮面にぴしりとひびが入る。

『俺おれ達は、決して女を幸せに出来ない』

　そんな父親の呪のろいに反発しながらも、やっている事は女性の好意を利用する事だ。

　結果的にはそれが相手の利益にもなるはずだ──そんな建て前が、茉莉の言葉の前にもろくも崩れ去ろうとしている。それを認めたくなくて、認める訳にはいかなくて。

「違います……俺は、俺はそんなつもりで……」

「……え？　櫻君？」

　自分はいずれ人の上に立つ。そのためには人を踏み台にもする。そして、踏み台にした全すべての相手を幸せにする。少なくとも櫻はそう考えている。だから今は、踏みつけるだけでいい。

「先せん輩ぱいに、そんな風に思われてたなんて……」

　相手の同情を引くための偽いつわりの言葉、偽りの傷心。演じているはずの自分。

　本当にそうか？

　涙るい腺せんとは、止めようとすると余計に緩ゆるんでしまうように出来ているらしいという事を、櫻は多くの、本当に多くの経験で知っていた。だからといって、どうしようもない。今櫻に出来るのは、こんな事くらいで赤くなってしまう自分の目を隠すため、手で顔を覆おおって隠してしまう事ぐらいだった。

「落ち着こう櫻君、ね？　別に、あたしもそこまで深い意味で言ったんじゃないよ？」

　皮肉な事に、それが嘆なげきの演技をより真に迫ったものにしてしまう。櫻の肩に手を置き、茉莉が気き遣づかわしげな声をかける。まだ顔を見られる訳にはいかない。見られたくない。演技がばれてしまうからなのか、それとも演技でない事がばれてしまうからなのか、それは櫻にもよく分からなかった。

「……ねぇ櫻君、それじゃあさ」

　茉莉が何やら口を開きかけた瞬しゆん間かん、それでも僅わずかに残っていた櫻の冷静な部分が、鋭えい敏びんに人の気配を感じ取った。

「あたしと、」

　咄とつ嗟さに、櫻は自分の手の平で茉莉の口を塞ふさいだ。

「……っ!?」

「先せん輩ぱい、静かに……人が来ます」
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　櫻さくらの様子に動揺し、茉まつ莉りはその事に全く気付いていなかった。個室内の音おん響きよう装置に手を伸ばすが、櫻に押さえられていて届かない。櫻は櫻で、男子トイレには存在しないその装置を使おうという発想が湧わかず、結局二人は人の気配が消えるまで微動だにせずただ密着していた。

　足音が去ってさらに数秒。ようやく安全を確信した櫻は、茉莉の口を塞ふさいでいた手を離しつつ、バツの悪い思いを味わっていた。曲がりなりにも年上の、しかも魅み力りよく的な女性を、止やむを得ずとはいえ個室で壁かべに押し付けるような真ま似ねをしたのは初めてだった。いつだったか、これと全く逆の事があったような気がする。というか、何の話をしていたのだったか。突然のハプニングに、それ以前の葛かつ藤とうなど全すべて吹き飛んでしまった櫻であった。

「……あの、すいませんでした、先輩……茉莉先輩？」

　櫻が手を離しても、茉莉はうつむいたまま顔を上げようとしない。もしかして気を悪くしたのだろうか、自分からは平気で触ってくるくせに、勝手なもんだな……などと思いながら、ひょい、と茉莉の顔を覗のぞき込む。

「……………………え？」

　茉莉の顔は、真まっ赤かに染まっていた。

「え……え？　なんで……いや、だって」

　つられて自分の頰ほおにも熱が集まってくるのを感じ、櫻は一歩下がった。

「茉まつ莉り先せん輩ぱい、いつもは自分から触ってきたり、もっと何と言うか、アレな事も……」

　胸を押し付けてきたり跨またがってきたり。そんな攻撃で櫻さくらの反応を見て楽しむのが茉莉という人間だ。なのに今は、まるで逆だった。

　動揺のあまりなんと続けていいのか分からず黙り込む櫻に、うつむいたまま、茉莉は小さく口を開いた。

「……そっちからは……ダメ。恥ずかしい……」

　先さき程ほどの凜り々りしい声とは打って変わって、溶けて消えてしまいそうなか弱い声。

（ああもう、この人は、どうしてこう……）

　唐とう突とつに、今力いっぱい抱だき締めたらどんな反応をするのだろう、そんな誘惑が無意識に両手を動かし、いや待て何を考えてるんだ落ち着け俺おれ、と理性がその両手を必死に抑える。

「行って。また、声かけるから……」

　やはりうつむいたまま、目を合わせようとしない茉莉。言われるままに背を向ける櫻。こんな状況でそれ以外にとるべき選せん択たく肢しなど、櫻にはさっぱり思いつかなかった。
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　まだ頰ほおに熱を残したまま、櫻は早足で廊下を歩く。ほんの少しだけ涙の滲にじんだ目は、冷水で洗顔する事でなんとかごまかせる程度にはなっている。帰ろう、今日はもう帰ろうと思いながらも、しかし真っ直すぐ帰れない理由が櫻にはあった。

　櫻が向かっているのは三階の生徒会室。正式な承認式まではまだ四日あるが、暫ざん定てい的ながらも後期役員に当選した面々は、前期役員との軽い顔合わせや業務の見学という事で本日生徒会室に出向いている。

　そしてその中に、会計として当選を果たした波は名な城しろアザミも含まれていた。

　とんだ計算違いだった。本当なら櫻も生徒会長に就任し、アザミといつも一緒にいられるはずだったのだ。それが、生徒会という最も縁のなさそうな空間にアザミを独り放り込むような形になってしまった。

　否いな、正確に言えば独りではない。前期副会長の琴こと宮みや遙はるかがいる。アザミと特別親しいという訳でもないのだが、妹の琴宮彼方かなたがちょくちょく櫻と一緒に登校するため、彼方と一緒の遙、櫻と一緒のアザミもそれなりに顔を合わせてはいる。それに加え、前期の生徒会長は前々から創そう遊ゆう研けんの部室で何度もコンタクトを取っていた田辺たなべ和かず貴たかだ。一応の事、二人にはアザミをくれぐれも頼む、とは言ってある。

　遙も和貴も、生徒からの信頼は相当厚い。それはつまり、それだけ出来た人間だという事だ。櫻にしても二人の有能さは認めている。アザミを任せるにはうってつけの人材である。

　だが、それはそれとして、やはり櫻は心配だった。

　何せ、後期役員には守かみ垣がい内と明あき芳よしがいる。あの胡う散さん臭くさい人物が。

　さらに、その妹の芽明めいあも後期副会長として当選しているのだ。これまでの様子からすると芽明が敵とは言い切れないはずだが、少なくとも現時点の櫻さくらからしてみれば警戒するに十分な理由があるのは確かである。

　今、アザミは生徒会室で、実質一人きりのようなものだ。

　あのアザミが。いつでも自分と手を繫つないでいるアザミが。毎朝自分の布ふ団とんに潜もぐり込んでくるアザミが。決して自分からは親しい相手と離れようとしないアザミが。

　四年前のあの日から、ずっと目を見開き続けているアザミが。

　その事を考えると、せっかく洗った目にまた涙が浮かびそうになる。

　大きく深呼吸をして、落ち着きを取り戻す。大丈夫だ、生徒会室だぞ？　顔見知りでなくとも、人格や能力で選ばれた人間ばかりが集まっているのだ。何も起きやしない。むしろ、アザミをかわいがる相手が増えそうなものじゃないか……そう自分に言い聞かせながら、辿たどり着いた生徒会室の前には見知った人影があった。

「あ……櫻君」

　かつて櫻の最大の敵であった琴こと宮みや遙はるかの妹にして、櫻が初めて出会った自分以外のミニッツ能力者。自分とは異なる絶対時間の支配者。琴宮彼方かなたが、そこに立っていた。

「琴宮。先せん輩ぱいを待ってるのか？」

「うん……アザミちゃんも、出てるんでしょ？　だったら櫻君も来ると思ったから……みんなで、一緒に帰りたいなって」

「そっか。じゃあ、そうするか」

「うん」

　眼鏡めがねの奥で、全く気の強さを感じさせない彼方の吊つり目が嬉うれしそうに細くなった。

　二人の間には穏おだやかな空気が流れている。

　初めて出会った時、櫻にとって彼方は、遙の弱みを握るために利用する相手でしかなかった。

　しかしそれは彼方にしても同じ事で、彼方にとっての櫻は、遙にもっと自分を見てもらうために利用する相手でしかなかったのだ。

　それから色々な事があって、二人は少しだけ心を通わせた。櫻も彼方も、今はもうお互いの事をそんな風には見ていなかった。道は別々かもしれないけれど、共に幸せになりたい。ならなければいけない。そんな、少し不思議な想おもいで今の二人は繫がれている。

　ちなみに、その色々の中で、櫻は一度彼方の事を『彼方』と下の名前で呼んでいる。それが今では『琴宮』に戻ってしまった事を、彼方は残念に思っていた。

　櫻が腕時計に目をやり、もう終わる頃ころだろうと近くの壁かべに背をもたせ掛けた時、ちょうど中でがたがたと椅い子すを引く音が聞こえた。お疲れ様でした、と複数の声が唱和し、さわさわと思い思いに話し始める声。

　ああ、ちょうど終わったか、と櫻さくらが壁かべから背中を離した瞬しゆん間かん。

　がぁん、と、椅い子すか机が倒れたような大きな音が、生徒会室の中から聞こえた。

「アザミちゃん！」

　続いて聞こえた声は、遙はるかの声。

　迷わず櫻は、叩たたきつけるように生徒会室の扉を開けた。

「何するの、やめなさい！」

　同時に、再び遙の勇ましい声が誰だれかを非難する。

　櫻の目に飛び込んできた光景は、その場の構図を一瞬で理解させるものだった。

　倒れた椅子。人の輪。その中で遙が、アザミを守るように両腕を広げて立っている。アザミはその胸に日本人形の依より子こを強く抱だき、見開いた目を血走らせ、しかしその端には涙を浮かべ、怯おびえたように遙の制服の裾すそをぎゅっと握り締めている。

　そしてアザミと遙の反対側、遙の非難の声が向けられた先に、ぽかんと立っている人物。

　一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　守かみ垣がい内と明あき芳よし。彼がアザミに、何かをした。

「兄にい様さま！　ご、ごめんなさい波は名な城しろさん……兄様！　謝って！」

「ええ～……？　僕、何か悪い事した……？」

「兄様！」

　慌あわてふためく芽明めいあと、何な故ぜ怒られているのか分からない、といった様子の明芳。

　櫻にしても、何故明芳が怒られているのかなど分からない。

　分かる必要もなかった。

「アザミ」

　櫻の呼びかけに、アザミが弾はじかれたように振り向いた。遙の制服から手を離し、櫻に向かって真っ直すぐに駆けてくる。そしてその胸の中に飛び込み、きつくしがみついた。

　櫻は膝ひざを折って小さなアザミを抱き締め、その頭を撫なでながら、耳元に囁ささやく。

「遅くなってごめんな。一人にしてごめんな。もう大丈夫だから」

　まるで母親のように、アザミを優やさしく包み込む櫻。それを見て遙の顔にも安あん堵どの笑みが浮かんだ。櫻にしがみついて目を閉じているアザミは、普段の形相からは想像もつかない程ほど愛らしかった。

　そして、アザミの頭を抱いたまま、守垣内明芳に向けた櫻の顔は──その場にいる誰もが知っている、一年一組のクラス委員長としての相あい上がみ櫻からは想像も出来ないくらいに鋭く冷たく、質量を感じさせる程の憎ぞう悪おと敵意に満ちていた。
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「あ、あの……相上さ、」

「守垣内明芳」

　何やら言おうとした芽明の言葉を完全に無視し、櫻はただその男を見み据すえる。

「アザミを泣かせた事、後こう悔かいしろ。俺おれの持てる全すべてを駆使して、お前を潰つぶす」

　学内での立場が。温厚で柔にゆう和わな人柄が。積み重ねてきた好印象が。

　今の櫻さくらには、全てがどうでもよかった。

　何があっても、アザミだけは悲しませない。自分の野望とアザミの笑顔なら、櫻は迷いなく後者を選ぶ。

　アザミだけは、最優先で守る。櫻はそう決めている。

　そんな強い意志が眼めに見えるようで、彼方かなたが少し羨うらやましそうにアザミを見た。

「先せん輩ぱい、帰りましょう」

「え？　ああ、うん……」

　櫻の見せた意外な一面に、遙はるかは戸惑いながらもその後に続く。彼方に気付いて少し驚おどろいたが、結局四人で帰る事となった。

　立ち去る櫻の背中を、芽明めいあが何やら思いつめた眼まな差ざしでじっと見送っていた。




「それで、何があったんですか？」

　帰途にて、隣を歩く遙に櫻が問いかける。

　口調は落ち着いているが、そこには隠しようのない怒りの気配が滲にじみ出ている。改めて、櫻がアザミの事を如い何かに大切に思っているかが伝わってくる。

　当のアザミは、彼方かなたと手を繫つないで二人の数メートル先。嫌いやな事を思い出させたくないという櫻さくらの気き遣づかいで、彼方に頼んで遙はるかとの会話が聞こえない距離をアザミを連れて歩いてもらっているのだ。彼方としても二人の会話は気になったが、そのためにアザミを放っておく事は流石さすがに出来なかった。

「……生徒会室に来た時から、あの子、アザミちゃんの事を気にしてたの」

　アザミに声が聞こえないように、少し声を潜ひそめて話し始める遙。互いの声を聞き漏もらさないようにするため、自然と二人の距離は近くなる。

　ちなみに遙の言う『あの子』とは、もちろん明あき芳よしの事だ。幼い外見に幼稚な振る舞い、何よりも、なんとなく名前を呼びたくないという敵対意識から、遙は明芳の事をそんな風に呼んでいる。

「妹さんが、会合が終わるまで待てって言ってしぶしぶ引き下がったんだけど……終わったらいきなりよ。挨あい拶さつもそこそこにアザミちゃんに駆け寄って、アザミちゃんの人形……依より子こちゃんだっけ？　それを奪とったのよ」

「依子を……？」

　明芳がアザミに一体何をしたのか、いくつか可能性を考えていた櫻だったが、それは完全に予想外だった。というか、理解不能だ。

「なんだってまた……」

「分からないけど……とにかく、いきなり取り上げたのよ。で、当たり前みたいに『これ、僕がもらうね』って……情けない話だけど、一いつ瞬しゆん状況が理解出来なくて対処が遅れたわ……本当にごめんなさい」

「え、ああいや……」

　思いの外ほかしおらしい謝罪を受け、櫻は戸惑ってしまう。

「アザミちゃんの事、相あい上がみ君に頼まれてたのにね……」

「別に、先せん輩ぱいは何も悪くないですよ」

　先を歩くアザミに目をやる。彼方の手を引き、あっちへちょこちょここっちへちょこちょこと気ままに足を向けている。彼方の戸惑いつつも楽しそうな表情を見るに、道みち端ばたに生えた草や横切る虫などに気を取られているのだろう。それはつまり、いつものアザミという事だ。

　両腕を広げてアザミの前に立つ遙の姿を櫻は思い出す。そしてその背にすがりつくアザミを。あの時あそこに遙がいなければ、アザミはもっと深い傷を負っていただろう。

「先輩がアザミを守ってくれてたの、ちゃんと見てましたよ。ありがとうございます……流石は『お母さん』ですね」

　珍しく素直に感謝の気持ちを伝えたが、どこか気恥ずかしくて、最後に茶化すように付け加えてしまう櫻。それでも遙は自分に向けられたその言葉がいつもの皮肉や嫌味ではない事を感じ取り、遙もまた、素直な気持ちを返す。

「私も、相あい上がみ君がアザミちゃんを抱だき締めてあげたの、見てたわ。流石さすがは『お母さん』ね……なんだか本当に、そんな風に見えた」

　共に同級生から『お母さん』とのあだ名で呼ばれている者同士。思えばそれが二人の奇妙な関係の始まりだった。

　柄にもなく裏のないやり取りをしてしまい、しばし戸惑いの沈黙。声を潜ひそめて話していたためにいつもより近付いていた互いの距離に今いま更さらながら気付き、そそくさと離れる二人の間にどこかくすぐったい空気が流れる。

　不意に、二ヶ月前に意識朦もう朧ろうの櫻さくらから言われた言葉を思い出す遙はるか。

『こんな綺き麗れいな人が、俺おれの母さんだったらいいのに』

　胸に込み上げるむずがゆい感覚に、遙は気付かない振りで蓋ふたをする。

　そして照れ隠しに放った次の一言が、二人の間の空気を一いつ瞬しゆんにして変えた。

「……まぁ、私の方がずっと『お母さん』だけどね」

　ぴくり。櫻の眉まゆが震ふるえる。

「……男なのに『お母さん』と呼ばれる方が、お母さん力は高いと言えませんか？」

　ぴくり。遙の肩が震える。

「……相上君、申し訳ないけど、そこだけは譲ゆずれないわ。お母さん力で男子に負けたとあっては、女子一生の恥よ」

「……琴こと宮みや先せん輩ぱい、その考え方はもう古い。今や男も当たり前のように厨ちゆう房ぼうに立つ時代ですよ。むしろ職人気質かたぎの男の方が、お母さん仕事に向いていたりするものです」

　謎なぞの意地の張り合いを始める櫻と遙。二人にとって『お母さん』というのは、実はかなり気に入っているステータスなのだ。それで譲る事だけは、あり得ない。

「あらそう……相上君に、私より美お味いしいお弁当が作れるとは思えないけど」

「言ってくれますね……琴宮先輩こそ、そこら辺は妹さんに劣るんじゃないですか？」

「聞き捨てならないわね……！」

「こっちこそですよ……！」

　先さき程ほどまでの少し良いい雰ふん囲い気きはどこへやら、傍はたから見れば下らない理由で本気の火花を散らし合う二人。結局、こんな関係がお似合いなのかもしれない。

「そこまで言うんなら、勝負よ相上君。今度日にちを決めて、お弁当対決といきましょう。相手に食べさせて、負けを認めさせれば勝ちよ」

「面白いじゃないですか……受けて立ちますよ。ならどうせだ、一緒に全く同じ材料を買って勝負しようじゃないですか。それなら実力差が明らかになる」

「もちろん受けて立つわ。調子に乗った事を後こう悔かいさせてあげる……」

「そっちこそ、忘れた振りで曖あい昧まいにしないで下さいよ？」

「だったら今決めてしまいましょう。ずばり、夏休み初日よ。一緒に全く同じ材料を買ってきて、お弁当を作り、互いに食べさせる。相手が負けを認めれば勝ち。それでいいわね？」

「全く問題ありません。どうせなら、負けた方は勝った方の言う事をなんでも一つ聞く、というのはどうですか？」

「いいわねぇ。本当に後こう悔かいしても知らないわよ？」

「その言葉、そっくりそのままお返ししますよ」

　だんだんエスカレートしていく売り言葉に買い言葉を続けながら、内心で二人は、しきりに首を傾かしげていた。

（……一緒に材料を買いに行って……お弁当を作って……食べさせ合う……？）

（……なんかそれ……完全に……恋人同士のやる事じゃないか……？）

（しかも、夏休みの初日に……）

（しかも、勝った方は負けた方の言う事を……）

「……ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

「……はは、うはは、うはははははははははは」

　謎なぞの汗が、二人のこめかみを伝って落ちる。

　しばし黙って歩く二人。のどかな夏の田園風景と、少し先を歩く彼方かなたとアザミの楽しそうな様子が、二人の気持ちを落ち着かせていく。

　遙はるかは一つ、大きく息を吸う。

「……相あい上がみ君。選挙結果、絶対に無効にしましょう。私に出来る事ならなんでも協力するわ」

　そして、強い意志を感じさせる声で、遙は言った。

　櫻さくらはその声こわ色いろに合わせて思考を切り替える。もちろんそれは櫻も望むところだった。生徒会長云うん々ぬん以前に、明あき芳よしに負ける訳にはいかないという思いが今の櫻にはある。

　しかし、では遙はどうなのだろう？　それが櫻には少しだけ疑問だった。

「……先せん輩ぱいは、どうして選挙結果を無効にしたいんですか？」

「え？　どうしてって……だって、絶対おかしいじゃない、あんなの」

「いや、そうじゃなくて。言っときますけど、再投票になってもまだ賭かけは生きてますよ？　そうしたら、結局当選するのは俺おれです。先輩にしてみれば、自分が生徒会長になれない以上は俺でもあいつでも大して変わらないんじゃないですか？」

　最初から、その事が気になっていた。自分の持っているポイントを全すべて櫻に投票するという条件では遙に勝ち目などないのに、それでも遙は生徒会長に立候補した。そして今は、やはり勝ち目のない再投票のために櫻に協力まで申し出ている。

　櫻の問いかけに、遙は苦笑を浮かべる。

「流石さすがは相上君、自信満々ね。私が相上君に投票しても、他ほかのみんなが私に投票すれば私が当選する可能性もあるって言ったでしょ？　現に今回、こういう結果になってる訳だし」

「だからそれは、何か不正が……ってまさか、先輩も不正を……？」

「見くびらないで。私はルールに反する事なんて何もしない」

「じゃあ……？」

　少し目を伏せ、遙はるかは考えをまとめるように黙り込む。やがて顔を上げると真っ直すぐに前を向き、その信念を語り始めた。

「……人の上に立つっていう事は、下の人を踏み台にするっていう事だわ。どんな優秀な支配者でも、それだけは変わらない」

　その意見には、櫻さくらも同感だった。自分だけの力で人の上に立つ支配者など存在しない。下に人がいるからこそ、その上に立てるのだ。

「違うのは、踏み台にした人達の事をどう思うか。私は、私が上に行くために踏み台にした全すべての人を幸せにしたいと思ってる。そのために自分に出来る事があれば、全力でするつもり。そうじゃないと、人の上に立つ資格なんてないと思う」

　そして、続けて遙の語ったその言葉は、熱い奔ほん流りゆうとなって櫻の胸を打った。

　それは、ついさっき櫻が考えていた事だ。茉まつ莉りの言葉に、本当にそれで正しいのかと思い悩んだ事だ。それは建て前ではないのか、都合のいい言い訳ではないのか……涙が出る程ほど、その心を俄にわかに苛さいなんだ事だ。

　その黒い霧きりが、遙の力強い声に吹き飛ばされていく。

「踏みつけた事を、覚えておくの。踏みつけた人を忘れないの。言い訳かもしれない。でも、それが私の正当性。自分に、人を踏みつける事を許すための絶対条件」

　もちろんその根底には、彼方かなたのためという思いがある。彼方のために人の上に立ち、自分達だけで生きていける地位まで登り詰め、父親の呪のろいから解き放たれる。結局のところは自分本位なのだが、その事実が櫻に何らかの悪印象を抱いだかせるはずもなかった。

「でも、あの子……守かみ垣がい内と明あき芳よしからは、それを感じない。もしかしたら、本当にみんなを幸せに出来るのかもしれない。でも、なんて言うか……自分の手で幸せにする、っていうんじゃなくて、自分についてくれば幸せになれるから、勝手についてきて勝手に幸せになれって言ってるみたいで……別に、それでもいいのかもしれないけど……」

　遙の言葉はだんだんと尻しりすぼみになっていく。熱を吹いてみたはいいものの、言いたい事がだんだんとまとめきれなくなってきたのだ。

「……まぁ、つまり……結局は、思い通りにいかなかったのが気に入らないだけなのかもね」

　決まらない笑顔でそう結ぶ遙を、櫻は横目で見ている。求めていた以上の何かを得たような感覚に、どこか晴れやかな気持ちだった。

「……随ずい分ぶんと、本音トークですね。いいんですか？」

「そうね、私と相あい上がみ君の仲なら、誰だれにも言ったりしないだろうと思って」

　にやり、としたり顔で笑みを浮かべる遙。互いに弱みを握り合う二人だ、これは『言ったらどうなるか分かっているな？』という牽けん制せいである。

「二人だけの秘密が増えましたね。また先せん輩ぱいの秘密を知れて嬉うれしいですよ」

　そして櫻さくらも同じ顔で返す。これは『一つ多くの弱みを握ったぞ』という優位性を主張するもの。結局この二人は、どこまでいっても良いい雰ふん囲い気きになりきれない。だが今は互いのそんな関係を、きっと悪く思っていなかった。

「相あい上がみ君は相上君で動いてるんでしょう？　私も私で動くけど、手が足りない時は言ってね」

「熱心ですね。そんなに俺おれに生徒会長になってほしいんですか？」

　調子に乗ってそんな事を言ってしまう櫻に、遙はるかは貼はりついた微笑で答える。

「……そうね、相上君ならきっと田辺たなべ先輩を超える程ほどの名会長になれると思うわぁ」

「とんでもない、それは琴こと宮みや先輩の仕事ですよ。俺なんて足元にも及ばないなぁ」

「いえいえそんな」

「いやいやそんな」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

「はは、うはは、うはははははははははは」

　もちろん視線の間では、生徒会長になるのは自分だ、と見えない火花が飛び散っていた。

「うー！」

　どすん、と櫻の背中に衝しよう撃げき。振り向くと、目を見開いた猫のようなアザミの顔が櫻を見上げていた。その後ろでは、彼方かなたがいつもの二人のやり取りを微笑ほほえんで見ている。

「話、長い」

「ああ、ごめんなアザミ。帰ろうな」

　無表情の中にもほんの僅わずかな不機嫌さを読み取り、櫻はアザミに右手を差し出す。その手の平をきゅっと握ると、途と端たんにアザミは機嫌が良さそうに繫つないだ手を振り始めた。

「櫻君……私も、良い子で待ってたと思うな」

　今度は左から、彼方がおどけた口調で言ってくる。こんな事を言えるようになったのは成長のようにも見えるが、実際には彼方はもともとこういった茶目っ気を持ち合わせており、要するにこれはだんだん櫻に素すの自分を見せられるようになってきたという事だ。

「琴宮も、ありがとな」

　苦笑して左手を差し出すと、彼方が嬉しそうにその手を握る。

「なーに彼方、お姉ちゃんだけ仲間外れ？」

　若じやつ干かん本気で不満そうに絡からんでくる遙に、彼方は空あいてる左手を差し出そうとしてぴたりと止めた。そして悪戯いたずらを思いついた子供の顔で笑い、櫻と繫いでいる手を離す。

「櫻君、お姉ちゃんが手を繫ぎたいんだって」

「え!?　ちょ、そういう意味じゃ……！」

　予想外の展開に慌あわてふためく遙の手を強引に取り、反対の手で櫻の手を取ってゆっくりと近付けていく彼方。

「おい、あの、琴こと宮みや……」

　櫻さくらもまた焦あせった様子で、手の平を開いたり閉じたりしている。

　やがて櫻と遙はるかの視線がぶつかり、無言で見つめ合う。そしてその頰ほおに、ほんの僅わずかに朱しゆがさしてきたのを見て、彼方かなたはぱっと二人の手を離した。

「……やっぱりやーめた」

　そう言って、右手は櫻と、左手は遙と繫つないで歩き出した。

　何を考えているのか、すました顔の彼方を挟はさんで顔を見合わせ、安あん堵どの苦笑を交わし合う櫻と遙。その中にはほんの少し──本当にほんの少しだけ──ちょっとくらいは手を繫いでみても良かったかもしれない、という気持ちも、あったりなかったり。

　かくして四人は仲良しこよし、帰り道が分かれるまでの短い間、横手に田園風景を眺ながめながら車通りの少ない田舎いなか道みちを並んで歩くのであった。
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　濡ぬれてまとまった髪の先から、熱の大部分を肌はだに奪うばわれてぬるくなったお湯が滴したたり落ちる。

　湯の珠たまは体のくぼみをなぞりながら下へと転がっていく。それが肌をくすぐる感覚に、遙は微かすかに身をよじらせた。

　琴宮家、浴室。遙と彼方がいつものように一緒に入浴している。

　小さな三つ編みがほどかれてゆるいウェーブを描えがく遙の鬢びんを、真っ白な泡に包まれた彼方の両手が優やさしく撫なで、かき分け、つまみ、ひっぱり……その悪戯いたずらな小指の先が首筋を撫でた時、遙はたまらず小さく声を上げた。

「ひゃうっ」

「くすくす……どうしたの、お姉ちゃん？」

「も……もぉ、彼方ぁ～……えいっ」

「にゃっ」

　お返しとばかりに後ろ手で内うち腿ももを軽くつねると、彼方は猫のような声を上げてぴくんと体を震ふるわせる。

「イタズラしないの」

「は～い」

　小さく笑いながら、彼方は遙のボリュームのある黒髪を丁てい寧ねいに梳すき洗う。

　だがしばらくすると、再び彼方のイタズラが始まった。

「……お姉ちゃん、なかなかおっきくならないね」

「ひゃぁんっ！」

　彼方の手が、遙のやや小ぶりな胸を包んで撫でさする。シャンプーの途中であるため、遙は彼方かなたに効果的な反撃が出来ない。

「やっ……やめなさい彼方、こらっ！」

「ふふふ～。ねぇねぇお姉ちゃん、櫻さくら君どっちのが好きかな？」

　おどける彼方。遙はるかは、以前櫻に『妹と比べて小さい』と言われた事を思い出す。

「……彼方の方がお好みみたいよ」

「……え？　そ、そんな話、した事があるの？」

「え、あ、いや、ないないない、ないわよ！」

　慌あわててぶんぶんと首を振る遙の髪から、彼方の鼻先に泡が飛んだ。彼方は楽しそうに、あえてその泡を取らずに再び遙の髪を洗い始める。そして気持ちよさそうに目を細める遙に、静かに声をかけた。

「今日は、櫻君となんの話をしてたの？」

「……アザミちゃんの話ばっかりよ」

　なんとなく、本音トークの事は隠しておく事にする遙。

「相あい上がみ君、本当にアザミちゃんが大切なのね」

　だからあまり思い入れるのは止やめなさい……そう続けるつもりだったのだが、あの時アザミを羨うらやましそうに見ていた彼方の気持ちを想おもうと切なくなって何も言えなくなる。

　彼方が遙の髪についた泡を流し落とす。お湯の温かさが少しだけ切なさも溶かしていく。膝ひざを抱かかえて目を閉じる遙はどこか拗すねているようにも見え、まるで姉と妹が逆になっているかのようだった。

　二人で身を寄せ合って浴よく槽そうに浸つかる。遙が彼方を背中から抱だく形だ。

「……再投票、大丈夫そう？」

「大丈夫よ。あんなおかしな結果、すぐにひっくり返してやるから」

　途と端たんに勇ましい顔になり即答する遙。その自信に満ちた声を耳元に聞きながら、凹へこんでるお姉ちゃんはかわいいけど、やっぱりかっこいいお姉ちゃんもいいなぁ、と彼方は目を細める。

「相上君も、宣戦布告までしちゃったからね。多分何かやってくれるわよ」

　多分とは言いながら、遙も彼方もそれを確信している。負けたまま終わらせるような相上櫻であるものか、と。

「あの時の櫻君、かっこよかったよね」

「そお？　私はちょっと怖かったな」

「櫻君、あんなに頑張ってたのに、あっさり負けちゃって……ちょっとだけ心配してたんだけど……でも、今の櫻君は……」

　そして彼方は、本当に楽しそうな顔で笑った。

「私達と騙だまし合ってた時の顔してる」

　それを聞いた遙も思わず苦笑する。

「……私も同じ事を思ってたわ」

「あの顔してる時の櫻さくら君は……」

「ええ。相当手て強ごわいでしょうね」

「ふふっ」

　幸せそうな彼方かなたの笑顔に、しかし遙はるかは彼方の櫻に対する特別な想おもいを感じ取って、ほんの少しだけ胸を塞ふさがれる。

　彼方は、いつも誰だれかに見守られていなければ不安になってしまう。そのために、他人の好意を利用して自分に目を向けさせるよう振る舞う事がこれまで何度かあった。

　しかし、そうして利用してきた何人かの相手と、相あい上がみ櫻は確実に違う位置にいる。一番近くでずっと彼方を見守り続けている遙にはそれがよく分かった。

（彼方の心の隙すき間まを埋める欠片かけらを、相上君が持っていた……）

　遙ですら持っていない、彼方のための何か。それは『自分が産まれる事で母親を殺した』という特殊な共通点。父親にかけられた呪のろい。

　その呪いを否定して幸せになろうとする二人の間には、とても言葉では表せないような、複雑で奇妙で、歪いびつな、けれど温かい繫つながりがある。

　だから遙は、時折たまらなく不安になる。

（もしかしたら、彼方の一番傍そばにいるべきなのは、私じゃなくて──）

「ねぇ、お姉ちゃんは櫻君の事、今はどう思ってるの？」

「……私から彼方を奪とろうとする悪いヤツっ！」

「きゃーっ」

　勢いよく彼方の背中に覆おおいかぶさり、二人でお湯の中へ沈んでしまう。そうやってじゃれ合う事で、遙は自分の不安をごまかそうとする。

　顔を上げてひとしきり楽しそうに笑うと、ふいに彼方の笑顔はその花はな弁びらを萎しおれさせた。

「……私は奪られたりしないし、櫻君も、私を奪ったりしないよ」

　優やさしく宥なだめるように、そして少し寂しそうに彼方が言う。

　急にたまらない気持ちになって、遙は彼方を背中からぎゅっと抱だき締めた。彼方も、他ほかの誰にも絶対に見せない溶けるような切ない笑顔で、遙の頰ほおに自分の頰をすり寄せる。

　抱き合ったまま、姉妹はしばらくそうやってお互いの匂においを、鼓こ動どうを、温ぬくもりを感じ合う。

　やがて、彼方の右手が静かに水面を割り、遙の腕をなぞり肩口へと上り始めた。

　ぴく、と、身体からだを震ふるわせる遙。

　彼方は、遙の熱い首筋に唇くちびるを寄せ、震えを隠せぬ熱い吐息交じりの声を撫なで付ける。

「……ねぇ……お姉ちゃん……」

　ぞくり、と遙の背筋に寒気にも似た感覚が走る。

「ダメよ彼方……もう、そういう事はしないって……約束、したでしょ？」

「うん……でも……」

　切なげな妹の声に、姉も瞼まぶたを震ふるわせる。

「……、だけ……ね……？」

　半分以上吐息のような囁ささやき声は、湯気に紛まぎれて遙はるかの耳にまで届かない。それでも遙は、彼方かなたがどんな悪魔の誘いをしてきたのか、よく分かっていた。

「……もう……仕方ない、なぁ……」

　いけない、とは思っていながらも、鼓こ動どうが高鳴るのを抑えられない。

　姉として、自分から言い出す訳にはいかないが、妹がわがままを言うなら仕方がない。そう、仕方がないんだ……自分にそう言い聞かせる。

　自分の肩口を転がる彼方の頭を愛いとしげに抱だき寄せ、その耳元にそっと口付ける。

「……、だけ……ね」

　無声音の囁きに、今度は彼方が背筋を震わせる。

　罪から目を逸そらすように視線は合わせず、そしてゆっくりと、二人の唇くちびるが近付いていった。
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　　　第三章　明あき芳よしの幸運と芽明めいあの不運
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「おはよう！　アザミ様とその従者！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

　シチサン、カリアゲ、イガグリ、テンパー、そして朝日を照り返して眩まぶしく輝く禿とく頭とうの高身長、ヒコ先輩こと御み幸ゆき院いん彦ひこ星ぼし。

　いつでもどこでも誰だれとでも。気の向くままにアザミを愛めでる事を目的とする、波は名な城しろアザミ親衛隊の面々である。

「相あい上がみ君、今け朝さもアザミ様の送迎ご苦労。ささアザミ様、ここからは我らが輿こしへ……君達！」

『アイ・サー！』

　ちなみに今日は、櫻さくらとアザミの二人だけの登校である。遙はるかや彼方かなたと一緒に登校する時は「その従者」が「その従者達」となる。割と細かい。

「アザミ様、本日の輿には日ひ傘がさつきでございます。いえ、心配ご無用。もちろん日傘を持つのは我々です。そのもみじのようなおててに箸はしより重い物など、持たせはしまー!?」

『せぬゆえー！』

「ゆえー」

　箸より依より子この方が重いだろ、と心の中で突っ込みながら、櫻は早速人間輿に変形しつつある四人組に待ったをかけた。

「お前ら、悪いがしばらくそれは無しだ」

「なんという無む体たい！」

「ワシらのお勤めを邪じや魔まするんじゃあ！」

「一日で一番幸せな時間なのに！」

「俺おれの天パがしおれっちまうよ！」

　彼らのアザミに対する溢あふれる愛は、ある意味で櫻をも超えている。

「相上君、何かあったのかな？」

　普段から言動がエキセントリックな上にこのような珍妙な集団を率いている彦星は、しかし実は意外にも空気の読める話せる先輩だったりする。

　昨日あった事を話してしまうか。櫻は少し悩み、明芳の敵を増やしておくに越した事はないだろう、と、遙から聞いた話をそのまま親衛隊に打ち明ける事にした。




「……だから、いつまた守かみ垣がい内と先せん輩ぱいがアザミにちょっかいを出すか分からないんで、俺おれがついててやりたいんですよ」

「言語道断じゃあ！」

「アザミちゃんと依より子こちゃんは一心同体！」

「それを引き離そうとするなんて……」

「俺の天パが光って唸うなるぅぅぅ！」

　口々に怒りを顕あらわにする親衛隊。ふざけた口調だがその目は完全に本気だ。守垣内明あき芳よし、月のない夜は気をつけろよ、と言わんばかりである。いいぞ、誰だれかこっそり闇やみ討うちしてしまえ、などと物ぶつ騒そうな事を考える櫻さくら。

　一方、その話を聞いた彦ひこ星ぼしはただ一人、真ま面じ目めな顔で何やら考え込んでいる。

「依子様を……？」

　アザミをアザミ様と呼ぶ彦星は、依子の事も依子様と呼び大事に扱う。寒い日はストールを巻いたり、暑い日は日よけをしたり。それはアザミの好感度を稼かせぐための事だと櫻は思っていたが、今の彦星の表情を見て、微かすかに疑問が湧わいてきた。

（そういえばヒコ先輩……アザミが転んだりした時は、依子の方もやたら心配するよな……）

　そう。彦星が依子を大切にする様は、アザミに合わせているというのでは説明がつかない程ほどに真に迫っているのだ。

（まさか、依子が目当てでアザミに近付いた、なんて事は……）

　ないか、と櫻は首を振る。アザミの母の形見である依子とは生まれた時から一緒だが、価値のある物だなどという話は聞いた事がない。服を破いたり、落として腕が外れたりした事すらある。その度たびに櫻の父の豊ゆたかやアザミの育ての母である夕ゆう楓かが直してはいるが、もし価値があったとしても、そんなものはとっくに消え去っているだろう。

　だが、彦星はやけにその話に食いついた。

「守垣内君は、他ほかに何か言ってたのかい？　依子様の事」

「いや……俺は、その場にはいなかったですから。詳しく聞きたいなら、琴こと宮みや先輩に聞いてもらわないと……」

「琴宮君か。そうか。うん、後で聞いてみよう」

　後で聞いてみる程に気になっているという事だ。

「ヒコ先輩……依子に、何かあるんですか？」

「ん？　ああいやいや、そういう訳じゃないよ。多分守垣内君は、何か勘かん違ちがいしてるんだろう。それか、ただの偶然か……」

「勘違い？　偶然？」

「うん、まぁその……」

　何な故ぜか言い渋しぶる彦ひこ星ぼし。しかし引き下がらない様子の櫻さくらを見て、ふぅ、と一つ息をついた。

「ある、天才的な人形師がいてね。彼……彼女かもしれないけど、その人形師は、今いま際わの際きわに七体のからくり人形を作って亡なくなった。本人が『依より空から造づくり』と称したその七体は、まるで意思を持つかのようなからくり人形だったらしくてね。本物には法外な値がついてるよ」

　彦星の話は、完全に櫻の予想外のものだった。

「……それが、依より子こだと？」

「いやいや、依子様は違うよ。からくり人形じゃないからね。ただ、見た目は本当によく似てる。もしかしたらレプリカの一つだったのかもしれないね。だから、守かみ垣がい内と君がそれを知っていて本物と勘かん違ちがいしたのかな、とね」

「はぁ、なるほど……」

　一応、筋は通っている。が、櫻は違和感を覚えていた。

（守垣内の家は鬼灯ほおずきの分家筋。田舎いなかとはいえ一つの町を丸ごと支配してるような資産家の跡継ぎが、今いま更さら金銭的な価値のある物を欲しがるか？　いや、そういうヤツこそ金目の物を集めたがるのかもしれないが……それに第一、ヒコ先せん輩ぱいはなんでそんな事を知ってるんだ？　アザミに近付いたのは、それと関係があるのか……？）

　これまで、櫻は彦星の事を変態だとは思っていたがそういう意味で怪しんだ事はなかった。

　アザミへの献身は本物だ。櫻にとっては、見返りもなく捧ささげるのが理解出来ない程ほどに。

（見返りがあったのだとしたら、理解出来る）

　彦星と、明あき芳よしと、依子。

　櫻の違和感は、あるとてつもなく大きな真実の一端を掠かすめていた。

　だが、それはまた、別の話である。
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　七月一〇日、火曜日。第三期生徒会後期役員承認式まで、あと三日。

　授業が終わり、ショートホームルームが終わり。ここからは掃除や部活、帰宅の時間だ。

「先生、ばいばーい」

「はい、ばいばい」

　笑顔で生徒達に手を振り返しながら、身長一四三センチ、七二歳のおばあちゃん先生、クラス担任の羽は柴しば野の志し津づ子こが教室を出て行こうとする。その背中を、慌あわてて櫻が呼び止めた。

「先生！　あの、ちょっと相談があるんですけど」

「はいはい。相談室を使いますか？」

　穂ほ尾お付づき学園には相談室という名の多目的室がある。進路相談や生徒指導、カウンセリング等に使われている部屋だ。プライバシーを考こう慮りよして防音のしっかりした造りになっており、人に聞かれたくない話をするのに最適である。

「よければ、お願いします」

「もちろんいいですよ。準備をしますから、一〇分後くらいに来てもらえますか？」

「はい。すいません」

　頭を下げる櫻さくらに、羽は柴しば野の担任はにっこりと柔らかい笑みを返して去った。

「……相あい上がみ君、どうかしたか？」

　話の内容が聞こえたクラスメイトが、心配そうに問いかけた。

　早さ乙女おとめ月つき緒お。男のような口調だが、その心根も含めてれっきとした女性である。後頭部で簡単にまとめられたシニヨンには一本挿ざしの紅あかいかんざし。かつて櫻が校則を改善してまで不登校から救い出した女生徒だ。

　彼女の発言につられて、周囲にわらわらと人の輪が出来る。

（しまったな、もっと人のいない状況で声をかけるべきだった）

　一年生で無む謀ぼうにも生徒会長に立候補し、突とつ如じよ現れた編入生に惨ざん敗ぱいした……言葉にすればこの上もなく無様な結果を見せ付けている櫻だが、それでもクラス内における支持率は下がったりはせず、むしろより応援する空気が高まっている。次こそは必ず、それがクラスメイト達の総意と言って間違いはない。

　ただ──櫻自身は、次などでなく今だと考えているのだが。

「いや、クラス委員の仕事でちょっとさ」

　本当は選挙結果を無効にするために必要な下準備をしに行くのだが、それを知られるとなんとなく悪あがきと思われそうな気がして、櫻は曖あい昧まいな笑みで言葉を濁にごす。

「そっか……」

　微笑ほほえむ月緒。控えめなその仕草は、立派な花か壇だんからは少し外れた草地にひっそりと咲く小さな花を思わせる。

「……なあ、相上君。こんな事言うと怒られてしまうかもしれないけど……」

　緩ゆるく握った拳こぶしを胸に当て、ほんの少し言い淀よどんで、月緒は囁ささやくように口を開く。

「私は、少しだけ、相上君が生徒会長に当選しなくて良かったって、思うんだ」

「え？」

　何を言い出すんだ、と眉まゆを顰ひそめる櫻をよそに、周りの生徒達はそれに口々に同意する。

「あー、それはちょっと分かる」

「うんうん、俺おれも同じ事思ってた」

「だよねー」

「ええ？　なんだよそれ、やっぱ守かみ垣がい内と先せん輩ぱいの方がいいのか？」

　気にしてませんよ、という風に、苦笑を浮かべておどけてみせる櫻。

「あー、実際あの人はなんかすごいよな」

「ちょうかっこいいよね！」

「かわいいって感じじゃない？」

「いや、意外と見た目だけじゃなさそうだぞ？　俺おれ二年に兄貴いるんだけど、同級生の相談にすげー適当にしか思えないアドバイスして、それがことごとく上う手まくいくんだと」

『おお～』

　当然ながら、周りの反応に内心では酷ひどく不愉快だ。

　そんな櫻さくらの心情を汲くみ取った訳ではないが、月つき緒おは取り成すように続ける。

「相あい上がみ君が生徒会長になってしまったら、当然うちのクラス委員長じゃあなくなってしまうだろ？　それはね、ちょっと残念かなって」

「…………」

　予想外のその言葉に、反応を返せない櫻。

「なんと言うか……きっとみんな、いつも家にいてくれてたお母さんが、パートに出てしまうような寂しさがあるんだ……」

　言いながら、月緒はたおやかな笑みを浮かべる。最初に櫻を『お母さん』と呼んだ彼女の口から再びその言葉を聞き、周りの生徒達もそれに同調する。

「そうだぞ相上、お前は俺達のお母さんなんだからな！」

「お母さんが子供を置いてどっか行っちゃったらやだよ～」

　冗談半分、本気半分で囃はやし立てる同級生達の笑顔に、櫻は虚を衝つかれてしまう。

　櫻に母親がいない事を、クラスメイトはまだ誰だれも知らない。そして母親のいない櫻は、母親がいつもいてくれる子供の気持ちというものを知らない。

　正体不明の感傷が、櫻の涙るい腺せんを撫なでる。もちろんこんな所で泣く訳にはいかないので、櫻は一つ息を吞のみ込んで殊こと更さらおどけた声を出した。

「全くあんた達は……いつまでも甘えてないで、お母さんがいなくてもなんでも出来るようになりなさい！」

「きゃー、お母さんが怒ったー！」

　明るい笑い声を振りまきながら同級生達が逃げて行くのを穏おだやかな目で見送る月緒。顔を背そむけて心を落ち着かせる櫻の背に、その柔らかい声がかけられる。

「でも、応援してる。相上君」

　かつて自分のために尽じん力りよくしてくれた櫻に、月緒の抱いだく想おもいは大きい。温かい余よ韻いんを残し、かんざしの紅あかが遠ざかっていった。

「……ふん」

　人の輪が解けてから小さく鼻を鳴らしたのは、すっかり自分を信じきっている同級生達の浅はかさへの嘲ちよう笑しようか、それとも。

　そして、そんな櫻の様子を遠巻きにして見守る複数の人影。

「ごらんアザミちゃん、あれが青春だよ」

「おー」

「照れとるんじゃあ、かわいいもんじゃわい」

「わいわい」

「ああいうところが櫻さくらはずるいんだよなぁ」

「なー」

「俺おれの天パもつられてデレそう」

「でれそー」

「……聞こえてるぞお前ら」

　こめかみを引きつらせながらも、頰ほおを赤らめる櫻だった。




　五分後、相談室にて。櫻は羽は柴しば野の担任と対面していた。

「……と、いう訳なので……」

「はい、分かりましたよ」

　おばあちゃん先生の事を、櫻はそれなりに信頼している。生徒のためなら自分の時間を平気で犠ぎ牲せいにする、そんな教師だ。

　選挙結果を無効にするための異議申立書には、クラス担任の捺なつ印いんがいる。自分が落選した選挙を無効にしようとしているという事を知られたくはなかったが、どうあっても避けられない道とあらば、せめてせいぜい事情を飾るしかない。第一、実際今回の選挙結果は怪し過ぎる。

　散々考えて整えられた櫻の異議申し立てを聞いても、羽柴野担任は一方的に櫻の味方をするような事はなかった。

「異議の申し立ては生徒の権利です。疑いのない証拠を用意出来れば、私も再投票のために尽じん力りよくします。頑張りなさい、応援していますよ」

　穏おだやかな、しかし力強さを感じさせる声で、羽柴野担任はそう締めくくった。不思議と相手に自信を持たせるような、そんな声だった。

「波は名な城しろさんも、協力してあげて下さいね」

「ん、ん」

　櫻の膝ひざの上に座ったアザミが、任せておけ、と二度頷うなずく。彦ひこ星ぼし達に言った通り、櫻は今なるべくアザミと行動を共にしていた。そんな二人を羽柴野担任が微笑ほほえましそうに見送る。

「失礼します。ありがとうございました」

「した」

　一礼し、櫻とアザミは相談室を出た。

　遊んでいる暇ひまはない。今日も明あき芳よしの幸運の秘密を探るべく動かねばならない。それが延ひいては不正の証拠を摑つかむ事にも繫つながると、櫻は考えている。

　というか、もし不正がミニッツ能力によるものだとしたら、それをどう証明すればいいのか……最大の問題点は、そこかもしれなかった。

（まずはどうする。最も有益な話を聞けそうなのは、やはり田辺たなべ先せん輩ぱいか鬼灯ほおずき先輩だ。となると今日も創そう遊ゆう研けんか？　そういえば乾いぬい先輩はあの後どうしただろう。現状で、最も明あき芳よしにぶつけやすいのはあの人なんだが……あとは、茉まつ莉り先輩。茉莉先輩は──）

　アザミの手を引き、考えながら廊下を歩く櫻さくらの背後に。

「あ、相あい上がみさん！」

　耳慣れない呼ばれ方に櫻は足を止めた。

　様々な相手から様々に呼ばれる櫻だが、考えてみれば苗みよう字じにさん付けで呼ばれるのは初めての事だ。誰だれだろう、と振り向いた先にいたのは、件くだんのドジっ子天使だった。

「あの、わたたたっ！」

　突とつ如じよとして百ひやく烈れつ拳けんを繰り出してきた訳では無論なく、小走りに駆け寄ってきて櫻の目の前で立ち止まろうとし、バランスを崩して転びかけるというドジっ子天使の名に恥じぬ登場っぷりを見せ付ける。咄とつ嗟さに左腕を伸ばしその体を支える櫻。

　体勢を立て直し、天使は左手を胸に当てて息をつきながら朗ほがらかな笑みを浮かべた。その美び貌ぼうに加えて、一五〇センチという小柄な身長で繰り出される上うわ目め遣づかい。多感な男子高校生ならそれだけで恋に落ちてしまいそうな程ほどに可か憐れんだ。それだけに、ギプスを巻いて首から吊つられている骨折した右腕がより一層痛々しい。

「守かみ垣がい内と先輩？」

　守垣内芽明めいあ。今の櫻にとって、一番の不確定要素である。誰よりも明芳の事を知っているだろうが、誰よりも明芳の味方かもしれない存在。警戒レベルを引き上げ、櫻はアザミの手を少し強く握った。

「良かった……探してたんです」

「探してた？　何か用ですか？」

「はい……でもあのっ、その前にっ」

　櫻に向けて上げていた顔を、今度は下に向ける芽明。その視線の先にはアザミがいる。

「波は名な城しろさん、昨日はごめんなさい！　兄にい様さまが酷ひどい事をして……」

　そう言って、深々と頭を下げた。

（……そう言えば昨日、こいつもいたんだったか）

　明芳への怒りに、芽明の事など櫻の眼中には入っていなかったのだ。

「兄様は……いつもああなんです。人の気持ちが分からなくて、自分の好き放題で……」

　心苦しそうに眉まゆ根ねを寄せるその表情は、演技には見えない。しかし今の櫻に『守垣内明芳の双子の妹』を信じるつもりはない。

「……先輩、とりあえず、頭を上げて下さい。お兄さんの事は、そりゃ、少し怒ってます。でもそれは、先せん輩ぱいが悪いんじゃないでしょう」

　だが、そんな様子は決して見せない。こちらが疑っているという事を悟らせない方が、相手が偽いつわっている時にはボロを出しやすいと知っているからだ。

「アザミも、別に先輩の事は責めてませんよ……な？」

「……ん」

　櫻さくらの目を見てから、芽明めいあに小さく頷うなずくアザミ。芽明はほっと胸を撫なで下ろした。

「それで、その……実は、相あい上がみさんに相談があって」

「相談……？」

　さて、もしも芽明が明あき芳よしの放った刺し客かくだとすれば、どんな手でくるのか。目的は何か。敵意剝むき出しの自分をどうにかする事か、それともまた依より子こを狙ねらっているのか……疑いの色を全く表情には乗せず、櫻は展開を先読みしようとする。

「私は、兄を……守かみ垣がい内と明芳を、諫いさめたいんです」

　無言で先を促うながす櫻。

「もうお分かりだとは思いますが……兄は、人の心というものを解しません。守垣内の家に生まれ、幼い頃ころから『お前は人の上に立つ存在だ』と言われ続け、兄はすっかりそれを信じ込んでしまっています。私は、兄の幼稚で独善的な振る舞いを、もうやめさせたいんです」

　芽明の表情は、真剣だった。

　その瞳ひとみは僅わずかながら濡ぬれていて、声も震ふるえている。兄に対して抱いだいている複雑な想おもいが、櫻にも伝わってくるようだった。

「やめさせればいいじゃないですか」

「私が言っても、もう無理です。私はもう、一七年間ずっと兄に付き従ってきました。今いま更さら私の言葉になど耳を貸しません。誰だれか、全くの第三者の力が必要なんです」

　喋しやべりながら、少しずつその声は朗ろうとしてくる。兄に付き従う妹とはいえ、そこは流石さすがに守垣内の娘。その声には人の耳を引き付ける魔力のようなものがある。

「どうして俺おれを？」

「昨日の事があったからです。あなたは兄に、本気の敵意をぶつけました。いずれ鬼灯ほおずきを継ぐと知っている相手に、なかなか出来る事ではありません」

　例えば、程度の低いチンピラが明芳を殴なぐりでもしようものなら、次の日には町からそのチンピラが消えている。鬼灯というのは、その程度の事が平気で出来てしまう一族なのだ。

「あなたは聡そう明めいな方とお見受けしました。それに、一年で生徒会長に立候補するという器うつわの大きさもあります。あなたなら、きっと」

　先さき程ほど謝罪を口にしていた時とは打って変わって、力強い視線を櫻に向けてくる。そこには確かに、決意の光が宿っている。

「……具体的には、何をすれば？」

　櫻さくらがそう答えた瞬しゆん間かん、芽明めいあは一瞬だけ嬉うれしそうに口元をほころばせた。しかし慌あわてて表情を引き締め、再び粛しゆく々しゆくと口にする。

「兄を、負かして下さい」

「負かす？」

　小さく頷うなずく芽明。

「昨日、相あい上がみさんと乾いぬいさんが兄にい様さまとゲームをなさいましたよね。兄はこれまで度たび々たび、あのように勝負に勝つ事で我を通してきました。そして何な故ぜか、ただの一度も負けた事がないんです。だから、相上さんに負ければ、考えを改めさせるきっかけになると思うんです」

　芽明の発言に目を見張る櫻。思いも寄らず、話が核心に近付いている。

「負けた事がない？　一度も？」

「はい。一度も」

「あんなふざけた勝ち方を、毎回すると？」

「毎回、とは言いませんが……よくある事です」

　冗談じゃない。あんな事がよくあってたまるか。本当によくあるとしたら、そこには必ず何か原因がある。芽明ならそれを知っているかもしれない。櫻は勢い込んで聞く。

「あれは一体どういう事です？」

　口を開きかけながらうつむく、という動作を繰り返す芽明。何かを言おうか言うまいか迷っているようなその様子に、痺しびれを切らした櫻が詰め寄る。

「何か知ってるなら、教えて下さい」

「……あの、知ってる、というか……」

　言い辛づらそうに、搾しぼり出すように芽明は小さく答える。

「私は、信じてないんですけど……父とう様さまが言うには、兄様は……その、神の、写し身だと」

「……は？」

　神の写し身。

　その言葉の意味するところがいまひとつ理解出来ず、間の抜けた声を上げる櫻。その反応に芽明は慌てたように左手を振る。

「あのっ、だから、私はそんな訳ないって思ってるんですけど！」

「……とりあえず、詳しく聞かせてもらえますか？」

「はぁ……あのですね、父様が言うには……兄様は、母が産んだのではないそうです」

「……それは……愛人とか、そういう？」

「いえ、そうでなく……私達が生まれたその日、兄様は、いつの間にかそこに在あったのだと」

「……はああ？」

　あまりにも現実離れしたその言葉に、思い切り怪け訝げんな顔をする櫻。芽明としてもそんな反応をされる事は予想しており、開き直ったように続ける。

「兄にい様さまは人の子として生まれたのではなく、神様の写し身としてその日突然そこに現れたのだと、父とう様さまは言うんです。兄様は神が人に身をやつして現世に顕けん現げんした存在だと」

　自分がどれだけ痛々しい発言をしているかというのは、芽明めいあも自覚していた。

「……ええと……失礼な質問かもしれませんが……守かみ垣がい内と先せん輩ぱいのお父さんは、それを本当に信じてるんですか……？」

「……父様も、本気ではないと思います」

　その質問も予想していた芽明は、苦笑しながら答える。

「おそらくですが、これはある種の英才教育……言ってしまえば、洗脳のようなものではないでしょうか。兄様は、その……少し、普通の人よりも情緒的に幼いところがありまして……分かりやすく言えば、サンタクロースを本気で信じてしまうような人なんです。だから父様は、兄様に自分が選ばれた特別な人間なのだと信じさせるために、『神の写し身』などという話をしたのではないでしょうか」

「……それを、本人も本気で信じてしまっていると？」

「その節は、あります……あんな、髪の色でもありますし……」

「…………」

　神の写し身。確かに明あき芳よしはどこか人間離れした雰ふん囲い気きと美び貌ぼうの持ち主ではあるが、流石さすがにそんな訳はない。芽明が言ったように洗脳のようなものだとしたら、まだなんとか納なつ得とくのいくレベルだ。

　だがしかし、あの勝ち方が人間離れしている事もまた事実だった。

「……じゃあ、あのあり得ない勝負強さはなんなんだ？」

　芽明の身長は低く、顔立ちもどちらかと言えば幼い方だ。加えて相手が敬語で話す事、それに今の精神状態もあいまって、櫻さくらはいつの間にか自分が上級生に敬語を使っていないという事実に気付いていなかった。

「……運命が、兄に従っている、としか」

「昔からああなのか？」

「ここぞという場面で、必ず大きな幸運が味方をします」

　幸運。例えば幸運を味方につける絶対時間だとしたら、そんなものには対処のしようがない。しかし、それが絶対時間であるなら、反動がある。芽明ならそれを目にしているかもしれないのだ。それと気付いていないにしても。

「……幸運の後、不運に見舞われたりしてないか？」

　直球で切り込む。効果は劇的だった。芽明の顔が、はっきりと強こわ張ばった。

「……どういう、事ですか？」

　聞き返され、そこで初めて櫻は言葉に詰まった。

　どういう事か、説明するのか？　ミニッツ能力の事を？　信じる信じないは別として、それをこんなところで話してしまってもいいものか？

　ミニッツ能力は、櫻さくらの切り札だ。まだ敵の疑いが晴れない芽明めいあに聞かせるべきではないし、何よりも、ここで話せばアザミにまで聞かれてしまう。何な故ぜだか櫻は、自分の能力の事を他ほかの誰だれよりもアザミには知られたくないと思っていた。

「……いや、いい。忘れてくれ」

「待って下さい、詳しく聞かせて下さい！　心当たりが、あります」

　しかし流石さすがに、この発言は無視出来なかった。

　心当たりがある。それはおそらく、かなりの確率で明あき芳よし攻略の鍵かぎとなる情報だ。目的を果たすためには、どうあっても聞いておかねばならない。

　アザミを見る。アザミは先さき程ほどからずっと、見開いた目で芽明を凝ぎよう視しし続けている。

　頭の中で、様々な状況をシミュレートする櫻。結局選んだのは、最も無難なものだった。

「……一〇分後に、第三予備教室で」

　一方的に言い置き、櫻はアザミを連れて一いつ旦たん芽明と別れた。
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　　　　　三




『お前ら四人で、アザミを無事に家まで送り届けろ。特に、もし守かみ垣がい内と明芳が近付いてきたら絶対に指一本触れさせるな』

『アイ・サー！』




　万が一の事を考え教室に待機させていた親衛隊の四人組にアザミを託し、櫻さくらは第三予備教室へ向かった。扉を開けるとすでに芽明めいあが待っていて、櫻の方を振り返った顔に安心したような笑みを浮かべた。

「相あい上がみさん……お待ちしてました。あ、いえ、今来たところです」

　咄とつ嗟さの訂正の意味は櫻にはよく理解出来ない。

「えぇと……守かみ垣がい内と先せん輩ぱい。さっきの話の続きなんですけど……」

　早速櫻が切り出そうとすると、芽明はきょとん、と目を丸くした。

「どうして敬語なんです？」

「え？　どうしてって、先輩ですから」

「でも、さっきは敬語じゃなかったですよ？」

「……すいません、さっきはその……心が乱れていたもので」

　あまり聞き慣れないそんな言い訳に、芽明はくすりと小さく微笑ほほえむ。

「敬語じゃなくても、相上さんの話しやすい方で構いませんよ？　よろしければ名前も芽明と呼んで下さい。守垣内、なんて言いにくいでしょう」

「……先輩こそ、なんで敬語なんですか？」

「私は、家の躾しつけが厳しかったもので……ホントは、敬語ってあんまり好きじゃないんですけどね。なんだかよそよそしい感じがして」

　そう言えば、芽明の口調は兄に対するそれとは随ずい分ぶんと違うな、と思い至る櫻。

　芽明を信用した訳ではない。馴なれ合うつもりもない。しかし、芽明が明あき芳よし攻略の重要な鍵かぎを握っているであろう事は確かだ。

　ここは一つ、気を許した振りをするのもいいか、と櫻は考えた。

「だったら、気にせずタメ口でいいですよ？」

「……ホントに？」

　おそるおそる、といった感じに上うわ目め遣づかいで聞いてくる芽明。敬語でなくなると、その表情のあどけなさや身長の低さもあいまって、途と端たんに幼く見えてくる。

「そもそも俺おれの方が年下なんですから。呼ぶのも下の名前でいいですよ」

　柔らかい声こわ音ねで言い、親しみを込めた苦笑を浮かべる。櫻の得意技だ。

　しかし、必殺のはずのその技は思わぬカウンターを喰くらう事になる。

「じゃ、じゃあ……櫻？」

「ぶっ!?」

　ほのかに頰ほおを染めて恥ずかしそうに名前を口にした芽明に、櫻は盛大に吹き出した。

「よ、呼び捨てですか？」

「えっ、だめ？」

「……いや、駄だ目めじゃないですけど……」

　口ごもる櫻さくら。芽明めいあは眉まゆ根ねを寄せて不安げに櫻の顔を見上げている。

「あの……私の事も、芽明って呼び捨てでいいから！」

　そういう問題ではない。

「その……私ね、小さい頃ころからね、みんなと同じみたいに話したら、ちゃんとした言葉遣づかいをしなさいって怒られててね……」

　難しい顔で返事をしない櫻に、芽明は一方的に語り始める。しょんぼりとうつむいて唇くちびるを尖とがらせる様は、まるで小さな子供のようだ。

「兄にい様さまはあんな喋しやべり方でも怒られないのに……だから、私も敬語抜きでお話し出来るお友達がほしかったの……」

　一般的な男子高校生であれば、二つ返事で頷うなずくところだろう。天使のような美少女と、たとえ友人という括くくりであっても特別な関係になれるチャンスなのだ。これを逃す手はない。

　だが、櫻は違った。特定の異性と周りよりも親しくなる事は、それ以外の異性からの支持率を下げやすい。にもかかわらず最近は、アザミは別としても、遙はるか、彼方かなた、茉まつ莉りと、やや特別な関係となってしまった相手が多い。これ以上そんな相手を増やすのは、自分の野望にとって決してプラスにはならないと櫻は考える。

「ええと……上級生にタメ口で、しかも呼び捨てというのは、対外的に……」

　もし、特別な関係になるとしたら。それは決して周りには知られない形が望ましい。

「じゃあ、二人きりの時だけでいいから！　普段はちゃんと、敬語で先せん輩ぱいで……でも、二人で話す時は、敬語なしで呼び捨てがいいな……」

　──そう、例えば、今まさに芽明が言ったように。

「……だめ？」

（……精神的な距離を縮めて相手を油断させれば、利用しやすくなるのは確かだ……二人の時だけという制限は、他人の妙な反感を買わない事と、秘密の共有で相手が俺おれとの関係をより特別視するというメリットがある……バレなければ、いいか？）

　天使の上目遣いにも情を抱いだく事なく、櫻は冷静に効率を追求する。

「……本当に、二人の時だけだぞ」

　結論はそれだった。照れている顔を作り、その顔をあえて芽明から背そむけながら素っ気なく言い放つ。そんな櫻の様子を見て、芽明の表情は華はなやいだ。

「うん！」

　飾り気のない、満面の笑み。一枚の絵画のように美しいその表情を、だからこそ櫻は信じる事が出来ない。それは櫻が毎朝鏡の前で練習している表情の中の一つだからだ。

「……櫻さくら」

「ん？」

「……さーくらっ」

「……なんだよ」

「ううん、呼んでみただけ。えへへ」

「…………」

（──馬ば鹿かかコイツは）

　芽明めいあが愛らしい仕草を見せる程ほど、櫻の心は冷え切ってゆく。それは相手が守かみ垣がい内と明あき芳よしの妹だからだ。敵の妹が敵とは限らないが、現時点では『兄を裏切ろうとしている妹』より『兄を裏切る振りをして敵を騙だまそうとしている妹』の方が信しん憑ぴよう性せいが高い。

　もちろんそんな内心は決して表には出さず、ぶっきらぼうに顔を背そむけて照れ隠しを演出している。相手には心を開かせ、こちらは決して心を開かない。今の櫻はそれに徹てつしていた。

「……本題に入っても、いいか？　心当たりがあるって言ったよな」

「……うん」

「どういう事だ？　詳しく聞かせてくれ」

「待って、その前に櫻から聞かせて。幸運の後で不運に見舞われたりしてないかって言ったよね？　それってどういう事？　どうしてそう思ったの？」

　問われ、櫻は思案する。

　ミニッツ能力の事は話せない。だが、芽明から話を聞き出すためにはこちらの発言にそれなりの信憑性を持たせる必要がある。どうするか──

「……鬼おに火び憑つき、って知ってるか」

　鬼火憑きの事は、茉まつ莉りが調べたように文献で知る事が出来る。鬼火憑きとミニッツ能力者がイコールかどうかは櫻には分からないが、これなら自分の能力の事を話さずに明芳の能力について言及する事が可能だった。

「おにびつき……？」

「穂ほ尾お付づき町の郷土史なんかに載ってる。この町がまだ村だった頃ころから、たまに生まれてた超能力者みたいな人達の事だ」

「超能力者……」

「例えば、人には見えないものが見えたり、人には聞こえない音が聞こえたり。そういった人達の事だ。それで、ここからが重要なんだが」

　これから櫻が話す事は、半分は芽明から上う手まく話を聞き出すための方便だが、半分は本気の考察でもある。

「鬼火憑き達は、特別な地位を持つ人間の中に多くいたらしい。鬼灯ほおずきの一族にも鬼火憑きがいたそうだ。守垣内は鬼灯の分家な訳だから、もしかしたら鬼火憑きが生まれる可能性もあるかもしれないだろ？」

　真剣な顔で、芽明めいあは櫻さくらの言葉を聞いている。その小さな拳こぶしが無意識に握り締められる。

「それが……私の兄にい様さま、だと？」

「分からないけどな」

　現代において、鬼おに火び憑つきの能力が精神疾しつ患かんの症状なのではないかと考えられているという事は口にはしない。それは完全に余計な事だ。

「で、その鬼火憑き達は特殊能力を使うと反動に見舞われたらしい。人に見えないものを見た者は、その後しばらくは人に見えるものが見えなくなる。人に聞こえない音を聞いた者は、その後しばらくは人に聞こえる音が聞こえなくなる……そんな感じだ」

　櫻の説明に、芽明の目がだんだんと見開かれていく。手て応ごたえあり。櫻は芽明が何かを知っている事を確信する。

「だから、例えばお前の兄が自分で言うように『運命を従わせる』能力を持った鬼火憑きだとしたら、必ずその反動が何かあるはずなんだ。例えば、その後しばらくは運命に見放され続けるとか、な」

　一分間だけ勝負運が強くなる代わりに、次の一分間は勝負運が弱くなる。櫻は明あき芳よしの絶対時間と反動をそういったタイプだと予想している。

（……ただ気になるのは、俺おれとの勝負でのあり得ない幸運の後で、明芳に別段不運が降りかかったような様子がない事だ。おそらく俺は、まだ真相に近付けていない。だが、この様子なら芽明から何か有力な──っ!?）

　櫻お得意の冷静な思索は、情報を期待して芽明の方を見た瞬しゆん間かんに千々に乱れる事となる。

「……ぐすっ……うぐぅっ……」

　目の前で、天使が涙を零こぼしていた。

　さしもの櫻もこれにはうろたえる。異常に涙もろい体質の櫻は、誰だれかが泣いていると無条件でもらい泣きしてしまいそうになる。加えて芽明が美少女である事は櫻とて認めるにやぶさかではない。その整った顔がくしゃりと歪ゆがんでいる様は、暴力的な程ほどの催さい涙るい効果を伴って櫻を混乱させた。

「な、ちょ、ど、どうした？　おい、泣くなよ……」

　俺か？　俺が泣かせたのか？　俺はまた女を泣かせてしまったのか？　やはり俺は女を不幸にしてしまうのか？　混乱は数秒で自己嫌けん悪おへと変容し、今度はもらい泣きでなく本当に泣きたくなってくる。

「……そういう事、だったんだ……」

「え？」

　声を震ふるわせながら、芽明が言う。その響ひびきにただならぬ気配を感じ、櫻は耳を澄ませる。

「私、だ」

「なに？」

　そして芽明めいあの口から流れ出た激白は、櫻さくらを驚きよう愕がくさせるに十分なものだった。

「兄にい様さまの能力の反動って……私なんだ！　兄様に良いい事があったら、その後絶対に、私に悪い事があるんだよ！」

「そ、」

　そんな馬ば鹿かな、という櫻の否定は言葉にはならなかった。

「昔からそうだった……あの時も、あの時も！　ずっと思ってた、私の運って全部兄様に吸われてるんじゃないかって……鬼おに火び憑つきの話が本当なら、辻つじ褄つまが合うもん！」

　陣じん内ないが明あき芳よしに殴なぐりかかろうとして転んだ後、芽明も不自然な転び方をした。陣内との『ワルツの14番』勝負にて、明芳が適当に出したカードで勝った後の芽明は、後頭部、骨折した右腕、肘ひじと、三連コンボでぶつけていた。そして櫻との勝負で偶然落ちたカードを用いて明芳が勝った後、芽明は廊下で転んでいた。

　辻褄は合う。確かに辻褄は合うが、しかし。

（そんなはずがあるか）

　櫻はそれを認めない。認めたくない。

「まさか、その右腕も……？」

　芽明が右腕を骨折したのは、生徒会長選挙の投票が終わった直後だ。

「投票の瞬しゆん間かんに能力を使って、全員が間違って兄様に投票したんだよ、きっと」

　穂ほ尾お付づき学園の生徒会役員選挙投票は、生徒端末を用いて行われる。指先で数度タッチパネルに触れるだけなので、そういった間違いが起きる可能性は確かにある。しかし、遙はるかの所有していた一五〇〇〇ポイントを上回る程ほどの間違いとなると次元の違う話だ。

「まさか、いくらなんでもそんな事……」

「あるよ。兄様は今まで何回もそんなすごい幸運に恵まれてきたんだよ……」

　あまりにも想像外なその事実に、櫻は言葉を失った。

　一分間だけ、運命を味方につけたかのような幸運に恵まれる。それはいい。あの勝ち方はそのくらいでなければ説明がつかないものだった。強力過ぎる絶対時間だとは思ったが、それを言うなら彼方かなたの絶対時間も、詳細不明ながらも相当なものだった。だからそれはいい。

　問題は、反動だ。

　一分間だけ自分が幸運になる代わりに、次の一分は他人が不運になる。

（そんなもの、反動として成立しないだろ……！）

　櫻の支配する絶対時間は、一分間だけ他人の心の声が聞こえるというもの。その反動は、次の一分間は自分の心の声が口に出てしまうというものだ。『他人』が『自分』に、『聞く』が『言う』になっている。そう考えると、『自分』が『他人』に、『幸運』が『不運』になっているのは、理屈としては間違っていない。

　しかし、当然ながらそれで納なつ得とく出来るはずがなかった。これでは、反動と言いながらあまりに明あき芳よしにリスクがない。

　明芳にとっての芽明めいあが、櫻さくらにとってのアザミのような存在であれば、まだ話は違う。アザミを不運に陥おとしいれてまで幸運を得るなど、櫻にとっては論外だ。しかし、これまでの様子を見る限り、明芳が芽明を大切にしているとは櫻には思えなかった。

　陣じん内ないに向かって、よもぎを『貸してあげる』と平然と言い放った、あの人を人とも思わぬような男なら。妹に不運を押し付け、そして得た幸運で勝ち続ける事など、蚊かを叩たたくよりも罪悪感なくやってのけるだろう。

「兄にい様さまが、運良く勝ったりする度たびに、私は怪け我がしてた……いっぱい、いっぱい……」

　肩を震ふるわせしゃくりあげながら、芽明は静かに慟どう哭こくする。

「嫌いやだ……もう嫌だよそんなの……これも、ものすごく痛かったんだよ……」

　ギプスの巻かれた右腕を左手で抱だき締める。選挙の日、壇だん上じようから転げ落ちて腕の骨を折った芽明の悲鳴を、当然櫻も聞いていた。耳を塞ふさいで顔を背そむけてしまいたくなる程ほど、それは見ているだけで痛々しい有様だった。

（やばい）

　瞳ひとみから条件反射の涙が零こぼれ落ちるのを、櫻はもう堪こらえきれそうになかった。ならば仕方がない、その涙を利用するまでだ。

「芽明」

　うつむく芽明の肩にそっと手を触れる。

　顔を上げた芽明は、その真まっ赤かに腫はれた瞼まぶたを驚おどろきに見開いた。まさか櫻も泣いているとは夢にも思っていなかったのだ。

「ずっと、我慢してたのか？」

「……うん」

　目を丸くしたまま、小さく頷うなずく。

「辛つらかったか？」

「……うんっ……」

　その大きな瞳が、小石を投じた水面みなものように揺らめく。

「分かった」

「……？」

　小首を傾かしげた拍子に、目の端に溜たまった涙が一筋堰せきを切る。

「俺おれが、お前の『兄様』をやっつけてやる」

「……っ！」

　その一言に、芽明は眉まゆ根ねを寄せ、唇くちびるを震わせた。

「絶対に、俺があいつをまともな兄にしてやる。任せろ」

　どん、と。

　芽明めいあの小さな左の拳こぶしが、櫻さくらの胸を叩たたいた。

　そのまま、芽明は自分の頭をその胸に押し付ける。

　声も上げず、涙も流さず、芽明はしばらく震ふるえていた。

　やがて顔を上げた時にはもう幾分か落ち着いた様子で、静かな声で櫻に問いかける。

「どうして、決めたの？」

　もともと明あき芳よしは潰つぶすつもりだった。上う手まく情報を引き出すために駆け引きを打っていただけだ──もちろん、そんな本音は口には出さない。

「……別に、お前のためだけじゃない。利害が一致したからだ」

　言い訳がましく目線を逸そらしながら。そういった仕草つきで自分本位の台詞せりふを口にすれば、大たい抵ていの相手に『素直になれない善人』という印象を与える事が出来る。

　偽ぎ悪あくを演じる事。それは言を弄ろうす者の高等テクニックだ。

「利害って？　櫻にとっての利は何？」

「いいだろ別に」

「やだ。聞かせて」

　強い眼まな差ざしで、芽明は執しつ拗ように櫻の動機を追及する。ここでの答え方次第では芽明との恋愛フラグを立てる事も可能だろうが、櫻はそれは選ばなかった。

「……俺おれは、生徒会長にならなきゃいけないんだ」

「生徒会長……でも、もう結果は出ちゃったよ？」

「守かみ垣がい内と明芳が鬼おに火び憑つきで、その能力を使って生徒会長に当選したなら、それは不正だ。どうにかしてそれを証明出来れば、選挙結果は無効になってポイント返還で再投票になる」

　握り拳を唇くちびるに押し当てて、芽明は考え込む。瞼まぶたを腫はらしたその顔は、先さき程ほどまで泣きじゃくっていた時とは別人のように冷静だった。

「……超能力を使った不正なんて、どうやって証明するの？」

「それは……まだ、分からない。それを考えるためにも、協力するんだ」

「そっか……」

　顔を伏せた芽明が何を考えているのか、櫻には分からない。

「……櫻にも、事情があるんだね？」

「ああ……まあな」

「いいよ、聞かない。でも、もし話したくなったら教えてね？」

「……ああ」

　頷うなずいた櫻に芽明はにっこりと笑って、殊こと更さらに明るい声を上げた。

「よし！　一緒に、兄にい様さまをやっつけよう！　それで不正を証明して、兄様を改心させよう！」

「……おう」

　泣き腫はらした顔で威い勢せいのいい声を上げる芽明めいあに、櫻さくらはつい本物の苦笑を浮かべてしまう。それを見て芽明の頰ほおがぷくりと膨ふくれた。

「なに？　なんで笑うの？」

「だってお前、そんな顔で」

「それだったら櫻だって泣いてたもん」

「俺おれのはただのもらい泣きだ」

　慌あわててごしごしと目を擦こする芽明と、極力目が腫れないようにハンカチで涙を拭ぬぐう櫻。互いのそんな様子に、どちらからともなく小さく吹き出した。

「……今日はね、色々恥ずかしいところ見られちゃったから……詳しい話はまた落ち着いてから……明日のお昼休みとかでいい？」

「ああ、そうだな。そうするか」

「うん……じゃあ、私行くね」

　机の上に置いていた通学鞄かばんを左手で持ち上げ、芽明は小走りで教室を出て行く。

「芽明」

　その背を、櫻の声が呼び止めた。足を止めて振り返り、きょとんと首を傾かしげる芽明。

「お前は、本当にいいのか？　一時的にとはいえ、実の兄を裏切る事になるんだぞ？」

　櫻の問いに、芽明はしばらく黙り込む。櫻はそんな芽明の顔をじっと見つめている。

「……こうする事が、兄にい様さまのためになるって、信じてるから」

　そう言って、芽明は優やさしく微笑ほほえんだ。

（そいつは結構）

　櫻は、それと全く同じ笑顔を作って返す。

　この時点で、櫻の頭には一つの作戦が生まれていた。
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　再会は予想より遥はるかに早かった。

　芽明の後、櫻もしばらくして第三予備教室を出て、そのまま帰宅の途につく。一階に下りて昇降口に向かうと、芽明が壁かべに背をもたせ掛けて手持ち無ぶ沙さ汰たにしていた。

「あ」

　櫻に気付いた芽明は、きょろきょろと辺りを見回して人がいないのを確認し、嬉うれしそうに小走りで駆け寄る。

「櫻」

　少しくすぐったそうな、小さな声。

「どうした？　何か言い忘れか？」

「ううん。ここで友達を待つのって、やってみたかったの」

「……なんだそれ」

　苦笑しながら小さく吹き出す櫻さくら。その反応に芽明めいあも笑顔を返す。

「あ、鞄かばん持っとくよ」

「ん？　いや、いいよ。お前片手なんだし」

「だーいじょうぶ、いっつも兄にい様さまの鞄持ってるんだから」

　言って芽明は櫻の手から強引に通学鞄を取り上げた。

「あ、こら！」

　右腕を骨折している上級生女子に鞄を持たせている、などという場面を誰だれかに見られでもしたら、櫻の名声は地に墜おちるだろう。慌あわてて鞄を取り返そうとするが、当の芽明は「こら！」と怒られた事にむしろ喜んだような顔で、櫻の鞄を持ったまま一歩二歩と距離を取る。

「櫻の鞄には何が入ってるのかな～？」

「ちょっ、やめろって！」

　別に見られて困るものが入っている訳ではないが、それでも勝手に鞄を開けられるのは気分が良くない。櫻は芽明を止めようと急いで靴くつを履はこうとして逆に手間取り、そんな櫻を尻しり目めに芽明は小走りで先に行ってしまう。

「こっちだよ櫻、あははっ」

　楽しそうに笑いながら昇降口の外へと消える芽明。そのまま持ち逃げされたのではたまらないと、慌ててその背中を追って昇降口を出る。

「おい、待てよ芽明！」

　それが、櫻の本日最大の失敗だった。

　昇降口を出てすぐ、左に曲がった所に、遙はるかと彼方かなたが立っていた。




　ぶんむくれる、とは──

　もともとは山やま梨なし県で主に使われており、その愉快な語感や使い勝手の良さで全国的に広まった甲こう州しゆう弁べんで、腹を立てて頰ほおを膨ふくらませる様子を意味する『むくれる』という言葉に、ぶん殴なぐる、等その行為の激しさを表す『ぶん』を組み合わせた言葉である。

　要するに、彼方のほっぺたはパンチに例えると『殴る』ではなく『ぶん殴る』のレベルで膨れていた、という事だ。普段は気弱な印象もあいまって気にならないのだが、もともと吊つり目気味な彼方が眉み間けんにしわを寄せると、普段の彼方からは想像も出来ないような鋭い目になる。とはいえ、ほっぺたがぷっくりとしているのでどこか愛あい嬌きようもあるのだが。

　彼方がこれ程ほどまでにぶんむくれているのは、自分の事は名前で呼んでくれないくせに、なんでそんなどこの誰かも分からないような人とはいきなり呼び捨てし合ってるの？　しかも上級生なのにタメ口なの？　その人は櫻君のなんなの？　と、大体こういった理由である。

　立ち止まった芽明めいあは、しまった、という顔で硬直している。こめかみにつと、冷たい汗が垂れるのを櫻さくらは感じた。

「……彼方かなたがね、相あい上がみ君と一緒に帰りたいって言うから、待ってたんだけど……」

　笑顔だった。

　琴こと宮みや遙はるかは、笑顔だった。

「……今のは、違うんです」

「……こっちだよ櫻～あはは～」

「……待てよ芽明～こいつぅ～」

　こいつぅ、は言ってない。断じて言ってない。

　だが、そんな弁明を許さない空気がそこにはあった。

「先せん輩ぱい相手に敬語も抜きだなんて、流石さすが相上君だわ。仲良さそうでいいわねぇ、彼方」

「そうだねぇお姉ちゃん、しかも下の名前を呼び捨てだよ」

　スピリチュアルアタックにくじけそうになりながらも、やましい事は何もない、と心を強く持とうとする櫻に、予想外の方向から追い打ちが入る。

「ちっ、違うんです！　敬語抜きも呼び捨ても、二人きりの時だけって約束で！」

（オイいらん事言うなアホかお前勘かん弁べんして下さいお願いします）

　もはや弁解の言葉すら出てこない櫻に、琴宮姉妹のトドメ。

「へぇ……二人きりの時だけの約束……」

「それってつまり、二人きりになる事があるんだ……」

「……守かみ垣がい内と先輩、鞄かばんを返して下さい」

「え？　あ、は、はい」

　強きよう靭じんなる精神力で琴宮姉妹のプレッシャーをはね除のけながら、櫻はようやく通学鞄をその手に取り戻した。そして冷静に口を開く。

「守垣内先輩。人の鞄を勝手に持って行ってはいけませんよ」

「あ、はい、ごめんなさい……」

　さっきのは奪うばわれた鞄を取り返そうとしていただけで、決して仲良く追いかけっこをしていた訳ではない、というさりげない状況説明のつもりでそんな事を口にしてみたが、琴宮姉妹には一切通じていないようで、視線の圧力はなおも櫻を蝕むしばみ続けた。

　その重圧に耐えかねて、先に動いたのは芽明だった。

「……あの……私、失礼しますね……その……なんだか、すみませんでした」

　言ってぺこぺこと頭を下げながら、その場からの逃亡を図る。

　そしてすれ違いざま、内緒話をするように手で口を隠しながら、櫻に向かって一言。

「また明日、二人の時にねっ」

（まる聞こえです芽明さん）

　その手は琴こと宮みや姉妹の視線や耳を遮さえぎるのとは逆の位置で、全く内緒になっていなかった。ワザとやってるだろこの女、と走り去る背中を睨にらみつける櫻さくら。するとその念が届いたのか、芽明めいあは自分の足につまずいて派手に転んでしまった。

「むぎゅっ」

　骨折した右手をかばい、左腕から地面に倒れ込む。その甲か斐いあって右手は無事だったが、左の肩口から突っ込んで地面に頰ほおずりする結果となってしまった。

　白いワンピースタイプの制服はスカートの丈たけがやや短めで、転んだ拍子に半分以上めくれてしまっている。男としての本能が雷光の速度で櫻の視線をそこに誘導したが、その目に入ったのは下着ではなかった。普段からよく転ぶ芽明は、いつ転んでスカートがめくれてもいいように、制服の下に三さん分ぶ丈のスパッツを穿はいていたのだ。

（……五〇デニール！）

　目算によるその数値に、櫻は驚きよう愕がくした。




　デニール、とは──

　主に女性が下着の上に身につける、ストッキング等のインナーウェアを構成している糸の太さを表す単位の名称で、九〇〇〇メートルで一グラムの重さを持つ糸を『一デニール』とする。二グラムなら二デニール、三グラムなら三デニールだ。

　以前櫻は学術的好奇心からストッキングやタイツ、スパッツ等のデニール数に関して調べた事があり、その時の知識に基づいて、芽明が穿いているスパッツが五〇デニール程度だと目測したのである。

　五〇デニールという数値はスパッツとしてはかなり薄手で、これはもう厚手のストッキングと同じくらいだ。八〇デニールもあると地じ肌はだが透ける事もなくなるのだが、五〇デニール程度では、形の良い臀でん部ぶに沿って引き伸ばされた部分に僅わずかずつではあるが格こう子し状の隙すき間まが出来、黒い布の表面に光こう沢たくのような白さがうっすらと浮かんでくる。その白さは当然、下着や素肌の色であって──

「ふんっ！」

「目が！」

　遙はるかチョップが櫻の両目をずびしと叩たたいた。

「全く、相あい上がみ君も男の子って事ね……守かみ垣がい内とさん、大丈夫？」

「あ、は、はい、すみません……」

　差し伸べられた遙の手を素直に取る芽明。

　遙にとって、芽明の存在はまだ位置付けが難しい状態だ。明あき芳よしが敵である事は間違いないのだが、その傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いを窘たしなめる様子のある芽明は、もしかしたら敵ではないのかもしれない……差し伸べた手の平にはそんな打算も多少乗せられていた事を否定出来ない。

「あの、ありがとうございました。失礼します……」

　恥ずかしそうに頰ほおを染めながら、芽明めいあはそそくさと逃げ去ってゆく。後には叩たたかれた両目を押さえて呻うめく櫻さくらと、それに冷めた視線を送る琴こと宮みや姉妹が残った。

　涙の滲にじむ目で芽明の背中を見送りながら、櫻は考える。

（……それにしても芽明のヤツ、明あき芳よしの絶対時間の反動とかじゃなくて、本当にドジっ子なんじゃないのか……？）

　その可能性を否定出来ない櫻の耳に、遙はるかのわざとらしい溜ため息が聞こえてきた。

「ショックだわ相あい上がみ君、私達というものがありながら……でも、相上君が守かみ垣がい内とさんの方がいいって言うなら仕方ないわね。辛つらいけど私達は身を引くわ……さ、帰るわよ彼方かなた」

　その嘆なげきが演技であるという事を隠そうともせず、遙はけろりとした表情で彼方の腕を引き、さっさと帰ってしまおうとする。だが当の彼方が足を止め、姉に抵抗した。

「あの、お姉ちゃん……私は、櫻君とお話があるから」

「え……」

　途と端たんに、遙の強気な双そう眸ぼうが不安そうに揺れる。

「い、一緒に帰らないの？」

「うん……ちょっと、大事な話なんだ」

「じゃあ、私も一緒に……」

「……ごめんね、ちょっと、お姉ちゃんにはまだ、話せない事で……」

　申し訳なさそうに顔を伏せた彼方に、それでもはっきりと拒絶の意を示され、遙は半ば八つ当たりのように櫻を睨にらみつけた。

（私の彼方を私の彼方を私の彼方を私の彼方を）

　芽明の時よりもよほど敵意と憎にくしみのこもった視線が櫻を突き刺す。

「……相上君はモテるから、他ほかの女の子との約束なんかで忙しいかもしれないけど、彼方のお話聞いてあげてくれるかしら」

「……もちろんですよ。他の女の子との約束なんてありませんが、先せん輩ぱいの頼みとあらば聞かない訳がないでしょう」

「流石さすがは相上君、女の子には誰だれにでも優やさしいのね。紳士だわぁ」

「嫌いやだなぁ先輩、俺おれの優しさは先輩にだけは特別仕様ですよ？」

「まぁ嬉うれしい。誰にでもそんな事言ってるんじゃないか、なんて疑ってごめんね？」

「こっちこそ、先輩以外の女性と仲良くして不安にさせてしまってすいませんでした」

「いえいえそんな」

「いやいやそんな」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

「はは、うはは、うはははははははははは」

（調子に乗るんじゃないわよこの女ったらしが）

（ぬけぬけとよく言ったもんだぜこのタヌキが）

　一時期はかなり近付いていたかのように思えた心の距離は、今やすっかり元に戻ってしまっていた。だがそんな二人を見ている彼方かなたの目には、以前のように暗い感情はあまり見受けられない。それどころか──

「はいはい二人とも……私の事忘れないでね？」

　などと平気で割って入れる程度には、素直な自己主張というものが出来るようになっていた。

「それで櫻さくら君、ちょっと、大事なお話があるんだけど……今から、いいかな？」

「ああ……じゃあ、どうする？　どっか寄ってくか？」

「えっと……もしよかったら、櫻君のおうちとか……だめ？」

　自分より少し高い位置からの窺うかがうような目線に、櫻は一いつ瞬しゆん考えて腕時計に目をやる。この時間であれば、父親はまだ一時間以上は帰らない。

「ああ、別に」

「だめです！　家で二人きりとか、お姉ちゃん許しませんよ！」

「ええっ？」

　予想外の方向からの突っ込みに、驚おどろきつつもどこか嬉うれしそうな彼方。自分の事を見てほしい、取り合ってほしいという欲求は、彼方の心に深く刻まれた傷のようなものだ。

「櫻君……お姉ちゃんがダメだって……どうする？」

　何かを期待する目でそう問うてくる彼方に微笑ほほえみを一つ。何を言えば彼方が喜ぶかは分かっているが、櫻はあえて違う事を口にする。

「大丈夫ですよ先せん輩ぱい、うちには人がいますから二人きりにはなりません」

「え……人って……お父さん……？」

　途と端たんに遙はるかの顔が心配そうに翳かげる。二人きりでないのは安心だが、そこにいるのが櫻の父親となれば別の意味で心配だ。

　櫻の父親、相あい上がみ豊ゆたかは、櫻に男女交際を固く禁じている。

　男女交際を禁じる、という青あお臭くさい言葉からは想像も出来ない程ほどに、固く。それはもはや呪のろいと言ってもいい。

　相上家の男は女を幸せに出来ない。相上の血には母殺しの呪いがかけられている。だから、女を愛するな。子を作るな。相上の血は、俺おれ達の代で終わらせる──それら父親の呪じゆ詛その数々を、遙は全すべて知っている訳ではない。だが、櫻が女性を愛する事を父親がひどく忌き避ひしているという事は、二ヶ月前に櫻との間であった出来事の中でなんとなく分かっていた。

　だから、彼方を家に連れて行くなど大丈夫だろうか……そう心配したのだが。

「いや、父さんはまだ帰ってきません」

「ああ、そう……え？　じゃあ……？」

　不安が払ふつ拭しよくされると、今度は疑問だ。家には人がいる。それは父親ではない。そして、櫻さくらには母親がいない。では一体誰だれが──そんな遙はるかの疑問を察した櫻は、少しだけ迷い、まぁ別に隠す事でもないかと正直に口にした。

「アザミと、その母親がうちにいるんですよ」

「アザミちゃんの……？」

「家が隣同士でして。うちには母親がいないし、アザミには父親がいないんで、毎日交代でお互いの家で一緒に飯食ったりしてるんです」

　実際にはその母親もアザミと血の繫つながりはないのだが、そこまでは事情がややこし過ぎるし言う意味もないので黙っておく。

「え……アザミちゃんって、お父さんいなかったんだ……」

「だからまぁ、互いの片親が互いの片親代わり、みたいな関係なんです……別に秘密って訳じゃないですけど、あまり言わないで下さいよ」

「それはもちろん、言ったりしないけど……」

　予期せず他人の家庭の事情を知ってしまうのはどことなく気まずいものだ。遙はそれ以上何も言えなくなってしまった。

　かくして、琴こと宮みや彼方かなたの相あい上がみ家訪問は唐とう突とつに決まったのである。




　　　　　五




『おいしーいのにねー豚ー肉♪　いい味してるのにねポーォク♪』

　彼方が初めて訪れた相上家の台所では、作詞作曲波は名な城しろ夕ゆう楓かによる豚肉の食肉的地位の低さに異を唱える歌『豚・肉』を夕楓とアザミが声を揃そろえて歌っていた。

『いざという時みんな食べるのは♪　やっぱ牛ー肉ー♪』

「夕楓さん、ただいま」

「あーお帰り櫻君……って、お？」

　手にしたボウルで卵を溶きながら台所から顔を出した夕楓は、櫻の背後に人影を認めて目を丸くした。

「あの……はじめまして、琴宮彼方といいます。お邪じや魔まします……」

「はいはい……櫻君の、えっとー……母親代わり？　の、波名城夕楓です」

「だって♪　豚って♪」

「少し不衛生でー♪　櫻君？」

「ちょっと用事があって、上がってもらう」

「だって♪　豚って♪」

「貧乏くさそおー♪　それはいいけど」

　戸惑いの目を櫻さくらに向ける夕ゆう楓か。櫻が家に女の子を連れてくるのはこれが初めてだ。だが豊ゆたかの事もあり、だれだれ彼女彼女？　などと気楽な雰ふん囲い気きには到とう底ていならなかった……のだが、それはそれとして、アザミの歌に律りち儀ぎに合いの手を入れながらだとどうにも緊張感に欠けた。ちなみにまな板の上では、目を見開いたアザミが持つ包丁の背によって豚のロース肉が滅めつ多た打ちにされている。今夜はトンカツらしい。

「階段上がって二番目の扉が俺おれの部屋だから、適当に座っててくれ。お茶持って行くから」

「あ、うん、お構いなく」

　促うながされ、夕楓にぺこりと頭を下げて彼方かなたは階段を上って行った。櫻としては、先に夕楓に説明しておくべき事がある。

「みんなっ肉じゃないかそおーだーろ♪」

「みんなっ♪　同じ仲間っだーろ♪」

　とりあえず、歌い終わるのを待つ。

『僕達は命を削けずってるのに♪　文句は♪　ゆーわないでよポークー♪』

　いつの間にか歌詞は豚視点の一人称に変わっている。誰だれが豚肉に文句を言っているのかは判然としないが、豚肉を愛する心が伝わってくると同時に、他ほかの生き物の命を頂いているのだという食に対する畏い敬けいの念が込められた良い歌だった。

「……誰？　彼女？」

　歌い終わった夕楓はボウルの卵をかしゃかしゃとかき混ぜながら櫻に顔を寄せる。

「違うよ、生徒会の関係者。次期役員の事で急な話があってさ」

　噓うそはついていない。前者に関しては副会長の妹という事で一応関係者だし、後者に関しては、まさにその話になるはずだと櫻は考えていた。

「ふぅん……ねぇ、分かってるとは思うけど、豊さんが帰る前には……」

「大丈夫、まだ一時間は帰らないだろ？　そんなにかからないから」

「ならいいけど……豊さんにバレちゃだめよ。酷ひどい事、言われるかもだから……」

　豊が櫻や自分自身に女性の影を近付けようとしない事を、長い付き合いで夕楓も分かっている。だからと言ってその思想に共感している訳では決してなく、むしろ櫻と同じように、なんとかしてその歪ゆがんだ妄もう想そうから豊を解き放ってやりたいと思っている。だがその術すべを見つけられず、こうして陰で苦悩しているのだ。

「うん、ありがと夕楓さん……ごめん」

「櫻君は何も悪くないんだから、謝らないの！　じゃあ、私は夕ご飯の準備で忙しいから、お茶は自分で持って行ってね」

「うん、ありがとう」

　もう一度礼を言う櫻の顔には、他では見られない年相応の自然な笑顔が浮かんでいる。櫻のそんな顔を見る事が出来るのは、夕ゆう楓かとアザミくらいのものだった。

　二人分のお茶をお盆に載せて部屋へ戻ると、彼方かなたが所在無さげに突っ立っていた。自分の他ほかにはアザミくらいしか入る事のない櫻さくらの部屋には来客用のテーブルやソファなどはなく、腰を下ろすとしたら勉強机の椅い子すかベッドの上くらいしかない。どちらも勝手に座るのは躊躇ためらわれるものだ。

「椅子、座れよ」

「あ、うん。ありがとう」

　流石さすがにベッドに座らせるよりはマシだろう。彼方が座るのを待ち、机の上にお茶を置く。

「悪いな。うち、コーヒーとか紅茶とか置いてなくてさ」

「ううん。私、お茶好きだよ。私もそういうの、あんまり飲まないから」

「そっか」

　小さく笑みを交わし合い、櫻は自分のお茶を持ってベッドに腰掛ける。そのまま中身を口に含むと同時、危うく噴き出してしまうところだった。

　ベッドに腰掛けた櫻の目線と、椅子に腰掛けた彼方の膝ひざの高さがちょうど一致している。

　穂ほ尾お付づき学園女子制服のスカートは基本的に膝上丈たけだ。それが椅子に座る事によって普段は決して見る事のない角度からの眺ながめがちょうど目の高さに来るとあっては、健全な高校生男子として流石に目のやり場に困る。

「……琴こと宮みや。やっぱりこっちに座ってもらっていいか」

　目線を逸そらしながら、自分の隣をぽんぽんと手で叩たたく。それを見た彼方は何を勘かん違ちがいしたのか、急に顔を赤らめた。

「えっ……い、いいの？」

　ベッドの上に異性と二人並んで座るというのは、櫻や彼方のように恋愛経験が少ないわりに興味と妄もう想そうだけは人並みにある少年少女には、次の段階へ進むためのステップのように思えてしまう時期があるものだ。

「いやっ、別に変な意味はないぞ!?　ただ、そこに座ると、その、目のやり場がな……」

「……あっ」

　言われてやっとその事に気付いた彼方は、すり合わせた膝に両手を載せてうつむいた。なんだか前にもこんな事があったような、二人してそんな既き視し感かんに襲おそわれる。

「悪い、本っ当にわざとじゃないんだ。それだけは信じてくれ」

　櫻の謝罪に、しかし彼方は話をさらに妙な方向へと展開させる。

「……さ……櫻君が見たいなら……いい、けど……」

「いや、見たくない！　絶対に見たくない！」

「そ、そんなに見たくない……？」

「……いや、違う。違うぞ。そういうのは、見えそうで見えないのがいいと言うか、見えないからこそいいと言うか、見えてしまったら台無しと言うか……」

　謎なぞの弁解をまくし立てる櫻さくらと彼方かなたの目が合う。頰ほおを真まっ赤かに染めた互いの顔に何も言えなくなり、二人してうつむいてしまう。

「……琴こと宮みや」

「……はい」

「やめよう。俺おれ達は今、少しおかしい」

「そうだね、そうかもしれないね」

　既き視し感かん。

「とにかく、こっち」

「うん……」

　促うながされるまま、櫻と並んでベッドに腰掛ける彼方。隣と言っても、その間にはもう一人座れそうな程ほどの間隔が空あいていたが。

　深呼吸して気持ちを落ち着ける。頭の中をリセットし、二人はようやく本題に入った。

「それで、何か話があるって？」

「うん。あの、お姉ちゃんに、色々聞いたんだけど……」

　何の話か、櫻には予想がついている。

「あの人……守かみ垣がい内と、明あき芳よしって人……能力者なんじゃないかな……」

　今現在、唯ゆい一いつミニッツ能力の情報を櫻と共有している人間。それが琴宮彼方だった。

　二ヶ月前。彼方は櫻の目の前で、自分の絶対時間を発動させた。それにより引き起こされた現象を沈静化するため、櫻も彼方の目の前で能力を使っているし、そもそも彼方の能力の事を把は握あくしているような事を言ってしまっている。

　流石さすがにごまかす事は出来ず、櫻は自分が名付けた『ミニッツ』という絶対時間を発動させるその能力の事を彼方に全すべて話していた。

　彼方の絶対時間の事は、本人にもよく分かっていなかった。ただ、心の中で『お母さん』と呼ぶと、一分間だけ返事が返ってくるのだ。それが本当に死んだ母親なのかは分からないし、歌う事で何な故ぜ大気中の二酸化炭素濃度が上昇するのか、という謎の答えも不明のままだった。

　反動はやはり、一分間他ほかの人間と会話する事が出来なくなる事。声が聞こえないというだけではなく、相手が喋しやべっているという事実が認識出来ないのだ。

　一分間の絶対時間を支配する、ミニッツ能力。その認識を櫻と共有した彼方が、明芳に関してその疑いを抱いだくのは当然の成り行きと言えた。

「やっぱり、そう思うか」

「うん……だって、絶対おかしいもん。お姉ちゃんと櫻君がいるのに、転校してきたばかりの人が生徒会長になるなんて、あり得ないよ」

「俺もそう思った。というか、実はその事に関してはある程度見えてるんだ」

「え、そうなの？」

「妹の、守かみ垣がい内と芽明めいあだよ。あいつから色々聞き出した」

「……そっか。それであんなに仲良くなってたんだ」

「いや、別に仲良くって訳じゃ」

「ふふ、分かってるよ」

　楽しそうに笑う彼方かなたには、本当の意味で、櫻さくらの思おも惑わくが分かっている。

　相手から情報を引き出すため。使いやすい駒こまとするため。相手を油断させて、信用させて、味方につける。それが櫻のやり方だという事を、彼方は理解している。かつて自分もそうやって籠ろう絡らくされた一人だからだ。

　もっとも、彼方の場合はそれを分かった上で、逆に櫻を利用していたのだが。

「それで、ある程度見えてるっていうのは……」

　ワルツの14番による勝負の事や、芽明との会話で分かった事。櫻はその全すべてを、時間をかけて丁てい寧ねいに彼方に伝える。ミニッツ能力に関して言えば、櫻と彼方はその事を共に考えるパートナーのような関係になっていた。

「……自分が幸運になる代わりに妹を不幸にする絶対時間なんて……そんなの、ずるいよ」

「確かにな。あいつの性格上、そんなもんノーリスクも同然だ……ただ」

「ただ？」

「それでも、それが分かってればやりようはある」

　にやり、と不敵な笑みを浮かべる櫻。それを見て、彼方もまた楽しそうに笑った。

「流石さすがは櫻君……もう何か作戦があるの？」

「まあな。妹の方と話してて思いついた。早速明日リベンジするつもりだ」

「何か、出来る事があったら言ってね」

　二人で共犯者の笑みを浮かべつつ、本日の会合はお開きとなった。お茶だけ飲んでしまい、茶ちや碗わんを持って階下へ下りる。

「マヨ・ネーズ♪」

「マヨ・ネーズ♪」

「マヨ・ネーズ♪」

「マヨ・ネーズ♪」

　台所では、夕ゆう楓かとアザミが夕飯の付け合わせを作っている。デュエットしているのは作詞作曲波は名な城しろ夕楓による万能調味料を讃たたえる歌『マヨ・ネーズ』だ。

「あなたは私の強い味方ー♪」

「野菜にかければーおっけい♪」

　トランス調だ。

「あの、お邪じや魔ましましたー」

「ああ、はいはい、ごめんね何のお構いも出来なくて。櫻さくら君、送ってあげなさいよ」

「ん、ちょっと行ってくる」

「ついでに牛乳買ってきてくれると嬉うれしいなー」

「了解」

「彼方かなた、ふんならな」

　ブロッコリーをぽきぽきと手た折おる手を止め、アザミが彼方に向かって小さく手を振る。彼方もにっこり笑って手を振り返した。

「ばいばいアザミちゃん。明日、一緒に学校行こうね」

「ね」

　一時期は非常に微妙な空気を醸かもし出していた二人だが、今となってはすっかり仲良しさんである。積極的に話したりはしないものの、用事があって櫻や遙はるかが一緒に帰れない時などは、二人で手を繫つないで帰ったりする事もあった。

　アザミが少しずつ他人に懐なついていく事に寂しいものを感じつつ、しかしそれ以上に安あん堵どと嬉しさも感じている櫻だった。




　玄関から出たところで、はたと櫻が立ち止まる。

「どうしたの？」

「……財布忘れた。ちょっと待っててくれ」

　彼方を送るついでに牛乳を買ってくるよう頼まれた櫻、財布を忘れて愉快になれる程ほど心にゆとりはない。ばたばたと靴くつを脱ぎ家の中へと戻っていく。

「…………」

　手持ち無ぶ沙さ汰たに体を揺らしながら、まだかなまだかな、と相あい上がみ家の玄関を見つめる彼方。

「うちに、何か用かな？」

　突然背中からかけられた声に、彼方は驚おどろいて叫んでしまうところだった。

　振り向いた先にいたのは、三〇代後半くらいの中年男性。その柔らかい表情の中に見知った面影を認めて、彼方はそれが櫻の父親であるとすぐに気付いた。

「あっ……」

　挨あい拶さつを、と思ったが、声が出ない。

　詳しくは知らない。しかし、櫻にとっての父親がどんな存在か、おおよそのところは聞いていた。それが、彼方にとっての父親とよく似ている事を知っていた。

　だから、声が出ない。無条件で、怖い。

「……まさか、君、うちの櫻の彼女とかじゃないよねぇ？」

　おどけた口調。とりあえず、その表情に暗いものは見受けられない。彼方が小さく首を横に振ると、豊ゆたかは安心したように笑った。

「そっか、いやそれならいいんだけどね。でももし君にそういう気があるなら、櫻さくらだけはやめておいた方がいいよ」

「え？」

「あいつは絶対、君を幸せには出来ないから。もしあいつと君が一緒になったとしたら、あいつはいつか君を殺すよ。そういう運命なんだ」

　笑顔のままに放たれた言葉が、彼方かなたの胸に突き刺さった。

「運命……？」

「まぁでも、心配しなくていいよ」

　かすれた声を絞り出す彼方に、豊ゆたかは「任せなさい」とでも言うように、親指で自分の胸をとんとんと指差す。

「もしそんな事になりそうだったら、その前にこの父が、責任持って櫻を殺すからね」

（この人、怖い）

　どうしようもなく、そう感じた。

（これが、櫻君にかけられた呪のろいなんだ）

　同じように父に呪われた彼方は、その怖さがよく分かる。

（そして、櫻君が解こうとしてる呪いなんだ）

　親が子にかける呪いは、無条件で強い。

　だが──

「……櫻君に、そんな酷ひどい事、言わないで下さい」

　その呪いは時として、赤の他人に不思議な力を付与する事がある。

「もし、櫻君にそんな事をしたら……私があなたを殺します」

　彼方はかつて、自分の絶対時間で、周囲の人間を無差別に人じん事じ不ふ省せいの重態に陥おとしいれようとした事がある。そうなるであろうと分かって、そうした事がある。

　無論彼方も積極的にそれを望んだ訳ではない。しかし、自分にとって大事な事のためならそれ以外はどうでもいいと切り捨ててしまえる、そんな狂気を彼方もまた孕はらんでいた。

　彼方の殺意をその身に受け、目を見張る豊。

「……君は、櫻の事を好いてくれてるんだね……」

　意外にも──豊は本当に嬉うれしそうにそう言って、彼方の頭にぽんと手を置いた。

「ありがとう……でも大丈夫。君がそんな事をする必要はないよ」

「え……」

　頭に載せられた手は、温かい。通じたのだろうか。分かってくれたのだろうか。

　否いな──そんなはずがない。

「櫻を殺したら、父親として俺おれも一緒に死ぬからね」

（知ってる。お父さんは、子供の話を聞いてくれない）

　涙が溢あふれそうになったその時、玄関が勢いよく開いた。

「あ、夕ゆう楓かさん。ただいま」

　出てきたのは何な故ぜか櫻さくらではなく夕楓だった。のほほんと帰宅の挨あい拶さつをする豊ゆたかに、夕楓は満面の笑みを浮かべて人差し指を立てる。

「豊さん、牛乳買ってきてくれる？」

「え？　ああ、別にいいけど。じゃあ荷物だけ置いて」

「いーから。行け。回れ右」

「はい」

　笑顔のまま、しかし有無を言わさぬ迫力で振られた指先に操られるように、豊は素直に反転する。そしてそのまま早歩きで去っていった。

　予想外の展開に涙も引っ込み、啞あ然ぜんと夕楓を見やる彼方かなた。夕楓は彼方に近付き、申し訳なさそうにその頭を撫なでた。

「ごめんね。怖かったでしょ。本当に悪いんだけど、この時間にはうちに来ない方がいいよ。いつもはまだ帰らない時間なんだけど、今日は多分、取引先から直帰とかだったのね」

「……あの……」

　声を出したが、後が続かない。そんな彼方の頭を、夕楓は優やさしく撫でる。

「今の事、櫻君には言わないでくれるかな」

「……櫻君は？」

「今、割れた卵の後始末させてる」

　櫻が財布を取りに部屋へ戻った後、夕楓は帰ってきた豊が彼方と何か言い合っているのを台所の窓から見た。その時櫻が二階から下りてくる足音がしたので、咄とつ嗟さに卵を一つわざと床に落として割った。その後始末を櫻に頼み、彼方にはもう少し待ってもらうよう言ってくる、と玄関から出てきたのである。

「どうして……？」

「優しい子だから。傷ついて、謝っちゃうから」

　夕楓の言う事が、彼方には分かる気がした。

　目的のためには手段を選ばず、平気で他人を利用する。

　そんな櫻の根っこにあるのは、もしかしたら優しさではないか。櫻に抱だき締められて泣いたあの日から、ずっと、そんな気がしていたのだ。

「……そう、ですね……櫻君、優しいから……」

　そう答えて少し寂しそうに笑った彼方を見て、夕楓は何故か眉まゆ根ねを寄せた。

「うーん……本当の櫻君が分かる女の子か……困ったな」

「え？」

「でもね、ダメよ。櫻君のお嫁さんはうちのアザミって決まってるんだから」

「え!?」

「なーんて、冗談よ冗談。先の事なんて、分かんないよね」

　おかしそうに手を振って呵か々かと笑う夕ゆう楓か。ころころとよく表情の変わる、魅み力りよく的な人だ。からかわれたにもかかわらず、彼方かなたは夕楓をどこか眩まぶしそうに見つめる。

　しかし、その明るい表情に、ふと翳かげが差した。

「でも……もしアザミじゃない誰だれかが櫻さくら君と結婚したら……その時は、私も豊ゆたかさんと……」

「え……？」

「んーん、なんでもない」

　言って笑った夕楓の顔に、先さき程ほどの翳かげりはもう残っていない。

　そしてジャストのタイミングで扉が開き、しかめっ面つらの櫻が顔を出した。

「夕楓さん、終わったよ。気ぃつけてよもう……」

「ごめんごめん、ありがとね。あ、それとね。やっぱ牛乳いいわ、買ってこなくて」

「ええ!?　わざわざ財布取ってきたのに……」

「ごめんねー、よく考えたら豊さんに頼んでたわ」

　片手を立てて謝りながら、夕楓は櫻から見えないように、彼方に向かって片目をつぶった。
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「おはよう！　アザミ様とその従者達！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

　今け朝さは櫻さくらとアザミ、遙はるかと彼方かなたの四人組での登校だ。そこに親衛隊の五人が加わり、計九人の大所帯となる。

「諸君、今朝もアザミ様の送迎ご苦労。ささアザミ様、こちらへ」

「先輩、人間輿こしはしばらく中止だって言ったじゃないですか」

　手を繫つないだアザミを親衛隊の方へと誘導する彦ひこ星ぼしに櫻が制止の声をかける。しかし彦星はそれを意に介さずにやりと笑った。

「ふっ、甘いな相あい上がみ君……君達！」

『アイ・サー！』

　彦星の号令で動き出す親衛隊。見ると確かに、そのフォーメーションはいつもの組体操のような輿とは違っている。基本形は四人が手を繫いで輪になったもので、その内三人は背中合わせで外向き、しんがりの一人だけが内を向いている円陣だ。

「アザミ様にはこの輪の中に入って頂き、周囲を彼らが守護しながら移動する。これならば不届き者が近付いてきても手も足も出せはしまい……名乗りませい！」

「東の青竜テンパー！」

「南の朱雀シチサン！」

「西の白虎イガグリ！」

「北の玄武カリアゲ！」

「名付けて、四し神しん聖せい獣じゆう守しゆ護ご方ほう陣じん！　我ら親衛隊一同、アザミ様の危機にただ指を咥くわえて見ているつもりなど、毛頭ありまー!?」

『せぬゆえー！』

　四匹の聖なる獣けものによるその守護方陣は極まった頼もしさを感じさせ、アザミは中央にてそれらを統とう括かつする黄ヒ龍コに肩車されている。その威い厳げん、その威容。櫻の体は高こう揚ように打ち震ふるえ、慄おののきに目を見開き、内なる声にて畏い敬けいの言葉を唱えた。

（これは……嫌いやがらせじゃないのか!?）

　彦星に肩車されたアザミが、神託を告げる巫み女このように厳おごそかに口を開く。

「かーーーごーめーかーごーめー」

『かーごのなーかのとーりぃはー』

　アザミの歌声にすかさず斉唱を重ねる親衛隊。そして方陣形態を維持したまま、櫻さくら達と同じ歩速でかさかさと移動を始めた。

（……アザミがいいなら、別にいいか……）

　人間輿こしを見慣れているはずの周囲の生徒達でさえ、今日の奇態を恐れて飛び退すさって距離を取る有様である。これならば確かに明あき芳よしも近付けまい。もはや達観の域に達しつつある眼まな差ざしでアザミの背中を見守りながら、櫻は頭を切り替えて遙はるかの方へと近付いた。

「琴こと宮みや先せん輩ぱい」

「相あい上がみ君……あれ、嫌いやがらせじゃないの？」

「……アザミは楽しいみたいなんで……」

「そ、そう……すごいわアザミちゃん……」

　手の甲で顎あごを拭ぬぐうという珍しくコミカルな仕草で遙は呟つぶやいた。隣を歩く彼方かなたも若じやつ干かん引きつった笑みで四し神しん聖せい獣じゆう守しゆ護ご方ほう陣じんを見送っている。

「まぁ、アレはアレでいいとして……先輩。今日、動きます」

「動く？」

「守かみ垣がい内と明芳です。あいつを叩たたきます」

　周囲の生徒には聞こえないように、顔を近付けて声を潜ひそめる。驚おどろきながらも如じよ才さいなくそれに倣ならう遙。

「もう何か摑つかんだの？」

「ええ。実は、守垣内の妹の方を取り込みました」

　それを聞いた遙の顔が、ゆっくりと笑顔になっていく。何な故ぜだろう、その笑顔が今の櫻には恐ろしい。

「……流石さすがは私の好きな相上君、溢あふれる魅み力りよくで女の子を落とすのが得意なのねぇ」

「……人のためを思って行動してると、いつの間にかそうなってるんですよねぇ」

　何故か冷や汗をトッピングした笑みの櫻の切り返しにはいつものキレがない。

「って、そういう話じゃないんですよ。まずですね……」

　遙はミニッツ能力や鬼おに火び憑つきの事を知らない。当然、彼方には何か妙な力があるのではないかと疑った事くらいはある。しかし、そう疑った後ですぐに「まさかね」と自分の発想を一笑に付す程度には、遙は常識人だった。

　櫻としても、能力の事を遙に明かすつもりはない。なので明芳のミニッツ能力に関する考察には言及せずに、芽明めいあの立場や作戦の概がい要ようのみを説明する。

　横でそれを聞いている彼方は、真実を知ってはいても無論何も言わない。遙の知らない秘密を櫻と共有している事が、彼方は少し嬉うれしかった。

　一通りの説明を聞き終えた遙はるかは、やはり完全には納なつ得とく出来ないようで難しい顔で眉まゆ根ねを寄せている。作戦の要かなめとなるミニッツ能力の事を省いている以上、それは止やむを得ない事だった。

「……なんだか、相あい上がみ君にしては随ずい分ぶん雑な作戦のように思えるけど……それ、そんなに上う手まくいくかしら？　まだ一日余裕があるし、もう少し煮に詰つめた方が……」

「いえ、絶対に上手くいきます。事情で今はまだ説明出来ない事もあるんですが……この作戦は、今日動くのが最良のタイミングなんです」

「そう……？　まぁ、相上君がそう言うんなら」

　意外にも素直に頷うなずいて引き下がる遙。もっと細かい説明を求められるかと身構えていた櫻さくらにとってはやや拍子抜けだった。

「とりあえず、妹の方がちゃんとやってくれれば、まず大丈夫です」

「妹さんの方は、心配ないの？」

「ええ。もしかしたら、俺おれが考えてるより良いい仕事をしてくれるかもしれませんよ」

「ふぅん。ならいいけど……で、私は何をすればいいの？」

「え？」

　遙の問いに、きょとんと目を丸くする櫻。その反応に遙も首を傾かしげる。

「なに？」

「いや……先せん輩ぱいの役目は、特にありませんけど……手伝ってくれるつもりだったんですか？」

　そう聞き返されて、ぱちぱちと目を瞬しばたたかせる遙。

　確かに先日、遙は櫻に言った。自分に出来る事なら何でも協力する、手が足りなかったら言ってくれ、と。だから遙は、櫻が芽明めいあに協力を依頼しておいて、自分には何もないなどという事は考えもしなかったのだ。

　打倒守かみ垣がい内と明あき芳よし。その目的遂すい行こうのため、てっきり櫻は自分を頼るものだと思っていた。自分が頼られなかった事ではなく、自分がそう思い込んでいた事が、何な故ぜだろう、遙はとてつもなく悔くやしかった。

「……別に、そういう訳じゃないけどっ」

　ぷい、とそっぽを向く遙。その仕草とほのかに赤く染まった頰ほおが意外にも可愛かわいらしく、櫻はついついからかいたくなってしまった。

「先輩……もしかして、拗すねてます？」
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　ぴたり、と遙の動きが止まる。そして、ぎぎぎ、というオノマトペが聞こえてきそうな動作で振り返ったその顔には、満面の笑みが浮かんでいた。

「ええ、私、相上君の事が大好きだから、今ものすごく腹が立ってるの……ちょっと、八つ当たりさせてもらってもいいかな……？」

　からかい方を間違えた、などと後こう悔かいしても後の祭りである。

「……わあ、先輩が妬やいてくれるなんて、すごく嬉うれしいなぁ……」

「ふんっ」

「目が！」

　遙はるかチョップが櫻さくらの両目をずびしと叩たたいた。

「こっちはこっちで動いてるけど……とりあえず、お手並み拝見といくわ」

「……とくとご覧らんあれ」

　手の平で両目を押さえながら、櫻が軽口を返す。

　その隣を櫻と手を繫つないで歩きながら、ずっと黙って二人の会話を聞いていた彼方かなたは、少しだけ遙に申し訳ない気持ちだった。何な故ぜなら、彼方は知っていたからだ。櫻が遙に語った作戦は、肝かん心じんな部分が全すべて噓うそだという事を。

　そして、そんな交こう錯さくする思おも惑わくには一切関かかわる事なく、無敵の四し神しん聖せい獣じゆう守しゆ護ご方ほう陣じんはかさかさと前進を続けていた。

「まーいまーいまーいまーい」

『まーいーむーべっさっそっ』

　歌声はいつの間にか開拓地で水を掘り当てた喜びの歌に変わっている。小刻みなステップを踏みながら器用に前進する守護方陣を呆あきれつつ眺ながめる櫻。

　その背中を、後ろから叩く手があった。

「いてっ」

「櫻さくら君、おっはよっ」

　振り向くと、そこには人懐なつっこい笑みを浮かべた茉まつ莉りが立っていた。

「茉莉先せん輩ぱい……」

「琴こと宮みやさんに妹さんもおはよう！　櫻君、この前はごめんね。あの時のあたしは忘れてねっ」

　妙に気まずい別れ方をしてしまってから、昨日は一度も顔を合わせていなかった。さて次に会う時はどんな顔をすれば、などと実は少し気にしていた櫻は、茉莉の普段と変わらない笑顔についつい安あん堵どの息を吐いてしまった。

「そしてアザミちゃーん！　おっはよー！」

「はよー」

　一方的に言うだけ言って、茉莉はアザミに大きく手を振りながら守しゆ護ご方ほう陣じんの方へと駆けて行く。彦ひこ星ぼしの肩の上で手を振り返すアザミに笑顔を見せると、一転小こ馬ば鹿かにしたような目つきで彦星を一いち瞥べつし、

「……相変わらずバカな事やってるのねこのハゲは」

「これはハゲでは、」

「うっさいばーか！　はーげはーげ！」

「相あいヶが瀬せ茉莉ぃぃぃぃぃいいいいい！」

　彦星に反論の暇いとますら与えず、まるで辻つじ斬ぎりのように逃げ去って行く茉莉。それは、平気な顔で櫻に話しかけてはみたものの、やはり少しだけ緊張していた茉莉の照れ隠し兼八つ当たりだった。そのダシにされた彦星が哀あわれではある。

　守護方陣に囲まれているため茉莉を追いかける事が出来ずに歯は嚙がみする彦星を見ながら、櫻は妙に上機嫌になっている自分に気付いて苦笑する。しかしその左手を繫つないだ先で再び彼方かなたがぶんむくれているのに気付き、慌あわてて口元を引き締めた。

　七月一一日、水曜日。第三期生徒会後期役員承認式まで、あと二日。
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　昼休み。内側から鍵かぎをかけた第三予備教室で二人きり、一つの机を挟はさんで座る影。

「櫻っ、次はミートボール！」

「…………」

　小さなピンク色の弁当箱から、小さなピンク色の箸はしで器用にミートボールをつまみ上げ、それを芽明めいあの口元へと運ぶ櫻。

「あーんっ。……うん、おいしい！　ご飯もご飯も～」

「……………………」

　言われるがままに、今度はのりたまの振られた白米を食べさせる。

「あーんっ。……やっぱり日本人はご飯だよね！」

「…………………………………………」

　櫻さくらが芽明めいあの従僕がごとくに振る舞っているのには、止やむを得ぬ事情がある。

　承認式が二日後に迫っている今、余分な時間はない。今日の放課後に打倒明あき芳よしのための作戦を実行するには、昼休みの内に芽明と打ち合わせをする必要があった。

　ついでに昼食を取りながらという話になり、二人で弁当を持って集まったのだが……弁当の包みを開けてみて、芽明が嘆なげきの声を上げた。

『フォークが入ってない！』

　芽明は今、利きき腕を骨折している。なので弁当にはフォークを入れてもらっているのだが、今日はうっかり箸はしを入れられてしまったと言うのだ。

　フォークならともかく、利き腕とは逆の手で箸を扱うのは至難の業わざである。

『これじゃあご飯が食べられない……』

　と、何かを訴えかけてくる小動物のような瞳ひとみに、『頼れる委員長』であるところの櫻が取るべき行動は一つしかなかったという訳だ。

　女物の箸で女性の口に食べ物を運び続けるという不本意な時間を乗り越えた櫻は、すでに疲れきったような顔で本題を切り出した。

「今日の放課後、お前の兄にい様さまを負かすための作戦を実行する。そのために、芽明にも協力してほしい事があるんだ」

「うん！　なんでもするよ！」

　左の拳こぶしを握り締め、勢い込んで頷うなずく芽明。よろしい、と櫻も一つこっくり。

「ゲームは一昨日おとといと同じ、ワルツの14番にする。ルールは覚えてるか？」

「うん」

「一昨日のゲームからして、芽明の兄様は即行で勝負を決めにきてる。乾いぬい先せん輩ぱいとの勝負でも俺おれとの勝負でも、自分の最初の子番で幸運が発動してただろ？」

「うん、そうだね。確かに今までも、兄様は最速で勝つ事がほとんどだよ」

「それを利用するんだ。例えば俺が親番で10を出すだろ。その後で兄様が手札を選ぶ訳だが、幸運が発動するとしたらこの時、俺が手札を出してから兄様が手札を出すまでの間になるはずだ。その幸運で、適当に選んだカードが偶然勝てるカードになる訳だな」

「うんうん」

　少し複雑になってくる説明にも芽明は遅れずついてくる。

「さて、じゃあそうやって幸運が発動して、兄様が10に勝てる４を『運良く』選んだとする。その後は手札を伏せてオープンになる訳だが、ここを、なんとかして引き延ばす」

「引き延ばす？」

「そうだ。世間話でもいいし、携帯にメールが来たとかでもいい。とにかく、オープンを保留するんだ。するとどうなる？」

「えっと……？」

　ここが今回の作戦の胆きもの一つだ。じっくりと間を取り、ゆっくりと言う。

「オープンする前に、反動が来る」

「そうなの……？」

「文献なんかで調べた結果、鬼おに火び憑つきが能力を使うと、一定時間が経過してから反動が来るって事がほぼ確定だ。だとすれば、兄にい様さまの能力が発動してカードを選んだ後、伏せたままでしばらくねばれば、オープンする前に反動が来る訳だ」

「うん……」

　それがミニッツ能力なら、絶対時間はちょうど一分間のはずだ。だがここは一定時間とぼかしておく。余計な情報は与えたくない。

「そうしたら、こっちが何かチョンボをする。例えば、手が滑すべった振りで手札の上に持ち札をばら撒まいて、どれが手札だったか分からないような状態にするんだ。それで一度ゲームを仕切り直す」

　芽明めいあの顔が、だんだんと真剣になってくる。その作戦の有用性が理解出来てきたのだ。

「……それで？」

「反動の後は、しばらく幸運が使えない。だから兄様はチェンジをしてくるはずだ。そうなったら次は兄様の親番になるから……」

「私が兄様の手札を覗のぞいて、それを櫻さくらに教えればいい……」

　最後は芽明が引き継いだ。理解の早い生徒に満足そうに頷うなずく櫻。

「そういう事だ。理解出来たか？」

「……すごい。すごいよ櫻！　頭良いい！」

　一いつ瞬しゆんの沈黙の後、芽明は目を輝かせて飛び跳はねた。

「ただ、芽明がまた痛い思いをする事になるが……」

「いいよ。もう慣れてるもん。それで兄様を負かせられるなら、我慢するよ」

　心苦しそうに言う櫻に、芽明はにっこりと笑って左手で右腕のギプスを撫なでた。大したものだ、と櫻はこの時ばかりは本気で感心する。

「何か質問は？」

　言われて芽明は考え込む素振りを見せる。握り拳こぶしを口元に当てて「うーん」と数秒、そのまま上うわ目め遣づかいでもごもごと口を開く。

「……でも、そもそも兄様が勝負に乗るかなぁ……？」

　確かに、それは懸け念ねん材料だ。というかそもそも、櫻がいきなり明あき芳よしに勝負を吹っかけても、基本的に明芳の方にはそれを受ける理由などないのだ。

　だが、当然の事ながらそれは検討済みである。

「そこは、乾いぬい先せん輩ぱいに協力してもらう」

　櫻さくらはにやりと笑った。




　櫻が図書館でやっと陣じん内ないの姿を見つけた時、昼休みはもう残り一五分だった。

「乾先輩」

「相あい上がみ……？　どうした」

「今日の放課後、守かみ垣がい内と明あき芳よしにリベンジします。乾先輩にも協力してほしいんです」

　時間がない事もあり、櫻は前置きも何もなく自分の考えた作戦を陣内に打ち明けた。陣内は黙ってそれに耳を傾ける。

「……という訳で、乾先輩は今日の放課後、鬼灯ほおずき先輩を連れて部室に来て下さい。そうすれば、あいつは鬼灯先輩を連れ戻しに来るはずです。そこでまた勝負を仕掛けてほしいんです」

「……その後は、お前の言った通りに、って事か」

「はい……どうですか？」

　遙はるかと同じように、陣内も数秒考え込む。

「……お前の作戦には、色々と不可解な部分があるが」

　遙と同様、陣内も当然ながらミニッツ能力や鬼おに火び憑つきの事を知らない。今回の作戦は明芳の絶対時間の性質を基もとに練られたものなので、そこを省いての説明だとどうしてもどこかで無理が生じてしまう。だが、その詳細を説明する事は出来ないというジレンマだった。

「事情があって、詳しくは説明出来ないんですが……今は、何も聞かずに協力してもらえませんか？　乾先輩の協力があれば、最終的には絶対に俺おれ達が勝ちます」

　その言葉を信じる根拠などない。だが、やられたままの現状は面白くないし、よもぎをあのまま明芳の下もとに置いておくのも気に入らない。かといって自分一人でいくら考えて動いても、あの得え体たいの知れない相手に勝てる気がしないのも事実だ。悪くはないか、と陣内は思う。

「……分かった」

　陣内の承しよう諾だくを受け、櫻は演技ではない安あん堵どの表情を浮かべた。この作戦は、自分と芽明めいあだけでは決して実行出来ないのだ。いや、実はまだ足りていない。

「じゃあすいません、時間がないんで次の話に入ります」

「まだ何かあるのか？」

「はい。この先は──鬼灯先輩の協力が必要です」
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　放課後。第二予備教室、つまり創作遊ゆう戯ぎ研究会部室。

　部屋の中には、珍しく創そう遊ゆう研けんメンバーが勢せい揃ぞろいしていた。

　珍しく、と言ってもそれはある程度必然だったと言える。陣じん内ないとよもぎは明あき芳よしとの勝負のために櫻さくらが呼んだのだし、この大事な勝負に遙はるかが顔を出さない訳がない。そして遙が来れば夏か凪なぎがついてくるのも分かりきった事で、要するに今日たまたまここに来たのは部長の田辺たなべ和かず貴たかのみという事でもあった。

　明芳がよもぎを取り戻しに来る（であろう）までの間、陣内がワルツの14番のルールを知らない面々に解説する。明芳との勝負云うん々ぬんは関係なく、それは創作遊ゆう戯ぎ研究会の活動としてなかなかの高評価を得ていた。

「うん、論理と心理のバランスが絶妙だね。面白そうだ」

「こういうゲーム作るのは乾いぬい君が得意よね」

「これ、思いついたきっかけとかあるんすか？」

　部活動らしくわいわいと活気付く室内。よもぎは基本的に喋しやべらないし陣内も必要以上には口を開かないが、それでも不思議と浮いたような印象はない。その輪から取り残されているのは、どちらかと言えば部員ではない櫻の方だった。

　そして櫻がほんの少しの疎そ外がい感かんに襲おそわれ始めた時、タイミングよく扉が開き、本日の主役がやって来た。

「ああ、やっぱりここにいたんだ、よもぎちゃん。困るよ、授業が終わったらすぐ僕のとこに来てくれないと。僕の身の回りの世話を頼んだでしょ？」

　相も変わらず身勝手な事を言ってのける明芳の後ろには打ち合わせ通り芽明めいあが控えており、さりげなく櫻に目め配くばせをする。

　作戦はすでに始まっている。まず動くのは陣内だ。

「よもぎは俺おれが連れてきた。お前は一人で帰れ」

「……またそれ？　分かったよ、じゃあまたゲームで決めよう？」

　自分が勝つという事に絶対の自信を持っている明芳は、面倒臭くさいけどさっさとやってしまった方が早い、とあっさり勝負を了承する。

「構わないが、お前は何を賭かける？」

「何って、よもぎちゃんでしょ？」

「それは俺とお前の賭けだ。お前はよもぎにも何か一つ賭ける必要がある」

　明芳は、陣内の言葉が本当に理解出来ずに首を傾かしげる。ちなみにこのあたりの台詞せりふも、全すべて櫻の作戦によるものだ。

「なんで？」

「よもぎ。お前、こいつと一緒に行きたいのか？」

「嫌いやです」

　よもぎが即答した。これまでならあり得ない事だ。もちろんこれも櫻の作戦である。

「は？」

　明あき芳よしの目が丸くなった。よもぎが自分の意思を示した事に、本気で驚おどろいたのだ。

「よもぎちゃん。今、なんて言ったの？」

「嫌いやです、と言いました」

　立場上なかなか言い辛づらい事のはずだが、平然とした顔でよもぎは言ってのける。それは別によもぎが演技力に長たけているとかそういう事ではなく、ただ単純にそれをどうこう思う程ほどの感受性が死んでしまっているというだけだ。

「分かったか？　お前は、よもぎを行かせたくない俺おれと一つ、行きたくないよもぎと一つ、それぞれ何かを賭かける必要がある」

「ふーん……いいよ。よもぎちゃん、何が欲しいの？　何か欲しいの？　よもぎちゃんが欲しがるものって、僕も興味あるなぁ」

　それに対するよもぎの答えも、やはり櫻さくらの書いた台本に沿っている。

「じんくんが勝ったら、私の質問に答えて下さい」

「……質問？　それだけ？」

「はい」

「なんだ。よもぎちゃんの質問なら、こんな事しなくても答えてあげるのに」

　当然ながらその質問とは、よもぎの個人的な質問ではあり得ない。生徒会長当選のため、明芳が一体何をしたのか。それを聞き出すための質問だ。

　よもぎのためという大義名分を掲げ、実際には櫻の目的を果たすための勝負。しかも、櫻自身は参戦しないためノーリスク。櫻の狡こう猾かつさが存分に発揮されている。

「みんなに約束して下さい。どんな質問でも、正直に答えると」

「ふーん？　いいよ、分かった。で、僕が勝ったらよもぎちゃんは僕に何をしてくれるの？」

　よもぎの台詞せりふはここまでだ。ここから先は、櫻が引き継ぐ。

「……生徒ポイントで、いいんじゃないですか？」

「生徒ポイント？　なんだっけそれ」

　案の定、首を傾かしげる明芳。生徒ポイントの事など知らず、生徒会長選挙に当選したのだ。

「学食で使えたり、投票で使えたりするポイントだよ……兄にい様さまが生徒会長になれたのも、生徒ポイントがたくさん集まったからなんだよ？」

「そうなの？　ふーん……よもぎちゃんはそれ、たくさん持ってるの？」

「……はい」

　よもぎが生徒ポイントを使ったのは、後にも先にも一度きり。第二期の生徒会役員選挙で、田辺たなべ和かず貴たかに全すべて投票したそれだけだ。以降はずっと、使い道もなく貯ためてある。

「じゃあ、僕が勝ったらよもぎちゃんの生徒ポイントをもらう。それでいい？」

「…………はい」

「待て。そんなのいい訳ないだろ」

　数秒の沈黙の後、力弱く頷うなずいたよもぎに被かぶせ、入ってきたのは陣じん内ないだ。

「今、よもぎちゃんがいいって言ったよ？」

「よもぎはお前に逆らえない。よもぎの事は全部お前が決めるんだろ？」

「うん、まぁね。だから、それでいいよね、よもぎちゃん？」

「……………………はい」

　先さき程ほどよりも長い沈黙の後、やはり小さく頷くよもぎ。

「よもぎ、お前本当にいいのか？　委員会活動とか真ま面じ目めにやってずっと貯ためてたんだろ？」

「…………………………………………」

　とうとうよもぎはうつむき、黙り込んでしまう。

「乾いぬい君、言ったでしょ、よもぎちゃんの事は僕達が決めてあげればいいんだよ。ねぇ、もう始めようよ。芽明めいあ、僕やり方覚えてないから。お願いね」

「あ……うん」

　明あき芳よし達のやり取りに戸惑いを見せつつも、芽明はまんまと明芳の真後ろに位置する。明芳の持ち札を覗のぞく事が出来、かつ櫻さくら達に身振り手振りでサインを送っても明芳には決して気付かれない位置だ。

　明芳の唯ゆい我が独どく尊そんな態度に溜ため息をつき、陣内も観念したように椅い子すに座った。

「……親番と子番、どっちがいい」

「どっちでも。早く終わる方」

「……なら、俺おれが親番だな」

　別にどちらが親でも子でも、ゲームが終わる早さに直接関かかわる訳ではない。しかし『早く勝って終われる方』であれば、それは最初の一枚で勝利する可能性のある子番だ。陣内は快く子番を譲ゆずった。作戦では、その方が都合が良いのだ。

「始めるぞ」

　まずは親である陣内の最初の一枚。今回の作戦では、この一枚はチョンボによって無効にするので何を出しても構わない。特に何も考えずに陣内は13を伏せる。

「芽明、僕はどうするの？」

「まず、オープンかチェンジを選ぶの」

「じゃあオープン」

　一昨日おとといと同じように、オープンとチェンジの違いも聞かずに即答する明芳。

「オープンなら、カードを一枚か二枚か三枚出すんだよ」

「じゃあこれ」

　やはり、どんなカードを出せばいいかの説明も聞かずに即決で一枚を伏せる。『親のカードと足して14になるカード』などという考えは、明芳の頭には全くない。

　本来なら親と子がカードを伏せた時点で即オープンする。だが、作戦によりここからしばらく時間を稼かせがなければならない。その目的は明あき芳よしの絶対時間が終わるのを待ち、幸運の加護を剝はぎ取る事だ。

　だが、その作戦を実行する当の陣じん内ないは『絶対時間』の事を知らない。なので、この作戦に一体何の意味があるのかを理解していない。櫻さくらは「流れを変えるため」などという苦しいこじつけをしたが、当然陣内は納なつ得とくなどしていない。

　それでも、陣内は作戦を遂すい行こうした。

　何が起きるのか、乗ってみるのも面白い。そう思ったのだ。

「相変わらずノータイムか。少しは考えたらどうだ？」

　手札をオープンせず、陣内は明芳に話しかけた。必要な時間稼ぎは最大で一分。ほんの少し会話を続ければそれで事足りる。

「必要ないよ。運命は僕に従うんだから」

　明芳もまた、オープンせずにまんまとその会話に乗ってきた。

「それ、この前も言ってたな。どういう事だ？」

「そのままの意味だよ。僕は考える必要なんてない。運命の方が僕に合わせてくれるんだ」

「はっ、そいつぁすごい。まるで──」

　陣内の言葉の途中、芽明めいあが、ふ、と窓の外に目をやった。

　瞬しゆん間かん。

「ぶにゃっ！」

　窓から飛び込んできたゴムボールが、芽明の鼻っ柱にぶつかった。

（反動！　よし、作戦開始！）

　すかさず櫻は脳内で一分間のカウントを開始し、陣内に合図を出した。

「うわ、やっべ！」

　外から男子生徒の声。軟らかいゴムボールだったから良かったものの、もしこれが硬球だったらと考えると、不運などという言葉では済ませられない。

　合図を受けた陣内は椅い子すから立ち上がりながら、手の中のカードをばらばらと手札の上に落とす。万事抜かりはない。

「危ねえな……お前、大丈夫か？」

「あ、はい……ゴムボールだったんで、平気です」

　少し赤くなった鼻をさすりながら、芽明は照れたように笑う。

「悪い、カードぶちまけちまった。やり直しだな」

　明芳の反応を待たず、陣内は散らばったカードを集めて仕切り直し、先さき程ほどと同じく13を伏せた。作戦が上う手まくいけば、ここで出すカードも何でもいいはずだった。

　明芳の背後では、芽明が緊張した面持ちで机の上を見守っている。芽明に不運が降りかかった今は反動で明芳が幸運を失っている時間帯のため、明芳はチェンジを選ぶはず。櫻は芽明にそう語った。

　果たして明あき芳よしは──

「オープン」

　その一言に、櫻さくら、陣じん内ない、芽明めいあ、三人が三人とも目を見張る。

　平然と、明芳は先さき程ほどと同じように適当に一枚を選んで伏せる。しかしそれは、先程とは違うカードだった。

　無言で手札をオープンする陣内。その数字は13。

　続いて明芳のオープンした手札は──

「なんで……っ！」

　１、だった。

「芽明、これどうなったの？」

「……13足す１は14だから……兄にい様さまの、勝ちだよ……」

「ね？　考えなくても、僕は勝つんだよ」

　それが当然なのだと、明芳は言う。それが運命なのだと。

「じゃあよもぎちゃん、おいで。また同じ事したら怒るからね」

「……はい」

「芽明も行くよ」

「え……あ、あの……」

　立ち尽くす芽明の横を明芳が通り過ぎる。従順にその後を追うよもぎの背中に、陣内がぽつりと小さな声で呟つぶやく。

「もう少し、待ってろ」

「はい」

　二人の間に、それ以上の言葉は交わされない。よもぎはもう振り返る事もなく明芳の後について行った。自分も追うべきか、留とどまるべきか。すがりつくような顔を櫻に向ける芽明。

「さく……相あい上がみさん、あの、私……」

「……なんでこうなる。あいつの幸運をなんとかする方法はないのか……？」

「あの、お願いです、信じて下さい！　私もふっ！」

　その時、窓から強い風が吹き込んだ。大きくはためいたカーテンに絡からみつかれ、それを振り払おうとした芽明はその場で大きくバランスを崩す。咄とつ嗟さに摑つかまったカーテンは根元からぶちぶちと音を立てて千切れ、尻しり餅もちをついた芽明の体をすっぽりと覆おおい隠した。

　その埃ほこりっぽさにげほげほとむせながら、今にも泣き出しそうな顔の芽明がカーテンを搔かき分け這はいずり出てくる。

「ふぇ……な、なんで……？」

　流石さすがに見ていられなくなり、芽明に手を差し伸べる櫻。

　櫻さくらの手に引き起こされながら、芽明めいあは戸惑った視線を櫻の顔と明あき芳よしの背に交互に向ける。

　絶対時間の発動後は、反動で芽明に不運が降りかかる。それがあのゴムボールだとしたら、その後の一分間は絶対時間は発動しない。その間に芽明の通しで勝負を決める計画だった。

　だが、実際にはゴムボールの後で明芳に幸運が起きた。その後、再び芽明に不運が起きた。これは一体どういう事だ？　私にも分かりません。目だけで会話する二人。

　否いな。

　この瞬しゆん間かん、櫻のミニッツ発動からすでに三〇秒が経過している。

　絶対時間は、今一体何が起きたのか、その全すべてを櫻に伝えていた。

「……とりあえず、今は行って下さい。また明日の昼休みに」

「うん……あの、ごめんなさいっ！」

　ぺこりと頭を下げ、芽明は明芳の後を追って走り出した。
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　明芳に負けた後、櫻は陣じん内ないを連れてそそくさと部室を去った。残る三人、遙はるかと夏か凪なぎと和かず貴たかが先さき程ほどの勝負を振り返っている。

「負けたね」

「負けましたね」

「負けたっすねぇ」

　三人とも、別にどちらが勝っても構わなかった。和貴は面白くなればそれでいいと思っているし、夏凪に至っては負けてしまえとまで思っていた。遙はどちらかと言えば櫻に勝ってもらった方が良かったのだが、負けても特に問題はなかった。

「アレはどう見る？」

「とりあえず、相あい上がみにとっちゃ全くノーリスクの卑ひ怯きようなやり方っすね。アイツらしい」

　悪意のたっぷり振りかけられた夏凪の発言に、遙は困ったような苦笑を浮かべる。

「相上君の事だから、これで終わりじゃないとは思うんですが」

「買い被かぶりっすよ。んなたいしたヤツじゃないですって」

　言いながらも、夏凪も遙と同じ予感を抱いだいている。和貴に至っては、おそらくここからが本番だとすら考えていた。

「どっちにしても、もう時間がないからね。こっちの動き方も考えとかないと」

「あと一日ありますから、もう少し様子を見てみましょう。でも夏凪君、アレはいつでも使えるようにしておいてね」

「大丈夫っすよ。今すぐにでもいけます」

　これは櫻の全く与あずかり知らぬ事だったのだが、実は遙の方でもすでに明芳を下す準備は万端整っていたのだ。三期連続で生徒会長を務めた和かず貴たかの人望と、夏か凪なぎの類たぐい稀まれなる情報収集能力を利用し、櫻さくらとは別の方法で再投票の実現に近付いていた。

　遙はるかの取った作戦は、地道にして有効なものだった。穂ほ尾お付づき学園の生徒は一クラスが約三〇人、それが一学年に二クラス、かける三学年で、合計二〇〇人にも満たない。その生徒数の少なさを利用し、夏凪と和貴に協力を頼み、ほぼ全校生徒から聞き取り調査を行ったのだ。

　三年は和貴。二年は遙。一年は夏凪。誰だれが誰に何票入れたのか、それを一人頭約六〇人、僅わずか三日で。和貴や遙がそれをそつなくこなしたのはともかく、基本的に他人と交流する事のない夏凪が、情報を集めているのが自分だと悟られる事なくそれをやってのけた事に遙も和貴も本気で驚おどろいた。自らの存在を隠いん蔽ぺいしつつ、他人を上う手まく操って情報を収集するそのテクニックには目を見張るものがあった。

　かくして遙の手元に完成したのは、生徒会役員選挙管理規則第五条第二項に基づく選挙投票の無効化、及び再投票を求めるための陳情書と署名の束だった。

「有効かどうか、怪しいとこだけどね……異常過ぎて」

「……それは、まぁ」

　地道な聞き取り調査の結果、発覚した異常な事実。それは、実に一〇〇人近い人間が、投票の際に生徒端末の操作を誤り、間違って守かみ垣がい内と明あき芳よしに投票していたという事だった。

　これにより明芳に流れ込んだ票は、生徒達の言葉を信じるなら二万票を軽く超える。俄にわかには信じがたい調査結果だ。

「自分でもちょっと、納なつ得とく出来ない部分はあるんですが……投票を強要されて口止めされてるとか、そんなのの方がまだありそうで」

「だとしても、結果は変わんないっすよ。署名は全部本物なんだから、こいつで選挙結果は無効に出来るはずっす」

「だとは思うんだけど……なんだか、気味が悪くて……」

　鬼おに火び憑つき。ミニッツ。絶対時間。

　それらを知らない者にとって、この現象は異常だ。

　それらを知らない者にとって、その現象はそれらを疑う最初のきっかけにもなり得る。

「流石さすがは鬼灯ほおずきの未来の当主、ってとこかな。支配者たるもの、その程度の幸運は身についてて当然なのかもしれない。羨うらやましい話だねぇ」

　和貴が、やや強引にそんな風に話を締めくくる。

　彼は、鬼火憑きの事を知っている。細部まで詳しい訳ではないが、鬼灯の家系に代々そういった人間がいる事は分家筋の耳にも入ってくる。

　しかし、それは口にしない。今はまだ、その時ではない。

「それも納得いかないんですよ。親同士が決めた許婚いいなずけなんて、鬼灯先せん輩ぱいがかわいそう……だって絶対、鬼灯先輩って乾いぬい君の事好きでしょ!?　どう思う夏凪君!?」

「俺おれは逆に、乾いぬい先せん輩ぱいが鬼灯ほおずき先輩の事好きなのかなーって思ってたっすけど」

「そう！　あの二人、絶対両想おもいなのよ！　守かみ垣がい内と君って何考えてるか分からないし、こう言ったらなんだけど女の子の事幸せにしてくれそうにないし……乾君がもうちょっと頑張ってくれないと……」

　あまり関係のないそっちの方にむしろ熱くなる遙はるか。そこはやはり女の子という事で、権力者の親に逆らい身分の差を越えて結ばれる、などという少女マンガチックな恋愛に憧あこがれを抱いだくようなところもあるのだった。

「まぁ、それはそれとして……先輩、ほんとにいいんすか？　相あい上がみのヤツなんか待たなくても、俺らだけでいけると思いますよ？」

　夏か凪なぎの言葉に、遙は頭を切り替えて向き直る。

　そして含むように、その顔に微笑を浮かべて言った。

「……相上君がやってくれるなら、その方がいいのよ」

　その発言の真意を、夏凪は理解している。

　理解してはいても、やはり気に入らない。それは好意ではないかもしれないが、ある意味で信頼である事に違いはなく、やはり特別扱いだ。

（相上櫻さくら、どこまでもうっとうしいヤツだ）

　そして、二ヶ月前の彼方かなたの事件と今回の明あき芳よしの事件で、夏凪の中には一つの疑念が湧わいている。異常な事態と、それに当然のように対応する櫻。

（アイツ……なんかおかしいよな……？）

　誰だれかがいつかそう考えるのは、時の必然とも言えた。
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　そして一方、こちらにも櫻を疑う人間が一人。

　相あいヶが瀬せ茉まつ莉りが部屋で一人、床に広げた複数の資料に目を通しながら難しい顔をしている。

　フローリングに直接腰を下ろし片かた膝ひざを立てる、という座り方は、タンクトップにホットパンツというあられもない格好とあいまって非常にはしたない。しかしそのラフな雰ふん囲い気きがまた、なんとも似合ってしまうのが茉莉という人間の魅み力りよくでもある。

　風呂上がりでまだ乾ききっていない髪の先からぽたりと落ちた雫しずくが資料を濡ぬらし、慌あわててそれを拭ぬぐう茉莉。下着の束そく縛ばくから解放されている豊満な胸が、その自由を満喫するかのようにやわらかく揺れた。

　茉莉を中心に放射状に広げられた資料はそれぞれ、様々な郷土史、鬼灯一族の過去の当主の手記、一般に公開されている家系図を含んだ沿革、そして複数人の個人情報。

「鬼灯一族の家系……守垣内君、琴こと宮みやさんの妹さん、そんでもって櫻君……」

　茉まつ莉りが口にするのは、鬼おに火び憑つきと疑わしき人物達だ。彼らが皆そうだと仮定して、何か共通点はないかと調べていたのだが。

「どう考えても……偶然じゃないよね、これ……」

　見つかったのだ。明らかな共通点が。

　しかし──

「……これはちょっと……突っ込みづらいなぁ……」

　それは、興味本位で触れてはいけない事だと良識が囁ささやく。

　ベッドに体を投げ出し、茉莉は盛大に憂ゆう鬱うつな溜ため息をついた。













　　　第五章　インビジブル
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　七月一二日、木曜日。

　いよいよ明日は第三期生徒会後期役員承認式。投票結果に異議申し立てをするための最後のチャンスである今日、櫻さくらと芽明めいあは再び第三予備教室にて秘密の会合を開いていた。

　本日の主役は小型のＩＣレコーダー。櫻が持参したそれに繫つながるイヤホンから聞こえてくる音声に、芽明は言葉を失なくしていた。




『僕が勝ったらよもぎちゃんの生徒ポイントをもらう。それでいい？』

『…………はい』

『待て。そんなのいい訳ないだろ』

『今、よもぎちゃんがいいって言ったよ？』

『よもぎはお前に逆らえない。よもぎの事は全部お前が決めるんだろ？』

『うん、まぁね。だから、それでいいよね、よもぎちゃん？』

『……………………はい』

『よもぎ、お前本当にいいのか？　委員会活動とか真ま面じ目めにやってずっと貯ためてたんだろ？』

『…………………………………………』

『乾いぬい君、言ったでしょ、よもぎちゃんの事は僕達が決めてあげればいいんだよ』




「保険のつもりだったんだが……これに頼る事になりそうだな」

　櫻は、昨日明あき芳よしと勝負した時の会話の一部始終を録音していたのだ。そこから不要な前後を切り取る事で、いかにも『明芳がよもぎを脅おどして生徒ポイントを奪うばおうとしている』と聞こえるような内容になっている。

「まさか負けるとは思ってなかったけどな……でもまぁ、備えあれば憂うれいなしだ。これがあれば、まだチャンスはある」

「……こんなの録とってたなんて……すごいよ櫻！」

　イヤホンを外した芽明は、数秒かけてその音声の有用性を認識した後、勢いよく顔を上げて櫻に笑顔を向けた。

　生徒会役員選挙管理規則第五条『選挙投票の無効化、及び再投票について』第三項。

『当選人員について、その資質に著いちじるしく欠ける要素、行為が認められた場合』

　この音声を証拠に告発すれば、それに該がい当とうする可能性は十分にある。

「……でも、これじゃあ決定的な証拠とは言えないんじゃないかな……」

　ただ芽明めいあの言う通り、この音声は証拠物件として酷ひどく危ういものであった。前後の会話がない事も不自然だし、かと言って前後の会話が入ると、よもぎの生徒ポイントを賭かけようと言い出したのが櫻さくらだという事がばれてしまう。明あき芳よしは当然その事実を主張するだろうし、そうなったら疑念が櫻自身に跳はね返ってくる危険性すらある。

　しかし櫻は、あっさりと首を縦に振った。

「そう、こいつは証拠としては役に立たない。だから、こいつはエサだ」

「……エサ？」

「そうだ。こいつを使って、守かみ垣がい内と明芳にもう一度勝負を挑む。それで、俺おれが勝ったら生徒会長を辞退してもらう」

　その言葉を吟ぎん味みする芽明。確かに、このまま告発という流れになるよりはその方がいいかもしれない。そして今度こそ決定的な勝敗を、と考える。

「……そうだね。こんなものがあるなら、兄にい様さまももう一度勝負に乗らざるを得ないかも……そうしたら、今度こそ私が兄様の手を覗のぞけばいいんだね！」

　ぐっと拳こぶしを握り締め、勢い込んで芽明は言う。しかし櫻はそれに対し、優やさしい顔でゆっくりと頭を横に振った。

「いや……芽明はもう、何もしなくていい」

「え……？」

　ギプスの巻かれた芽明の右腕に痛々しい視線を送り、櫻は眉まゆ根ねを寄せる。

「俺はまだ、考えが足りなかった……昨日の勝負、お前にぶつかったのがゴムボールだったのは、本当に不幸中の幸いだった。もしあれが硬球だったら、骨折どころの話じゃなかったかもしれないんだぞ」

　真しん摯しな表情で自分の身を案じる櫻に、芽明は驚おどろいて目を見開く。

「お前はもう、十分苦しんだ。これ以上手伝ってもらったら、また不運に見舞われて痛い思いをするだろ？　そんなの、俺が耐えられない」

「で、でも……」

「それに、一つ思いついた事がある。お前の兄貴の幸運は、お前が傍そばにいなければ発動しないんじゃないか？」

　実を言うと、昨日の明芳との勝負における最大の成果がその情報だった。

　明芳が幸運を得るには、その反動で不運となる芽明が明芳の傍にいる必要がある。明芳との勝負がついた直後に櫻は絶対時間を発動させ、心の声でその情報を得ていたのだ。

　自分もまた絶対時間の支配者である事は芽明に言っていないため、このように推測の形で口にするしかなかったが、それは櫻にとってすでに確定情報だった。

「そう、かな？　そうとは限らないよ？　それよりも、私が一緒に行って兄にい様さまの手を覗のぞかないと、櫻さくらが負けちゃうかも……」

「いや」

　食い下がろうとする芽明めいあに、櫻は頼もしい笑みで答える。

「作戦を考えたんだ。芽明がいなくても一〇〇％勝てる作戦だ」

「そ、それってどんな作戦？」

「今はまだ言えない。けど、安心してくれ。絶対に勝ってみせるから」

　自信満々の櫻に対し、芽明は戦場に向かう男にすがりつくかのような乙女の表情。

「私なら大丈夫だから！　私も一緒に行かせて！」

「……お前なら、そう言うと思ってた。でも駄だ目めだ。これ以上お前を犠ぎ牲せいにしたら、俺おれが俺を許せないんだ……だから、一人で行かせてくれ」

「櫻！」

　まるで一幕の芝しば居いのようなそのやり取りは、櫻が扉に手をかけて引き開け、そこから新たな役者が登場した事で終わりを告げた。

「俺を信じて、待っててくれ……琴こと宮みや、後は任せた」

「うん、櫻君」

　え？　と、芽明が顔を上げる。

　教室を出て行く櫻と入れ替わりに入ってきたのは、琴宮彼方かなただった。芽明は彼方とまともな面識がないため、唐とう突とつに現れた相手が誰だれなのかが分からない。

「あなたは……？」

「……生徒会副会長の琴宮遙はるかの妹で、彼方といいます……どうぞよろしく」

　儚はかない微笑で、彼方は小さく会え釈しやくする。遙の事は芽明にも分かる。ああ、あの時の……などと、吞のん気きに考えている場合ではない。一人で教室を出て行ってしまった櫻を早く追いかけなければ……芽明は手早く事情を説明し、彼方にどいてもらおうと考える。

「え、ああ、えっと……守かみ垣がい内と、芽明です。あの……」

　だが、彼方は芽明の言葉の先を聞かず、重ねるように口を開いた。

「……櫻君に、お願いされたんです。守垣内先せん輩ぱいを、ここで守っててくれって」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、言われた意味が理解出来ない。櫻が自分の身を案じてここに置いて行ったのはいいとして、こんなか弱い一年生の女子に自分を守らせるとは、どういう事だろう？

　しかし、これはチャンスだと芽明は瞬時に思考を切り替える。櫻相手に押し問答を繰り返すよりは、目の前の相手の方がよほど説得し易やすく見えたのだ。

「ねぇ、琴宮さん？」

　握った左手を胸に当て、まるで祈りを捧ささげる聖女のように、芽明は見る者の胸を打つ表情を浮かべる。お願い、そこを通して。私を行かせて……

　そんな言葉を発する前に、彼方かなたは後ろ手でかちりと教室のドアの鍵かぎを閉めた。

「……だめですよ、先せん輩ぱい……」

　その顔には、変わらず儚はかない微笑。だが、続く言葉がいきなり不ふ穏おんなものに変わる。

「ここは……絶対に通しません」

　弱々しい笑顔なのに、何な故ぜか妙に迫力を感じさせる。

　そして、次の言葉と同時に、芽明めいあの体を微かすかな違和感が襲おそう。

「ねえ、お母さん？」

　その発言の意味は、芽明には分からない。

　ただ、開け放たれた窓から吹き込んできた生ぬるい風が、無性に不快だった。

「……琴こと宮みやさん」

　理解不能な彼方の態度に不気味なものを感じつつ、芽明は説得を試みる。

「聞いて下さい。私は、相あい上がみさんと一緒に行かなければいけないんです。詳しくは言えないんですけど、相上さんは、私のために危険を冒そうとしてるんです。私と別行動すれば、私だけは危険な目に遭あわないからって……もちろん、相上さんが私の身を案じてくれているのは嬉うれしいですし、本当に感謝しています。でも、だからといって私の代わりに相上さんが危険な目に遭うなんて、私には耐えられないんです！」

　彼方に口を差し挟はさむ暇ひまも与えず、芽明はまくし立てる。

　よくは分からないが、この状況を任せるくらいなのだから目の前の相手が櫻さくらと特別な関係にある事は間違いないだろう。櫻に向ける好意も確かに感じ取れる。ならばこんな風に言えば、私よりも櫻の安全を優先して、私を外に出すかもしれない……

「お願いです琴宮さん……相上さんのために、私を、行かせて下さい……！」

　……などという芽明の考えは、完全に的外れだった。

　彼方は、駄だ々だっ子をどのように言い聞かせるか悩んでいるような目をしていた。

「ええと……守かみ垣がい内と先輩」

　混乱する芽明に、彼方は苦笑を向けて、言う。

「……櫻君は、そんな人じゃ、ないですよ？」

　何故だか急に息苦しくなったような、芽明はそんな気がした。




　　　　　二




　第二予備教室、創作遊ゆう戯ぎ研究会部室。

　今日もここには、創そう遊ゆう研けんのフルメンバーが集まっている。

　陣じん内ないとよもぎは当事者として。和かず貴たかと遙はるかは勝負の証人として。それぞれ櫻が呼び寄せたのだ。おまけに夏か凪なぎがついてきているのは、櫻さくらには心底どうでも良かった。

　一方、和かず貴たかと遙はるかと夏凪の三人にはこの勝負の決着を確認する必要があった。基本的には一切口を挟はさまずに見学しているだけだが、今回再び櫻が負けたなら、その時は例の署名を使ってアクションを起こさねばならない。

　そして、対たい峙じする守かみ垣がい内と明あき芳よし。今日は芽明めいあがいないので、その言動を窘たしなめる者はいない。

　ただしもちろん、味方もいないのだが。

「よもぎちゃん、どういう事？　今度は怒るって言ったよね？」

「俺おれが無理に連れてきたんですよ。鬼灯ほおずき先せん輩ぱいは悪くありません」

　さらりと言う櫻に、明芳が子供のようなふくれっ面つらを向ける。

「もう、いい加減にしてくれないかなぁ。今までの勝負、全部僕が勝ったでしょ？」

「そうですね、もう最後にしましょう。まず、これを聞いて下さい」

　なんの前置きもなく、櫻は例のＩＣレコーダーを差し出した。訝いぶかしげな顔でそのイヤホンを耳にはめた明芳の顔が、だんだんと不愉快そうに歪ゆがんでいく。

「……これが何？」

「これは、守垣内先輩が鬼灯先輩から、賭かけ事で生徒ポイントを奪うばった証拠ですよ。鬼灯先輩の生徒端末にも、ポイントの譲じよう渡と記録が残ってます。これを提出すれば、守垣内先輩は素行不良という事で、生徒会長の当選を取り消されるんです」

「えええ～？　そんなのズルイよ！　だってそれ、そっちから言ってきたんじゃん！」

　子供のような明芳の反論に、櫻は思わず苦笑してしまう。こんな相手に何を手こずってるんだ俺は……そういった自じ嘲ちようを含んだ苦笑だ。

「そうですね。このやり方はこっちがずるい。だから最後の勝負です。今度先輩が勝ったら、この録音は消して、もう二度と先輩の邪じや魔まはしません」

「……僕が負けたら？」

「その場合、先輩は今回の生徒会長当選を辞退して下さい」

「そんなの嫌いやだ」

「先輩に選せん択たく権けんはありませんよ。拒否するなら、この録音を証拠に先輩を告発するだけです。こんなもので名誉に傷をつけるより、止やむを得ない事情で自主的に辞退したって形の方が、先輩にとってもいいでしょう？」

「むー……」

　思い切りふてくされる明芳。櫻はさらに畳たたみ掛ける。

「本来ならこんな勝負なんてしなくても、さっさと告発して先輩を引き摺ずり下ろす事だって出来るんですよ？」

「じゃあ、なんでそうしないのさ」

「それは、こっちがずるい事をしたから、その分の譲歩です。ずるい事をして手に入れた証拠でいきなり告発なんて、ずる過ぎるでしょう？」

　よく言うぜペテン師が、と胸の内で吐き捨てたのは夏か凪なぎだ。

　この音声が告発の証拠としてどれだけ危ういものかは、少し考えればすぐに分かる。それに加え、賭かけ事で他ほかの生徒から生徒ポイントを奪うばうのは櫻さくらが日常的にやっている事でもある。なので、こういう形で告発してしまえば藪やぶをつついて蛇へびを出す事にもなりかねない。

　それを忌き避ひしているだけのくせに、あたかも自分が譲ゆずっているかのように語る櫻は、まさにペテン師だった。

「あーもう、分かったよ……やるよ。どうせ僕が勝つんだし……」

「そうですか。じゃあ、もう一つの条件を」

「まだ何かあるのぉ？」

「当然ですよ。今言った通り、この勝負は今のところ先せん輩ぱいにしか得がないんです。だから何か一つ、こっちにもメリットがないと」

　ずるい事をした分の譲じよう歩ほが聞いて呆あきれる。よくもまぁぬけぬけと言えたものだ、と夏凪に限らず思うのだが、明あき芳よしの口からはそんな疑念は出てこない。

「メリットって？」

「そうですね、やっぱり……」

　そこで櫻は視線を巡らせる。

「鬼灯ほおずき先輩ですね」

「よもぎちゃん？」

「はい」

　名前を呼ばれたよもぎは、驚おどろいた様子も見せずに櫻を見返す。驚くという程ほどの感受性がないのか、それとも実際は驚いているのに表に出ないだけか。それはよもぎ以外には……否いな、よもぎ本人にも、分からない事だった。

「俺おれは、鬼灯の家の事はよく知らないし、お二人の関係もよく分かりません。でも、鬼灯先輩を所有物みたいに扱うのは、やめて下さい」

「別に、そんなつもりないけど……」

「本人にそんなつもりがなくても、他人にとってはそう思える事があるんですよ」

　基本的に、今櫻が口にしているのは演出用の美び辞じ麗れい句くだ。だが、その言葉にだけは、少しの実感がこもってしまった。

「難しい事じゃない。鬼灯先輩の事を、守かみ垣がい内と先輩が決めないようにすればいいんですよ。鬼灯先輩に自分で決めさせるようにすればいいんです」

「よもぎちゃんが、自分で？」

　夢にも思った事がない、そんな完全に想定外な事を聞かされたように、明芳は目を丸くしてよもぎを見る。

「よもぎちゃん、自分の事、自分で決められるの？」

「……………………」

　よもぎは答えない。答える事が出来ない。

　自分の事を自分で決める。それは、自分の人生には最も縁遠い事のはずだ。

　学校。就職。結婚。出産。死。その全すべてを他人の手によって決められている自分が、自分で決められる事などあるのだろうか？

　自分で決めていい事など、あるのだろうか？

　分からない。よもぎにはまだ分からない。

　それでも。

　不意に、よもぎは頭の上に温かさを感じた。

　陣じん内ないの手の平が、頭に載せられている。

　きっと、その手が重たかったせいなのだろう。よもぎは後で思う。

　こくんと、いつの間にか、小さく頷うなずいていた。

「……そう。よもぎちゃんがちゃんと自分で決められるんなら、いいんだけどね」

　意外にも、明あき芳よしのその発言には皮肉や挑発の意図は込められていなかった。

　櫻さくらがよもぎの事を引き合いに出したのは、何も本当によもぎを思いやっての事ではない。もちろんそれが欠片かけらもない訳ではないが、そうする事でその場にいる人間達の好感度を上げるのが何よりの狙ねらいだった。

　とは言え……櫻からすればこれまで腹が立つ程ほど自己主張というものをしてこなかったよもぎが、確かに小さく頷いたのを見れば、櫻の心にも温かいものが湧わいてくる。そして櫻の涙るい腺せんは、そういうものにめっぽう弱い。

（あ、やべ、こんなとこでおい）

　いくらなんでもこの大人数の中、無様に泣いてしまう事だけは避けなければならない。さりげなく顔をうつむける櫻。今はまだ視線がよもぎ達に集中しているが、この状況下ではまたすぐに注目を浴びる事となる。それまでになんとかしなければ──

　そんな櫻を、よもぎだけが見ていた。

　感情というもの、人に抱いだく気持ちというものを、よもぎはもうあまり覚えていない。

　それでも、自分が今櫻に伝えたいと思っている何かは、言葉にするなら『感謝』になるのだろう、と思った。

　さっき櫻が言った事は、言ってくれた事は、自分にとって何かとてもいい事のような、そんな予感がしたのだ。

　だから、よもぎは決めた。

　よくは分からない。だが、今何な故ぜか櫻は困っている。

　役に立てるかは分からない。だが、皆の視線を自分に集め、櫻から注意を逸そらさせる事くらいは出来ると思った。

「あっくん」

「なに？」

「私と、勝負して下さい」

　唐とう突とつなよもぎの挑戦に、櫻さくらの涙が一気に引いた。

「よもぎちゃんと？　別にいいけど」

「ま、待って下さい！　勝負するのは俺おれです。鬼灯ほおずき先せん輩ぱいがそんな事をする必要はありません」

　今ここでよもぎに出張られては、櫻の計画が台無しだ。よもぎが明あき芳よしに一〇〇％勝てるというのであればいいが、当然ながらそんな訳がない。

「でも」

「大丈夫です。俺に任せて下さい」

　というか、任せてもらわねば困る。よもぎを説得するために真しん摯しな表情で訴える櫻。

　そこへさらに横やりの声。

「待て。俺がやる」

「乾いぬい先輩!?」

「そいつには負けっぱなしだからな。借りを返しておきたい」

「先輩……」

　陣じん内ないの啖たん呵かに心打たれているような顔をしながら、実際には舌打ちしそうになるのをかろうじて我慢した櫻だった。

（冗談じゃない……負けたらどうするんだ。確かに鬼灯先輩は計算が必要なゲームには相当強いし、乾先輩は人の心理を読むのが得意だ。それに、明芳の幸運は芽明めいあが傍そばにいないと発動しない……かといって、任せる訳にいかないだろ、一〇〇％勝てるのでない限り。俺なら最悪、ミニッツを使えばいいが……）

　その時ふと、櫻の頭に妙案が閃ひらめいた。

「……だったら、全員で勝負しますか？」

「え？」

「ワルツの14番は、四人で出来るじゃないですか」

「……流石さすがに、それは」

　陣内が言い淀よどむ。このゲームのルール上、三対一という構図はあまりにも悪質だ。

　だが、明芳はただ少しだけ面倒臭くさそうに、投げやりに頷うなずいた。

「なんでもいいよ。やるなら早くしようよ」

　相も変わらず自分の勝利を欠片かけらも疑っていない様子の明芳に、陣内が眉まゆを顰ひそめる。それがどれだけ不利な事なのか分からないのか、それともどれだけ不利だろうと関係ないとでも言うのか。その反応を予想していた櫻は、明芳の逃げ道を塞ふさぐように念を押す。

「……本当に、いいんですね？」

「うん、いいよ。どうせ運命は僕に従うんだから」

　果たしてそうかな──と、櫻さくらは内心で黒い笑みを浮かべる。

「じゃあ、芽明めいあを連れてこなきゃね」

「いえ、連れてこなくていいでしょう。すぐに始めましょうよ」

　間髪入れずに言い返した櫻に、明あき芳よしの表情が強こわ張ばった。

「……どうして？　別に芽明がいたっていいでしょ？」

「先せん輩ぱいこそ、どうしてですか？　別に妹さんがいなくてもいいでしょう？」

　無言で睨にらみ合う櫻と明芳。それは櫻に、芽明がいなければ明芳の幸運は発動しないという事を確信させた。

「……僕、あんまりルール覚えてないから。芽明がいないと」

「それなら、ルールを書いた紙がありますよ。分からなければきちんと説明します」

「……………………」

　渋しぶい顔をする明芳。生ぬるい笑みを浮かべる櫻。ここで芽明を呼びに行かせる訳にはいかない。引く様子のない櫻の目に、明芳は嘆たん息そくした。

「……分かったよ。でも、三対一は流石さすがになしだよ。せめて一対一を三回やって、先に二回勝てば勝ち、って事にしてよ」

　ついに明芳が、自分の意見を曲げた。それはつまり、芽明がいない事による不利を認めたという事でもあった。

（よし……！　やっとここまで降りてきやがったな、神様もどきめ）

「……そうですね。三対一は、流石に先輩に勝ち目がなさ過ぎる。いいですよそれで」

　譲ゆずった風になっているが、これは最初から櫻が持ち込もうとしていた形だ。無論三対一なら問答無用で明芳を下す事が出来ただろうが、いくらなんでもそのやり方は非道過ぎだ。それで勝ったとしても、卑ひ怯きよう者もののレッテルを貼はられるだけである。

　もっとも──ギャラリーのほとんどは、そんな櫻の思おも惑わくを見抜いているのだが。

「じゃあ、順番は……鬼灯ほおずき先輩、乾いぬい先輩、俺って事で……いいですか？」

「はい」

「ああ」

（絶対時間の幸運がない明芳の実力は未知数だ……だが幸運さえなければ、まさか二連敗という事はないだろう。そうして鬼灯先輩と乾先輩との二戦をじっくり観察して、明芳の実力やクセを見抜き、最終戦で俺が勝つ。万が一にも二連敗しそうな時は、数の多た寡かを利用したイカサマで一勝すればいい……）

　よもぎが勝負すると言い出した時は若じやつ干かん焦あせった櫻だったが、話がまとまってみればむしろこの方がいいかもしれないとすら思える形だった。

「子は合計14を出せば勝ちで、ペアを出したら負けなんだよね？」

　ルールをろくに聞かず芽明めいあ任せだった明あき芳よしでも、都合三戦もしていれば基本中の基本くらいは覚えているらしい、と明芳の確認に頷うなずく櫻さくら。しかし残りの細かいルールの確認は一切せず、まずは明芳とよもぎが勝負の席に着いた。




「始めます」

　第一ターン、前半戦。

　親番のよもぎが伏せた手札に対し、子番の明芳はいきなりオープンを宣言。

　一いつ瞬しゆん、櫻の臓ぞう腑ふがひやりと竦すくむ。

（オープンした……？　まさか、また一発で14になったりしないだろうな……？）

　芽明が傍そばにいなければ、明芳の幸運は発動しない。しないはずだ。櫻は二人のオープンを固かた唾ずを吞のんで見守る。

　よもぎの手札は７。明芳の手札は……11だった。微かすかに眉まゆを顰ひそめる明芳。

（よしっ！　やっぱりだ、今明芳に幸運は発動してないっ！）

　それは、今回明芳に勝利するための絶対条件だ。櫻は快かい哉さいを叫びたい気持ちをぐっと抑え、強く両りよう拳こぶしを握り締めた。ここからが本番だ。

（７は親番での最強カード。鬼灯ほおずき先せん輩ぱい、堅実にいったわね）

（それに対していきなりオープン。相変わらずめちゃくちゃっすね）

　遙はるかと夏か凪なぎが小声で感想を交わしている。よもぎの７は、子が７を出した場合に合計14でもありペアでもある、勝利と敗北の両方の条件を同時に満たす特別な数字だ。この場合は特例でペアが優先され子の負けと決まっているため、子が親番の７に勝つには、２と５、３と４などの同時出しをするしかない。

　一方、明芳の切った11のように高い数字はこのゲームにおいて比較的不要で、序盤に切られやすいカードだ。もしよもぎが初手で切っていれば、その時点で明芳はペアで負けていた。リスクの高い切り方と言える。

　第一ターン、後半戦。

　今までになく悩んだ様子で親番の明芳が伏せた手札に対し、子番のよもぎはチェンジを宣言。

　明芳の手札は12。ここは順当な展開となった。

　第二ターン、前半戦。親番のよもぎの手札に対し、明芳は再びオープンを宣言。

　よもぎの手札は６、明芳の手札は13。

（11、12ときて、次が13。胡う散さん臭くさい切り方だな……）

（というか、なんで連続オープンなんでしょうね）

　陣じん内ないと櫻も、明芳の切り筋を理解しきれないでいる。序盤からオープンを繰り返すのは、親番で持ち札がなくなれば勝利となる『ゼロ勝ち』狙ねらいとしてあり得ない戦法ではないが、あまり効果的なものだとは櫻さくらは思っていない。ゼロ勝ちを狙ねらうなら相手より一枚少ないくらいが理想的で、それも中盤あたりから減らしていくのが定じよう石せきのはずだ。

（こいつ……やっぱり、あまりこのゲームを理解してない？）

　櫻の疑念をよそに、対戦は粛しゆく々しゆくと進む。

　第二ターン、後半戦。親番の明あき芳よしが伏せた手札に対し、よもぎはやはりチェンジを宣言。

　明芳の手札は、８。

（８を切った？）

　その切り方を見て、櫻の脳裏にとある可能性が浮かんだ。

　よもぎがすでに６を捨てているため、明芳が親番で８を切ると一枚出しでは合計14にならない、いわゆる『安全札』となる。基本的に、親番では合計14にされないように、子番では親とペアになる数字を出さないように、相手の捨て札を見て安全札を切っていくのは当然だ。

　ただし、ある特定のカードに関しては例外だと、櫻は考える。

　それは、１、２、４、８の四枚。

　このゲームは、その四枚を除いた残りの九枚から先に切っていくべきなのだ。

　では、何な故ぜ１、２、４、８を残すべきか？

　その根拠は、子がオープンする時は三枚まで同時に出せる、というルールにある。

　このゲームは、親の出した一枚のカードの数字に対し、子が最大三枚までのカードを出し、親と子の数字の合計が14になれば子の勝ちとなる。

　親の出せるカードは一度につき一枚。つまり、１～13の範囲でしかない。

　ならば子は、１～13の数が出せれば、親が何を出してきても勝てる可能性があるという事だ。

　そして、１、２、４、８という四つの数字があれば、最大三つの組み合わせで１～13の数字が全すべて作れるのである。




　１……１

　２……２

　３……１＋２

　４……４

　５……１＋４

　６……２＋４

　７……１＋２＋４

　８……８

　９……１＋８

　10……２＋８

　11……１＋２＋８

　12……４＋８

　13……１＋４＋８




　斯かくの如ごとく。

　１、２、４、８の四枚さえ残しておけば、親が何を出してきても対応出来るのだ。

　だから、その四枚は最後まで取っておく。それが櫻さくらの考えだ。

　にもかかわらず、明あき芳よしはすでに８を切った。それはつまり。

（こいつ……それに気付いてない！）

　櫻は思わず笑い出しそうになるのを堪こらえるのに必死だった。

（思った通りだ。守かみ垣がい内と明芳、絶対時間さえ封じてしまえばただの雑ざ魚こじゃないか。これなら俺おれが出張らなくても、鬼灯ほおずき先せん輩ぱいと乾いぬい先輩で二連勝するかもな）

　よもぎも陣じん内ないも、ゲームによっては櫻でも勝てない実力の持ち主だ。この程度の相手に負けはしないだろう。この先は楽しんで観戦出来そうだ、と気を緩ゆるめる櫻。

　第三ターン、前半戦。親番のよもぎが伏せた手札に対し、明芳はやはりオープンを宣言。

　よもぎの手札は３、明芳の手札は６。

　よもぎは明芳がすでに11を捨てているため、一枚出しでは14にならない安全札の３を。明芳はよもぎが６を捨てているため、今度は決してペアにならない子番の安全札である６を。それぞれ順当に切った形となる。

（どうしてオープンし続けるのかしら……？）

（ゼロ勝ち狙ねらいならインビジブルしないと意味ないっすよね）

　遙はるかと夏か凪なぎも、やはり櫻達と同じ疑問を抱いだく。

　夏凪の言う通り、ゼロ勝ち戦法を有効にするには『インビジブル』の宣言が絶対条件だ。

　親は子がチェンジを宣言した場合に限り、ゲーム中に一度だけインビジブルを宣言し、捨て札を伏せたままにする事が出来る。これをしておかないと、持ち札が残り一枚になった時に捨て札からそれが何なのか分かってしまう。もし明芳がゼロ勝ち狙いだとするならば、二回あったインビジブルのチャンスを逃しているのは不可解だ。

　首を捻ひねる二人の隣で、和かず貴たかが何も言わずに勝負の行ゆく方えを見守っている。

　第三ターン、後半戦。親番の明芳が伏せた手札に対し、よもぎはチェンジを宣言。

　明芳の手札は10。

（やはりインビジブルはなし。そして10か……７かと思ったが……）

　親番の安全札がなくなった明芳が何を切るか。安全を重視するなら親番最強の７のはずだが、しかし自分もここは10を切るかもしれない、と陣内は考える。何な故ぜなら、４は最後の四枚なのでよもぎが４でオープンしてくる可能性はほぼゼロと予測出来るからだ。

　さて、明芳の親番が流れ、明芳の捨て札は三ターンで六枚にもなっていた。

（……ん？）

　最初に気付いたのは、櫻さくらだった。

　このゲームは、基本的に捨て札の並べ方は特に定められていない。が、麻雀マージヤンなどと同じように、自然と捨てた順に左から並べる事が多い。

　だが、明あき芳よしは自分の捨て札を、綺き麗れいに数字の順に並べているのだ。

（ああやって捨てれば確かに見やすい事は見やすいが……あんな捨て方してたら、インビジブルした時どうするんだ……？）

　インビジブルは、本来なら開いて捨てるカードを伏せる事でそれがなんの数字か分からなくする事が目的だ。しかしこんな風に数字の順に置いていては、伏せても何の意味もない。

　何な故ぜ明芳がそんな捨て方をするのか。その理由は、このしばらく後で分かる事となる。

　第四ターン、前半戦。親番のよもぎが伏せた手札に対し、明芳はオープンを宣言。

　よもぎの手札は13、明芳の手札は３。

　明芳が３を切ったのは、よもぎが３を捨てているからだ。ではよもぎが13を切った理由は？

（鬼灯ほおずき先せん輩ぱい、確認しに行ったな）

　櫻はよもぎの選せん択たくを評価する。今の一手は今後の戦況を左右する重要なものだ。

　よもぎが13を捨てたという事は、明芳にとって親番の１が安全札になるという事だ。しかし１は終盤に同時出しの最重要な材料となるカードでもある。

　明芳が攻撃を捨ててでも防御を採とるのか。よもぎの13はそれを見極めるためのものだった。

　第四ターン、後半戦。親番の明芳が伏せた手札に対し、よもぎはチェンジを宣言。

　そして、明芳が開いた手札は、１だった。

（１を切った！）

（完全に安全策っすね。徹底してる）

　遙はるかと夏か凪なぎが囁ささやく。１を切るという事は、彼らにとってそうと判断するに足る程ほどの事だ。それは櫻にとっても同じ事で、いくら最後の四枚に気付いていないとは言え、ここで１を切る理由などそれ以外に見当たらなかった。

（でも、だったらどうしてまだインビジブルをしない……？）

　疑問の答えは出ないまま、勝負は進む。

　第五ターン、前半戦。親番のよもぎが伏せた手札に対し、明芳はオープンを宣言。

　よもぎの手札は11、明芳の手札は７。よもぎがすでに７を捨てているとはいえ、子番で７の一枚出しという完全に無意味な切り方が、明芳の安全策をより決定的なものに見せる。

　続く第五ターン、後半戦。

「……あれ？」

　親番の手札を伏せようとしていた明芳が、ぴたりとその手を止めた。櫻達が目を向けると、何やら眉まゆ根ねを寄せて考え込んでいる。

「……どうかしましたか？」

　問いかけるよもぎに、明あき芳よしはなおもしばらく考え込んだ後、真剣な表情で口を開く。

「ねぇよもぎちゃん、これさぁ……このままカードが減っていったら、最後の一枚が何かって分かっちゃうよね？」

「はい」

「…………だよねぇ」

　深刻な顔で呟つぶやき、再び沈黙する明芳。

（何を今いま更さら。それを防ぐためのインビジブルだろ……って、まさかこいつ……？）

　唐とう突とつに櫻さくらはとある可能性を思いつき、信じられない思いで問いかける。

「あの……インビジブルのルールは、分かってますか？」

「いんびじぶる？」

（マジかよ……）

　少女のようにきょとんとした顔で首を傾かしげる明芳。妙に様になっているのが不愉快だがそれはそれとして、これで明芳の奇妙な切り筋の説明がついたな、と櫻はほくそ笑む。

（最後の四枚の事だけじゃない。インビジブルのルールを覚えてないんだ……いや、もしかしたら、同時出しのルールも覚えてないんじゃないか……？）

「ねぇ、インビジブルって？」

　同時に、櫻は自分が失敗した事に気付いた。インビジブルの事など口に出さなければ良かったのだ。そうすれば、明芳はこのまま最後の一枚を迎え為なす術すべもなく負けていただろう。

（どうする、ごまかすか？　それとも適当な噓うそを……）

　櫻が卑ひ劣れつな算段を企くわだてる間に、ゲームの考案者である陣じん内ないが口を開いた。

「親番で手札を切った時、子がチェンジしたら、一回だけ『インビジブル』を宣言する事で捨て札を伏せておけるルールの事だ」

　余計な事を、と歯は嚙がみしてももう遅い。そもそもは自分の失敗だ。

「捨て札……これ？　これを伏せたままでいいって事？」

「ああ」

「なんだぁ！　早く言ってよ！　それなら大丈夫だ！」

　安心した顔でカードを持ち直す明芳。これで明芳はこの親番でインビジブルを宣言し、勝負は良くても二者択たく一いつのギャンブルとなる。そう考えて肩を落とし、櫻は明芳とよもぎが勝負している机の上を見る。

　捨て札は、よもぎが五枚、明芳が九枚。当然ながら、持ち札の残りはよもぎが八枚、明芳が四枚だ。そして今は明芳の親番なので、明芳の捨て札が一枚増える事になる。明芳が毎回オープンしていたため、ちょうど倍の枚数差がついている。

　その枚数差が意味する事に思い至った時。

「…………っ！」

　櫻さくらの脳のう随ずいに電流が走った。

（待て……待てよ？　残りの持ち札は、現時点で鬼灯ほおずき先せん輩ぱいが八枚、明あき芳よしが四枚。そして今は明芳の親番だ……なら、ここから毎回、鬼灯先輩がオープンし続ければどうなる？）

　子がオープンすれば、親はインビジブルが使えない。そのまま最後の一枚までオープンし続ければ、明芳の最後の一枚は自おのずと確定する。

（どうなる？　仮に明芳がもうオープンしないとして、明芳を最後の一枚になるまでインビジブルさせなければ、その時の状況は……）





　第五ターン後半……明芳、親で一枚（残り三枚）。よもぎ、子で一枚（残り七枚）。

　第六ターン前半……よもぎ、親で一枚（残り六枚）。

　第六ターン後半……明芳、親で一枚（残り二枚）。よもぎ、子で一枚（残り五枚）。

　第七ターン前半……よもぎ、親で一枚（残り四枚）。

　第七ターン後半……明芳、親で一枚（残り一枚）。






（この時点で、明芳の最後の一枚が明らかになる……対する鬼灯先輩の残り持ち札は四枚。なら第七ターンの子番で、明芳の最後の一枚と足して14にならない数字だけを残して、三枚同時出しでオープンすれば……）





　第七ターン後半……明芳、親で一枚（残り一枚）。よもぎ、子で三枚（残り一枚）。

　第八ターン前半……よもぎ、親で最後の一枚。






（合計14もペアも出さずに持ち札がゼロとなった場合、子番なら負け、親番なら勝ちだ。つまり、鬼灯先輩の最後の親番で、明芳はオープンせざるを得ない。だが、鬼灯先輩の最後の一枚は、明芳の最後の一枚とは絶対に足して14にならない数……！　勝てる！　現時点で勝利が確定してるじゃないか！）

　その気付きに、櫻は密ひそかに息を吞のんだ。

（もし明芳がその前の子番でオープンして、最後の親番が明芳になったとしても、その時は『最後の四枚』で対応出来る。完かん璧ぺきな必勝パターン……！）

　極めて効果的に思える戦術を思いついた櫻の表情は、しかし厳しい。

（問題は……鬼灯先輩が、それに気付くかどうか）

　改めて第五ターン、後半戦。親番の明芳が手札を伏せる。

　対し、子番のよもぎ。未いまだ一度もオープンを宣言していない。

（この類たぐいの計算は、鬼灯先輩の得意分野のはずだ……頼む、オープンしてくれ！　それでまず一勝が確定する！）

　その顔に何の表情も浮かべず、しばし場札と持ち札に交互に目を配り、黙考し──そして、その口と手が同時に動いた。

「オープン」

（よしっ、よし！　流石さすがは鬼灯ほおずき先せん輩ぱいっ！）

　思わずガッツポーズをしてしまいそうになったのを、小さく拳こぶしを握り締めるだけに止とどめたのは櫻さくらの自制心を讃たたえるべきであろう。

　これで明あき芳よしのインビジブルは不可能になった。二人同時に手札を開く。

　明芳の手札は９、よもぎは12。

　この時点で明芳の残り持ち札は、２、４、５の三枚となった。

　一方よもぎは、１、２、４、５、８、９、10と、七枚も残っている。しかもその中には『最後の四枚』も含まれるため、万が一最後の親番が明芳になっても対応可能だ。

　そして迎えた第六ターン前半。よもぎは親番として伏せる手札を吟ぎん味みする──と言っても、それはもう考えるまでもない事だった。

　最後の四枚はまだ使えない。なので５、９、10の三枚から選ばなければならない。となるとこの内９と10は、明芳の持ち札に４と５が残っているためオープンで負ける可能性がある。

　ならば答えは唯ただ一つ。たった今明芳が捨てた９と足して14になる安全札、すなわち５が、今伏せるべき手札だった。

　それだけの考察を一いつ瞬しゆんで終え、よもぎは迷いなく５を選び、場に伏せる。

　そんなよもぎを見て、何な故ぜだか陣じん内ないが眉まゆを顰ひそめる。

　そして、それまでずっと黙って、表情すら変えずに勝負の行ゆく方えをただ見守っていた和かず貴たかが、陣内に続くように小さく苦笑した。

（決まったな……よもぎの負けだ）

　そんな和貴の苦笑に応こたえるかのように。

「オープン」

　薄い笑みを浮かべた明芳が、二枚の手札を場に出した。

　驚きよう愕がくに目を見開く櫻。

　よもぎの手札は５。明芳の手札は、４と５の同時出し。

　４＋５＋５＝14で、明芳の勝ちだった。

「……なんで……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながらも、櫻にはよもぎが何故負けたのかが分かっている。

　最後の一手、よもぎが迷わず５を選んだ理由。それがそのまま、負けた理由だ。

「……同時出しのルール、覚えてたんですか」

「そりゃあそうだよ。すごく大事なルールだし」

「でも……でも、なんで今？　どうして鬼灯ほおずき先せん輩ぱいが５を出すと？」

「それはねぇ、僕の持ち札に４と５があるんだから、それと足して14になる10と９は出せないでしょ？　だったら残るは５しかないよね。その状況を作るために、インビジブルはしなかったしさせなかったんだ。お互いがお互いの持ち札を確実に把は握あくするために」

　櫻さくらは、明あき芳よしの事を侮あなどっていた。明芳はルールを覚えていたし、しかもその上でよもぎを騙だますために覚えていない振りをしていたのだ。櫻もまたそれにすっかり騙されていた。

　だがそれだけではまだ説明出来ない事がある。

「５しかない、って……鬼灯先輩の持ち札は七枚残ってたんですよ？　残りの四枚は？」

「ああそれ？　だって、僕がオープンして枚数がずれたら、最後はよもぎちゃんが子番になるでしょ？　だったら最後まで出せないじゃない、１と２と４と８は」

　明芳の口からその数字の並びが出てきても、櫻はもう驚おどろかなかった。

「……最初から、気付いてたんですね」

「うん」

　それが何を意味するのか。騙されていた悔くやしさを抑え、櫻は冷静に考える。

（鬼灯先輩は、１、２、４、８を最後まで出さない。ならその四枚を殺す必要はないし、殺される事もない。明芳はそれに気付いていて、鬼灯先輩の持ち札が最初からその四枚を除いた九枚しかないものとして考えていた……つまりこの勝負は、最初から、一三枚と九枚のハンデ戦だったんだ……）

　第一回戦、守かみ垣がい内と明芳の完全勝利。
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　守垣内明芳。櫻は彼を完全に侮っていた。

　絶対時間。天より与えられた、絶対幸運。

　その恩恵を受けながら──明芳は、驕おごらない。依い存ぞんしない。慢心しない。

　守垣内明芳は、正体不明の幸運に甘んじて、考える事をやめた人間ではなかった。

　予想を遥はるかに超えて、厄やつ介かいな相手。幸運の絶対時間を封じる事が出来ても、それを上回る程ほどの知略と謀ぼう略りやくに長たけた人間。甘かったのは自分だと、櫻は痛い程に思い知る。

　臓ぞう腑ふを灼やく程の敗北感と自罰の念の中、それでも櫻は絶望していなかった。

　幸運が相手では、本当にどうしようもない。しかし今の相手は、あくまでも論理と心理を武器とする、思考する人間だ。ならば、勝ち目はある。

　だが、二回戦の相手は櫻ではなかった。

（乾いぬい先輩で勝てるのか？　これで負けたら二連敗だ、その時点でこの勝負は終わるんだぞ？　そんな状況を任せられるのか？）

　とは思うのだが──

「まさか、今から勝負方法を変えたりしないよね？　これってそっちがずるい事した分の譲じよう歩ほなんだよね？　僕は別に、こんな勝負せずに告発されてもいいんだよ？　どうせ運命は僕に従うんだから」

　見透かされている。人が変わったような明あき芳よしに詰め寄られ、今いま更さら対戦相手を変更する事など出来そうになかった。結局、堂々と提出する事の出来る証拠を見つけられなかった櫻さくらとしては、自分の首さえ絞めかねないこの告発を実行する訳にはいかないのだ。

　そして、それより何より──

「じゃあ、そろそろ始めようぜ」

　二回戦を担になう陣じん内ないが、どうあってもやる気なのだった。

　陣内は、明芳に対して相当鬱うつ屈くつしたものを抱かかえている。よもぎに対する態度。味わわされた屈くつ辱じよく。負け続けの勝負。よもぎへの想おもい。

　本当ならば、問答無用で殴なぐり飛ばしたいところなのだ。胸倉を摑つかみあげて壁かべに叩たたきつけ、その華きや奢しやな体に思い切り暴力を振るいたい。

　だが、陣内は今の自分にその正当性を認めない。

　激情のままに明芳を殴る事が許されるか。明芳にそれ程ほどの罪はあるか。自分にはそれ程の正義があるか……いずれも、内なる答えは否いなだった。

　だからこうして、同じ土俵に立つ。

　言うなれば陣内は、フェアな不良なのだ。

　かくして、明芳と陣内の勝負が始まった。




　ワルツの14番。櫻はこのゲームを、以下のように分析している。

（このゲームは、自分の持ち札である１～13のカードを親番で最低一枚ずつ切っていく。そうしていく内にだんだんと互いの持ち札が限定されていくから、単純に考えれば、親が最後の一枚を出す時が勝負時のように思える……）

（が、そうじゃない。ルールの本質を理解した者同士の戦いでは、勝負が最後の一枚にまでもつれ込む事はほぼあり得ないはずだ）

（このゲームの勝負時は、親が九枚目の手札を切る時）

（論理的に考えて、このゲームは最後に残すべき四枚が１、２、４、８と決まっている。それはつまり、それ以前に切る九枚が確定しているという事）

（ならば、八枚切った時点で、次に切られる一枚が確定する）

（その九枚目に切られる手札と、インビジブルの一枚。どっちがどっちかの二者択たく一いつ。それがこのゲームのクライマックス……！）

　その戦況は、傍はた目めに見れば随ずい分ぶんと地味なものだった。

　親番は明あき芳よし。その初手を陣じん内ないがチェンジし、明芳は素早くインビジブル。

　それに倣ならって、という訳でもないが、陣内もまたチェンジされた初手をインビジブル。

　それ以降は、ただひたすらにチェンジが続いた。二人の持ち札は等しく一枚ずつ減っていき、なんの展開も見せないまま、第九ターンを迎えた。

　第九ターン、前半戦。親番の明芳が、九枚目の手札を伏せる。

　明芳のこれまでの捨て札は、３、５、６、９、10、11、12、インビジブル。

（つまり明芳の持ち札は、１、２、４、７、８、13の中の五枚。残る一枚がインビジブルだ。この内１、２、４、８を除外すると、明芳の手札は７か13のどちらか、という事になる。嫌いやな二に択たくだな……７だと予想すれば、勝つためには同時出しで持ち札を減らさないといけないし、逆に13だと予想すれば、１という同時出しに最も便利なカードを使用しなければいけない。読みを外した時、どちらも大きな痛手となる……）

　本来、第九ターンの二者択一まで辿たどり着けば、もうそこから先は論理の差し挟はさめる余地はあまりない。相手の性格やくせなどから、相手が何を隠し、何を持っているのかを読み合う、純粋な心理戦となる事がほとんどだ。

　だが今回、櫻さくらは一つ、気になる情報を持っていた。

　よもぎとの戦いの時、明芳は自分の捨て札を、綺き麗れいに数字の順番に並べていたのだ。

　今回も明芳は、初手でインビジブルを宣言して伏せた札を中心に、右に左にとやはり数字の順に捨て札を並べていった。

　そして第五ターンでの事だ。明芳の捨て札には、伏せ札の左側に一枚分を空あけて５が捨てられていたのだが、明芳はその５と伏せ札の間に６を捨てようとして一いつ瞬しゆん手を止め、それから全く違う場所に捨てたのである。

　それから後は、明芳は捨て札を数字の順に並べる事を止やめた。

　さて、その出来事をそのまま素直に信じるなら、明芳は捨て札を５、６、７と順番通りに並べようとして、そうするとインビジブルが７だとばれてしまう事に気付き、慌あわてて並べ方を変えた……という風に考える事が出来る。

　では、果たしてそれを信じる事が出来るか？

　わざとそう見せ付けておいて、実際には７ではなく13がインビジブルなのではないか？

（こいつなら、その程度の罠わなは平気で仕掛けてくるだろう……それはもう分かってる。ここはどうあっても選択を誤る訳にはいかない……）

　だから、櫻は。




（ミニッツ）




　心の中で、絶対時間を発動させるその言葉を呟つぶやいた。

　瞬しゆん間かん──

『乾いぬい君は、どっちだと思うかな？』

　脳裏に直接流れ込んでくる、明あき芳よしの声。

『僕のさっきのカード並び替えに、気付いてるとは思うけど』

　楽しんでいるようなその声が、やはり第五ターンの事は罠わなだったのだと櫻さくらに教える。

『そのまま信じて７だと思うかな？　裏をかいて13だと思うかな？』

　櫻のミニッツ能力は、決して知りたい事をすぐに知る事が出来る能力などではない。その時相手が考えている事が分かるという事は、逆にいえば考えていない事は分からないのだ。

　なので、この絶対時間をフルに活用するためには、自分の知りたい事を相手に考えてもらう必要がある。

「……このゲームは、こうなった時が厄やつ介かいですよね。結局、二者択たく一いつのギャンブルになる」

　なるべく自然に、疑念を抱いだかれないように。櫻は勝負に口を挟はさむ。

「13か、７か。それを判断する材料が何もない……」

『材料はあるけどね。相あい上がみ君はさっきの並び替えに気付いてないのかな？』

（ちっ。そんな事気付いてるに決まってるだろ。俺おれが知りたいのはそこじゃない）

　一五秒経過。余計な時間はない。櫻は思い切って、ストレートに攻めてみる事にする。

「俺は、インビジブルは７じゃないかと思います。鬼灯ほおずき先せん輩ぱいと同じで、初手で切ったと」

「相上、口を挟むな」

　陣じん内ないの声と同時に、明芳の心の声も聞こえてくる。聞きたかったその答えが。

『残念。インビジブルは13だ。さぁ乾君はどうするかな？』

（よし、勝った！）

　二五秒経過。あとはインビジブルが13である事を陣内に伝え、時間内にこの場を中座するだけだ。トイレに行くと言えば怪しまれる事もない。

「インビジブルが７か、13か。大事なところです、読み違えないで下さいよ、先輩」

　言いながら、櫻は明芳からは見えないように陣内の背中に指で13と書いた。何度も素早く。１と３の間隔は開き気味。万が一にも７と間違えないように。

　四〇秒経過。そろそろこの場を去った方がいい。

「あの……すいません、俺、ちょっとトイレ行ってきます。すぐ帰るんで、ゲーム進めないで待ってて下さい！　すいません！」

　足をもじもじさせて、ずっと我慢していました、という小こ芝しば居いつきで櫻は教室を出る。やや情けない姿だが、野望のためならばその程度はどうという事もなかった。

　約二分後。トイレの個室で反動を終えて帰ってきた櫻は、早速陣内に先さき程ほどのサインが通じているかを確認する。

「すいません、お待たせしました……どうです先輩、分かりましたか？」

「……ああ。大体な」

「先せん輩ぱいは、どっちだと思います？」

「…………」

　何な故ぜか、沈黙。

　陣じん内ないが、こういった勝負事において不正を好まない性格であるというのは、櫻さくらもなんとなく知っている。だが、今回に限ってはそんな事は言っていられない。どうあっても、この勝負には勝たねばならないのだ。

　再び陣内の背中に数字を書こうと、さりげなく距離を詰める櫻。

「インビジブルは、13だ」

　唐とう突とつに、はっきりと聞こえたその声に、櫻は安あん堵どの息をついた。

　伝わっていた。そして今の発言は、自分の助言を受け入れるという意思表示でもあるのだと櫻は考えた。

「……13、ですか。という事は……」

　陣内の判断を吟ぎん味みする振りをしながら、勝利を確信する櫻。

（そうだ。明あき芳よしの手札は、７だ。乾いぬい先輩の持ち札は、１、２、４、７、８。親の７に子が７を出したらペアで負けだから、１、２、４の同時出しをすればいい……）

　陣内は、持ち札の中から複数のカードを引き抜く。

　４。

　２。

　そして──

「オープン」

「──は？」

　それだけだった。

　陣内は、２と４の二枚を手札として出し、１は出さなかった。

「ちょっ……先輩！　間違ってますよ、１も出さないと、」

「１はいらない。同時出しの６でオープンだ」

　陣内の言っている事が、櫻には理解出来ない。

　６でオープンという事は、陣内は明芳の手札を８だと考えたという事だ。しかし８は最後の四枚で、明芳がここで陣内の子番を凌しのいだ場合に、次の陣内の親番に勝つための重要なカードだ。持ち札が五枚ある状況で切られるはずはない。

「いや、先輩！　だからそれは、」

「おい、さっさと手札を開け」

　櫻の抗議の声を聞き流し、陣内は明芳にそう促うながす。

　そして明芳が、薄い笑みを浮かべて開いた手札は──

「……なんで、分かったの？」

　８、だった。

　明あき芳よしの手札は８。陣じん内ないの手札は２と４の同時出し。

　８＋２＋４＝14で、陣内の勝ちだった。

「……ようやく一勝、か」

　飄ひよう々ひようとしているように見える陣内も流石さすがに緊張しており、その勝利に小さく息を吐いた。

　一方、今目の前で起きた事が理解出来ず、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく櫻さくら。

「８？　なんで８……」

「相あい上がみ、冷静になって考えてみろ。最後に残すべき四枚はなんだ？」

「え……？　１、２、４、８ですよね？」

「やっぱりそう思ってたか。まぁ、間違いじゃないが……その８は、７でもいいんだ」

「７でも、いい……？」

　言われて、櫻は考える。最後の四枚が、１、２、４、７である場合──




　１……１

　２……２

　３……１＋２

　４……４

　５……１＋４

　６……２＋４

　７……１＋２＋４

　８……１＋７

　９……２＋７

　10……１＋２＋７

　11……４＋７

　12……１＋４＋７

　13……２＋４＋７




「本当だ……７があれば、８はいらないのか……！」

「１、２、４で作れる７を単独で残すって発想は、盲点になりがちだな」

　目から鱗うろこが落ちた思いで頷うなずく櫻。確かに、それは全く考えていなかった。

「……じゃあ、あのカードの並び替えは……先せん輩ぱいは、気付いてたんですか？」

「五ターン目だな。あんなのは罠わなに決まってる」

　罠だとは、櫻も思っていた。櫻が考えていたのは、本当は13なのに７だと思わせる、あるいはその逆、という事だ。

　しかし陣じん内ないは、櫻さくらとは全く違う事を考えていた。

「あれは、インビジブルが７か13かと考えさせる事で、その片方が手札だと思わせるための罠わなだ。手札が７と13以外である可能性を考えさせないためのな」

　それを聞いて、櫻はもう一つの罠に気付く。

「鬼灯ほおずき先せん輩ぱいとの勝負が終わった時、守かみ垣がい内と先輩は『最後の四枚』に７を含めなかった……あれも、気付いてたのにわざと言わなかった？」

「よもぎがすでに７を捨てていた、ってのもあるだろうけどな。最後の四枚が７でも８でもいいって事にお前が気付いてない場合を考えて、ヒントになる事は言わなかったんだろ」

「……ご名答だよ乾いぬい君。流石さすがにそこまで言い当てられると、ちょっと悔くやしいね」

　おどけて言う明あき芳よしの表情は、しかし本当に悔しそうに歪ゆがんでいる。

　そして櫻は、自分が認識していたより上の次元の戦いが二連続で繰り広げられた事に、少なからず衝しよう撃げきを受けていた。

「相あい上がみ。目に見えるものに頼り過ぎるな」

　陣内の言葉が、櫻の耳を通って脳内に染しみ込んでゆく。

「目に見えたものは、誰だれかが見せたがってるものだと思え」

　それは、櫻にとっての小さなブレイクスルーだった。

「目に見えたものは、単なる事実だ。目に見えないものの方が、真実に近い」

　第二回戦、乾陣内の完全勝利。
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　間接的に生徒会長の座を賭かけた、守垣内明芳との『ワルツの14番』三本勝負。この戦いがいよいよクライマックスとなる。

　第一回戦はよもぎの敗北。第二回戦は陣内の勝利。これにて現状一勝一敗。勝負の行ゆく方えは最終戦に委ゆだねられ、その事に櫻はプレッシャーを感じていた。

　自分だけは絶対に負けない、そう思っていた。しかしよもぎ戦と陣内戦、立て続けに自分の思考を上回る高度な心理戦が繰り広げられた事で、そんな自信など消し飛んでいた。

（ミニッツは勝負所の一分間しか使えない。問題は、その一分がいつかを正しく見み出いだせるか。こいつが相手だと、出し惜しみしてる間にいきなりやられる可能性もある。かといって焦あせって使ってしまえば、勝負の最中に反動が来る事になる。最終手段は腹でも壊した事にしてまたトイレに逃げる方法だが……流石さすがに、バタバタとみっともないな）

　この状況にあっても、最後の見み栄えが捨てられない櫻であった。

（一番の理想は、ミニッツを使わずに勝つ事。そのための作戦は、もうある……だが、俺おれに出来るか？　今まで大事な場面はミニッツで切り抜けてきた、俺おれに？）

　芽明めいあを軟禁する事で明芳の幸運を封じた時、櫻さくらは思った。絶対時間がなければ明あき芳よしなど敵ではない、と。しかし、そうではなかった。絶対時間がなくても明芳は手て強ごわい相手だった。

　なら、自分はどうなのか？　絶対時間のない自分は、どの程度の人間なのか──？

　──そう、思い悩む櫻を見て。

　再び、よもぎが一歩前に出た。

　さっき櫻は、自分のために何かをしてくれた。櫻の真意がどこにあろうと、結果的にそれは自分に良いものをもたらしてくれた。

　にもかかわらず、自分は負けてしまった。お返しが出来なかった。

　だったら、もう一回。今度は、自分に出来る最大限の範囲で──よもぎは、それを決意した。

「じんくん」

　唐とう突とつに名を呼ばれ、陣じん内ないは声も出せずによもぎを見る。

「今から、少し……お見苦しいものを、お見せしてしまうと思います」

　よもぎの発言は、その場にいる誰だれもが理解不能だった。

「そうなったら、私をどこか、誰もいない所へ連れて行って下さい。そして──」

　そして、次の一言に、櫻の意識が敏びん感かんに反応する。

「一分間だけ、私の事を、お願いします」

　一分間。

　確かによもぎはそう言った。

　意味不明な発言に集まる視線の中、よもぎは陣内の傍そばを離れ明芳に歩み寄る。そして、その右手で軽く明芳の左手に触れた。

「よもぎちゃん？」

　首を傾かしげる明芳。数秒の沈黙の後、顔を上げたよもぎのあどけない表情は、どこかいつもと違っているように見えた。

「あっくん、じゃんけんしよう」

「じゃんけん？　いいけど……」

「じゃーんけーん、ぽん」

　戸惑いながら出された明芳のパーに、よもぎはグーを出して負けた。

「……うん。やっぱり」

「よもぎちゃん？　どうしたの？」

「さーくん。あっくんは、違うよ。だって僕、じゃんけんに勝てなかった」

　何な故ぜか一人称を『僕』としたよもぎのその発言の意味が、櫻にはまだ理解出来ない。

「なんとなくだけど、そうなんじゃないかなって思ってたんだ」

　発言内容が意味不明なのもそうだが、それより何より周りの皆を驚おどろかせたのは、よもぎが敬語を使っていないという事だった。今のよもぎは、まるで明あき芳よしのような口調で喋しやべっている。

「あっくん、僕ね」

「うん……？」

　さしもの明芳も、自分の知らないよもぎの様子にうろたえている。

「あのね……もしかしたらね……」

　もじもじと、言い辛づらそうに口をつぐむよもぎ。もしかしたらなんなのか、全員が興味深げに耳を澄ませている。

　だが、その続きを聞く事は出来なかった。

　唐とう突とつに、よもぎの雰ふん囲い気きが再び変わる。今度はおどおどと、不安そうに、怖がっているようにきょときょと周りを見回す。

　その視線が陣じん内ないの姿を捉とらえると、途と端たんにぱっと笑顔になった。

「じんくん、じんくん……」

　そしてとてとてと、おぼつかない足取りで陣内に近付いていき、何の前触れもなく、ぎゅっとその胸にしがみついた。

「…………っ!?」

　珍しく、驚きよう愕がくに目を見開いて慌あわてふためく陣内。

「お、お前……なんだいきなり……」

　思わず肩を押して引き離すと、よもぎは泣きそうな顔でいやいやと首を横に振る。

「やぁ、じんくんといっしょがいい……」

　子供のような喋り方で、よもぎは一生懸命両手を伸ばす。

　今一体何が起きているのか、陣内には全く理解出来ない。だが、それでも先さき程ほどよもぎが言っていた事を思い出す。

　今から少し、見苦しいものを見せる。そうなったら、誰だれもいない所へ連れて行ってくれ。

　全く理解は出来ないが、今がそうなのだろう。混乱する頭で、それでも陣内はそう判断してよもぎの手を引いた。

「よもぎ……とりあえず、行くぞ」

「だっこ」

「はぁ!?」

　実に貴重な陣内の間抜け声である。

「だ、抱だっこってお前……」

「やー。だっこー」

　両手を伸ばして駄だ々だをこねるよもぎ。埒らちが明かない。陣内は半ばやけくそになって、よもぎを抱き上げてお姫様抱っこした。

「きゃー」

「……相あい上がみ。後は、任せたぞ」
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　精一杯クールに言い残す陣じん内ないの頰ほおが真まっ赤かに染まっていたのを、櫻さくらは一生忘れないだろう。

　そうして陣内とよもぎが教室を出て行くと、残された者達の間にどうしようもない沈黙が降りた。無表情で無口で無愛想だと思われていた二人だが、実は普段からあんなプレイを楽しんでいるのだろうか、と本人達にしてみれば不本意極まりない憶測を誰だれもが頭に浮かべる。

「……あの二人、付き合ってるんでしょ？」

「あ、はい、そうだと思います」

　ついつい敵である明あき芳よしと普通に会話してしまう櫻だった。

　一体よもぎに何が起きたのか。正確には分からない。発言の内容からいくつか思いつく事はあるが、それが正しいとは限らない。

　ただ、一つだけ確かなのは、よもぎが自分のために何かをしてくれた、という事だ。

　その事実が、櫻の内側に、正体不明の力をもたらした。

「えー……紆う余よ曲きよく折せつありましたが……」

　一つ咳せき払ばらいし、なんとか話を本筋に戻そうと試みる。

「始めましょうか──最終戦を」

　そう言う櫻の顔には、いつもの不敵な笑みが復活している。

　そして、第三戦が始まった。




　第一ターン、前半戦。親番の櫻さくらが伏せた手札を明あき芳よしがチェンジし、櫻はこれをインビジブル。

　続く後半戦。親番の明芳が手札を伏せる……と、同時に。

「オープン」

　櫻が、いきなり仕掛けた。しかも──

（うそ、相あい上がみ君、何考えてるの……？）

（あーあ、やっちまったな）

　櫻は子番の初手からいきなり、二枚出しのオープンを宣言した。

　これにはさしもの明芳も眉まゆを顰ひそめる。

「……何それ？　いくらなんでもそれはないでしょ」

「別にルールに反してはいませんよ」

　妙に自信ありげに櫻は二枚の手札を開く。

　数字は３と５。合計８の同時出しだった。

　親番が初手で切る可能性のある札は、まずは最後の四枚、否いな、五枚を除いた、３、５、６、９、10、11、12、13の八枚。

　その八枚は、同時に子番が初手で切る可能性もあるため、それと足して14になる３、５、11も切り辛づらい。となると残りは、６、９、10、12、13の五枚。

　この内、６と９だけが『最後の四枚』を使わずに殺す事が出来る。なのでそこを狙ねらう、という考えもなくはないように思えるが──

（いや、それでも初手で二枚出しはないわ。それなら９を狙って５を切るだけでいいはず）

（敵が初手で６を切ると確信する根拠は皆かい無む。さて、何を企たくらんでやがる？）

　明芳が手札を開くと、案の定。その数字は13。櫻のオープンは、かすりもしなかった。

「くっ……」

　悔くやしそうに顔を歪ゆがめる櫻に、明芳は心底不思議そうな顔を向ける。

「その出し方は、僕には分かんないなぁ……」

　そこからは、打って変わって静かに進んでいった。

　続く櫻の親番を明芳がチェンジし、明芳の親番も櫻がチェンジ。ここで明芳がインビジブルで手札を伏せる。

　そして第三ターンからは、先さき程ほどと同じようにチェンジの応おう酬しゆうとなった。安全札を優先しつつの切り合いになるので、自然と二人の捨て札は似通っていく。

　第六ターンを終えた時点で、二人の捨て札はこのような形になっていた。





　櫻………３、５、９、10、11、12、13、インビジブル。

　明芳……５、９、10、11、12、13、インビジブル。






　逆算すると、二人の持ち札はそれぞれこうなる。





　櫻さくら………１、２、４、６、７、８（一枚はインビジブル）。

　明あき芳よし……１、２、３、４、６、７、８（一枚はインビジブル）。






　第七ターン前半戦、親番は櫻。

（相あい上がみ君、何を切るかしら？）

（そりゃあ、７か８っしょ。６はインビジブルだろうし）

　先さき程ほどの戦いで、組み合わせにより１～13の全すべての数が作れる『最後の四枚』は、１、２、４に加え、７でも８でもいいという事が分かっている。ならば、持ち札が残り五枚の時点で切るべきなのはそのどちらかしかない。

　長考の末、櫻はようやく手札を伏せた。

　ここは明芳にとっても櫻の捨て札が二分の一に限定されるシーンで、最大の勝負所のはずでもある。しかし、明芳はあっさりとチェンジを宣言する。

（オープンしないか……慎重ね）

（相上の持ち札をさらに減らしたいんすね）

　初手で櫻が二枚出しのオープンをした事による枚数差が、ここに来て戦局を大きく左右し始めている。明芳には慌あわててオープンをする必要などないのだ。

　櫻が開いた手札は、７。親番の最強カード。こちらも慎重な切り方だった。

　第七ターン後半戦、親番は明芳。

　この局面に来て、流石さすがに考える時間を必要とする明芳。しかしそれでも櫻の長考よりはずっと短い時間で手札を伏せる。

　続いて櫻の子番。

（ここは、チェンジで様子を見るのもありだと思うけど……）

（けど、相手ももう残り六枚。１、２、４、７、８を取っておくとしたら、ここが最初で最後の二者択たく一いつかも……ああいや、違うか）

（そうね。二者択一じゃない、四者択一よ）

　夏か凪なぎの推測が正しいとすれば、明芳の手札は３か６のはずだ。

　しかし、最後の四枚に含めるのは７と８のどちらでもいい。ならばその片方はいつでも切れるという事だ。これにより明芳の手札候補は３、６、７、８の四枚に増える。

（そしてそれより、敵にはもう最後の四枚に拘こだわる理由がない）

　遙はるかの頭の中ではすでに計算が終わっている。明芳が櫻に勝つために、今必要のない札は何か。もしもそれに櫻が気付いていなければ、最悪の事態となる。

　櫻さくらは片手をポケットに突っ込み、片手で持った残り持ち札を睨にらみつけてしばらく動かない。

　そして遙はるかは、自分の懸け念ねんが現実のものとなった事を知る。

「……オープン！」

　決断の声と共に、櫻は自分の持ち札を場に叩たたきつけるように出した。

　三枚、同時に。

（それは……いくらなんでもっ！）

（逸はやったな、馬ば鹿かが）

　眉まゆを顰ひそめる遙と、思わず口元で笑う夏か凪なぎ。

　開かれた櫻の手札は、１、２、４。合計７の同時出し。明あき芳よしの手札が７であれば、合計14で勝ちである。

　では、その手札は何か？

　最後の四枚に含まれない、３か、６か。どちらか片方で事足りる、７か、８か。

　──否いな。

　明芳が開いた手札は──１、だった。

　目を見開き、息を吞のむ櫻。遙が少しだけ、その手を握り締める。

　オープン前の時点で、櫻の持ち札は四枚。７を切っているため、それは１、２、４、８だと考えられる。だとすると、その四枚を殺すためには、もう１は必要ないのだ。

　１、２、４、８を殺すために必要なのは、13、12、10、６。

　明芳の持ち札は、１、２、３、４、６、７、８の中の六枚。この内のどれがインビジブルだったとしても、その四つの数字を作るのに、もはや１は必要ない。

　今、櫻の前にあった選せん択たく肢しは、３と６の二者択一ではなく、それに７と８を加えた四者択一でもなかった。

　そこへさらに１を加えた、五者択一だったのだ。

「……残念だったね、相あい上がみ君」

　勝者の余裕と、敗者への哀あわれみと。櫻にとってはあまりにも屈くつ辱じよく的であろう明芳の表情が櫻に向けられる。櫻は額の汗を手の平で拭ぬぐいながら、目線を合わせようともしない。

（冗談でしょ……これで終わるの？　そんな訳ないわよね、相上櫻っ！）

　心の声とは裏腹に、祈るような眼まな差ざしで遙が櫻を見つめる。

　その通り。この状況でもまだ、櫻の敗北が決まった訳ではない。

　残り持ち札、明芳が五枚に対し、櫻は僅わずか一枚。

　ただし、次は櫻の親番だ。

（確かに……まだ『ゼロ勝ち』がある）

　合計14、あるいはペアが出ないままに持ち札がなくなった場合。子番の場合は負けとなるが、親番の場合は勝ちとなる。

　つまり、櫻さくらの最後の親番を明あき芳よしは必ずオープンしなければならず、それが合計14にさえならなければ、ここからでも櫻は勝てるのだ。

　とは言え──

　覇は気きをなくして肩を落とす櫻は、机の下で最後に残った自分の持ち札を握り締めている。

（最後の四枚から、１、２、４を捨てた残りの一枚。７ももう捨てられてる。だったらあの最後の持ち札は……８、しかないっすね）

　それは、誰だれにでも辿たどり着ける簡単な答えだった。

（それでも、相手にとって確率は二分の一よ）

　櫻の捨て札の中にないのは、６と８。どちらかが持ち札でどちらかがインビジブル。

　もしも明芳がその『どちらか』を読み誤れば。

　あの、運命が味方をしているかのような幸運さえなければ、あるいは──

　──その時。

「兄にい様さま！　櫻！」

　教室の扉が開き、芽明めいあが駆け込んできた。




　櫻と明芳の前に並べられた捨て札、机の上に開かれた手札、そして二人の手の中の残り持ち札。芽明は、どうやら自分が決定的な局面に間に合ったらしい事を理解し、大きく深呼吸して荒い息を整えた。

　第三予備教室ではずっと彼方かなたが扉の前に立ち塞ふさがっており、出る事が出来なかった。力ずくで、とも考えたのだが、流石さすがに片腕を骨折していてそれは無理だろう。どうするか……と考えていると、彼方が突然「トイレへ行ってきますけどここから出ないで下さいね」と言い残し、本当に出て行ってしまったのだ。

　もちろん言われた事に従う訳もなく、急いで教室を出てここまで走ってきた芽明が状況を理解するのに、そう時間はかからなかった。

　机の上に開かれた手札は、明芳が１、櫻が１、２、４の同時出し。明芳の親番に、櫻が三枚同時出しのオープンを仕掛けて、仕損じたのだ。結果、明芳の残り持ち札が五枚なのに対し、櫻は僅わずか一枚。普通に考えれば、すでに櫻に勝ち目はない状況だった。

「さ、櫻、あの……えっと、私」

「待った」

　何かを言いかける芽明を、櫻は鋭く制止する。それも当然、櫻にとってここから先は、非常に危うい綱渡りとなる。

　何な故ぜならば、芽明がこの場に現れた事で、明芳に幸運の絶対時間が発動する条件が整ってしまったのだから。それをやられてしまえばもう勝ち目はない。それだけは、なんとしても避けなければならない。

「守かみ垣がい内と先せん輩ぱい、妹さんはあなたの味方ですよね？」

「そりゃまぁ、そうだよね」

「申し訳ないんですが、イカサマ防止の策を取らせて下さい」

「どうやって？」

「簡単です。まず、妹さんが俺おれの手札を覗のぞかないように、あなたの後ろに立ってもらいます」

　言いながら、櫻さくらはさりげなく芽明めいあに目め配くばせした。それを見て芽明は少しだけ安あん堵どする。軟禁のような形で予備教室に足止めされていた事から、もしかしたら自分は櫻に疑われているのではないか、と不安だったのだ。

「それに加えて、妹さんが不審な動きを見せたらイカサマと判断し、あなたの負けとします」

「不審な動き？」

「いきなり転んだりとか、そういう事ですよ」

　これは、幸運の絶対時間を封じるための口八丁だ。明あき芳よしに幸運が起きると芽明に不運が起きる。その不運は、大たい抵ていは今櫻が言った『不審な動き』になってしまうだろう。それを禁止する事で、間接的に絶対時間の発動を阻そ止しした訳だ。

「いいよ。イカサマなんて使わないし、使わなくても勝てそうだしね」

「まだ分かりませんよ」

　不敵な笑みを浮かべる櫻。明芳の背後に位置すべく芽明がその横を通り過ぎる瞬しゆん間かん、櫻は机の下から手を上げ、さりげなく自分の手札を芽明に見せた。

（１、２、４を同時出しして最後に残った一枚……７は捨てられてるから、８ね。だけど噓うその数字を兄にい様さまに教えろって事で……え!?）

　その手札を見た芽明の表情が、一瞬驚きよう愕がくに凍りつく。

（６……!?）

　櫻の最後の一枚は、６だった。

　ワルツの14番のルールを教わった時、芽明も『最後の四枚』の事には気付いていた。

　その四枚に６は含まれていない。何な故ぜそんなカードが最後まで残っているのか、どういう事かと捨て札を見れば、櫻が何をしたかはすぐに分かる。

（櫻……インビジブルで８を伏せたんだわ。どうしてそんな事……）

　直前の手札は１、２、４の三枚出し。という事は、櫻の最後の四枚は１、２、４、６だったという事だ。８を伏せても子番で対応出来る数字が減るだけのはずで、代わりに７を残しているというならともかく、６では何の意味もない。芽明には櫻の考えが読み切れない。

（これが櫻の最後の親番。だったら櫻は最後に残った６を切るしかない。兄様はチェンジしたら櫻のゼロ勝ちになるから、オープンするしかない。だったら兄様は……、……っ！）

　その時、芽明に電流が走った。

（櫻……！　それで、８がインビジブル！）

　櫻さくらの最後の四枚が、１、２、４、８ではなく１、２、４、６だった事。その理由に、今やっと思い至ったのだ。

　７を切っている以上、最後の四枚に１、２、４、８を残すというのは、このゲームをきちんと理解している者なら当然だ。ぎりぎりまで１～13のどれでも出せるのだから。

　では、相手が最後の四枚から三枚を出し、残り一枚になった今、その数字は何か？

　出した三枚が１、２、４だったなら、残る一枚は何であるべきか？

　簡単だ。８だ。

　普通に考えれば、櫻の最後の手札は、８であるはずなのだ。

（それを６！　櫻！　直前の三枚出しまでが全すべて作戦!?）

　その異端の戦略に、芽明めいあの背筋がぞくりと震ふるえる。

（兄にい様さまは、櫻の手札を８だと思ってるはず。そして兄様の持ち札には６が残ってる。だとしたら、当然兄様は合計14を狙ねらって６でオープンする……そして、ペアで殺される！）

　それが芽明の辿たどり着いた、櫻の作戦の全てだった。

（すごい、本当にすごい。私がいなくても勝てるって、本当だったんだ……！）

　昂たかぶる気持ちを表情に出さないよう努め、明あき芳よしの背後まで歩いていく芽明。

（そして、私が兄様に８と伝えれば、その作戦はより完かん璧ぺきになるって事ね。流石さすがだわ櫻……）

　芽明はその白い指先を明芳の背中に当て、ゆっくり８と書き、

（でも、ツメが甘い）




　その８を×で消し、６、と書いた。




（私達の……私と兄様の勝ちよ、櫻……！）

　再び８を書き、それを×で消すと、また６。それを交互に繰り返す。

　櫻の手札は８ではなく６だ、騙だまされるなと、兄に伝えるために。

（馬ば鹿かね櫻。本当にお馬鹿さん。どうしてあんな間の抜けた子に監視を任せたの？　持ち場を離れる監視役なんて役立たずもいいとこだわ。私をこの場に来させたくないのなら、縛しばり付けるくらいすれば良かったのよ）

　櫻に「万事抜かりなし」と目で合図しながら、芽明は心の中で嘲ちよう笑しようする。

（器うつわじゃないわ。調子に乗っちゃってみっともない。無様に負けて思い知ればいいわ、兄様に敵意を向けた事の愚おろかしさを！）




　芽明が──

　守かみ垣がい内と芽明が初めて相あい上がみ櫻を見たのは、六月一日の創そう遊ゆう研けん部室。それ以降、兄の明芳に付き従って部室へ足を運ぶとたまに出くわす事があったが、その時点での芽明は櫻の事を特に気にしていない。気にしていないどころか、顔も名前も覚えていないくらいだった。

　芽明めいあが初めて櫻さくらを意識したのは、七月六日の第三期生徒会後期役員選挙の場（および校内に貼はられた選挙ポスター）。一年生でありながら生徒会長に立候補し、しかもそれなりに支持を集めているようだったので密ひそかに注目していた。顔と名前を覚えたのもこの時だ。しかしこの時も、特別な感情を抱いだいた訳ではなかった。

　芽明が櫻を敵として認識したのは、七月九日、放課後の生徒会室。明あき芳よしに向かって「持てる全すべてを駆使してお前を潰つぶす」と言い放った瞬しゆん間かん、櫻は芽明の敵となった。

　兄にい様さまには、望む全てが与えられるべきだ。そのためのあらゆる障害は私が掃はらう。

　それが、守かみ垣がい内と芽明という人間の行動原理であり、存在意義。

　相あい上がみ櫻。知れば知る程ほどに油断のならない相手だった。成績はほぼ最高、運動も人並み以上。容姿も整っており、それでいながら妬ねたみ嫉そねみを買う事もなく、異性にも同性にも人気がある。考えられない程の好人物だ。

　そんな相手は、なるべくなら敵に回したくない。まずは取り込む事を画策する。

　芽明は明芳の信奉者でありながら、客観的な視点も持ち合わせている。明芳が人の上に立つ事に否いなやはないが、明芳のやり方では大きな反発を生む事も分かっている。なので、自分がその間に立って両者を取り持つべく、明芳が行き過ぎた場合はブレーキをかけ、周囲を宥なだめ、謝罪し、時には同情を誘い……ありとあらゆる手段で明芳の地盤を支えている。

　なので、櫻を相手に選せん択たくした手段も、基本的にはそのあたりだった。

　まずは自分が兄の振る舞いを良く思っていないと思わせ警戒心を解く。「あなた程の人なら」と相手を持ち上げ、助力を依頼する事も常じよう套とう手段だ。

　加えて、自分のこの美び貌ぼうである。大たい抵ていの男ならば、この顔に少し涙でも浮かべればそれだけで味方にする事が可能だ。その点は櫻にはあまり通用していなかったが、敬語をなくしたり呼び捨てにしたりといった手段で強引に距離を縮めていった。

　軽く手玉に取ってやろう、くらいだった芽明の考えは、しかしすぐに改められる事となる。

　鬼おに火び憑つき。

　櫻が口にしたその言葉が、芽明の警戒心を最大まで引き上げた。

　鬼火憑きという言葉自体を知っていた訳ではない。だが、兄が幸運に恵まれる代わりに自分が不運に見舞われる、それはもう幼い頃ころからずっと続いている現象だった。

　櫻ははっきりと口にはしていなかったが、経験から芽明には分かっている事がある。

　おそらく、ちょうど一分間。それが兄の幸運が続く時間だ。そしてその後の一分間は、自分に不運が降りかかる。それが芽明が経験から算出した法則性だ。

　鬼灯ほおずきの本家の人間も、明芳に奇跡のような幸運が立て続けに起こるのを目にしている。複数ある分家筋の中で守垣内が本家の一人娘である鬼灯よもぎの婚約者に選ばれたのは、それが理由だと芽明は考えている。

　これは基本的に、知られてはならない能力のはずだ。まさか郷土史などというものに載っていようとは、芽明めいあは想像もしていなかった。あの後気になって図書館で探して少し読んでみたが、そこに載っていたのはあくまでも民間伝承の域を出ないものだった。その程度であれば何の問題もない。

　しかし、何な故ぜか櫻さくらはかなり真相に近い推測を語った。

　一いつ瞬しゆん考え、芽明は大筋で櫻の仮説を認める方向を選んだ。理由は分からないが、あれだけ正確な推測をするからにはそれなりの根拠があるはずだ。ならば下へ手たに否定するよりも、認められる部分は認めて相手の情報を操作する方が良い。

　作戦は功を奏したようで、その話を聞いて以降の櫻は一気に芽明への距離を縮めてきたようだった。ここに差し挟はさんだ噓うそ泣きも効いたのだろう。

　そして何よりも憂ゆう慮りよすべきは、櫻の行動理由だった。

　生徒会選挙の不正を暴あばき、投票を無効化する。

　それだけは、やらせる訳にはいかなかった。

　短い留学期間中の生徒会長への就任は親からの要望だが、それ以上に明あき芳よし自身がそれを望んでいる。ならば、なんとしてでもそれを叶かなえる。それが芽明の使命だ。

　実際のところ、生徒会選挙は能力を使った不正だった。櫻に言った「投票の瞬間に能力を使って、全員が間違って兄にい様さまに投票した」という言葉は、正しよう真しん正しよう銘めい事実なのだ。

　流石さすがに幸運が大き過ぎたのだろう、芽明は利きき腕の骨折という大きな不運に見舞われた。しかし芽明はそれすらも良しとする。兄の望みが叶うのならば腕の一本くらい、と。

　そこまでして手に入れた生徒会長の椅い子すを、投票無効で再投票にするなど許せる訳がない。

　そこで芽明は、先日の陣じん内ないと明芳の戦いの時、一計を案じたのだ。

　櫻の案に全面的に同意する振りをし、その作戦の盲点を突いた。すなわち、自分に降りかかった不幸が能力の反動なのか、それとも純然たる不運なのかを判断するのが極めて困難だという事だ。それをはっきりと識別出来るのは能力を使った本人しかいない。

　櫻の作戦は、芽明に不運が起きたら明芳の絶対時間が終わったと判断し、反動が来ている間にゲームを進めて再び能力を使わせない、というものだ。

　芽明はその作戦を逆手に取った。芽明に想おもいを寄せる男子生徒に頼み込み、自分の合図で窓からゴムボールを投げ込ませたのだ。それが反動による不運だと櫻に思わせる事で、作戦開始のタイミングをずらしたのだった。

　芽明の作戦は功を奏したはずだった。しかし狡こう猾かつな櫻は、明芳との会話を録音するという次善の策を講じていた。それにより再び生じた決戦の機会、今度こそ櫻を決定的に負かしてやろうと意気込んでいたところに、あの軟禁だ。自分を傷つけさせないため、などと歯の浮くような事を言っていたが、本当は櫻が自分の本心に気付いているのではないか、それで作戦を邪じや魔まさせないように自分を遠ざけたのではないのか、と疑っていた。

（でも、どうやら本当に私の事を心配してただけだったみたいね……もしも櫻さくらが本気で私を疑っていたなら、あんな間抜けな監視役は置かないだろうし、この場に私が入ってくるのを防ぐために扉に鍵かぎくらいかけてたはず。それに何より、櫻は私に最後の手札を見せた。その渾こん身しんのトリックのタネを）

　自分の、自分達の勝利を確信し、芽明めいあは内心でほくそ笑む。

（危ないところだった。私が傍そばにいないと、兄にい様さまの幸運は発動しない……偶然とは言え、本当に余計な事を！　でも結局、相あい上がみ櫻、要するにただのお人好よしだったって事ね……間抜けな監視役といい、とんだ買い被かぶりだったわ）

　しかしその時、不意に芽明の脳裏を、間抜けな監視役の言葉が過よぎった。

『櫻君は、そんな人じゃ、ないですよ』

（……そう言えば……あれは、一体どういう……？）

　一いつ瞬しゆん、勝負の場から意識を逸そらせる芽明。

　そのタイミングで、明あき芳よしが自分の持ち札から一枚を選び、場に出した。

「オープン」

　その宣言で、はっと我に返る芽明。

（いけない、余計な事を考えてた……でも、もう気にしないでいいか。櫻の手札は６。兄様にもう伝えた。あとは兄様が８でオープンして、合計14で……）

　芽明の思考が、止まった。

　自分の目が見ているものが、信じられない。

　ワルツの14番、その対戦形式が一対一の時は、子はオープンする時に手札を伏せる必要はない。伏せても構わないが、最初から開いて出しても何の問題もない。子が伏せてオープンするのは、子が複数いる場合に次の子の宣言を待つためだ。

　だから今、明芳が手札を伏せずにその場にオープンした事、それ自体は問題ではない。

　問題は、オープンの数字。

（６……!?）

　そう。明芳のオープンは、６だった。

（６!?　どうして!?　櫻の手札は６なのよ、子が同じカードを出したらペアで負けちゃう！　櫻の手札は８じゃないって、６だって、何度も教えたのに！）

　何度も何度も。芽明は自分の繰り返した指先の動きを思い出す。

　８を書いて、×で消して、６を書く。その繰り返し。

（あ……）

　そして思い当たる、最悪の可能性。

（もしかして、兄様……勘かん違ちがいした？　私のサインを、櫻の手札じゃなくて……兄様の手札の事だと思った!?　８を出すな、６を出せって言ってるように勘違いしたの!?）

　だとしたら、あまりにも間の抜けた話だ。とても彼方かなたの事を笑えたものではない。

（どうする!?　どうにかしないと！　いっそ机を倒してしまう？　私は『ドジっ子天使』だ、そのくらいのアクシデントなら……いや、駄だ目めか。不審な動きを見せればイカサマと見なされて兄にい様さまの負け……ああもう、櫻さくら！　私のためのつもりだろうけど、ことごとく余計な事を！）

　頭をかきむしって悪態をつきたくなるのを、芽明めいあは必死に堪こらえる。

（櫻はまだ私に騙だまされてる事に気付いてない。今の内になんとかごまかして……）

　……事ここに至ってもそんな事を考えているのは、芽明だけだった。

「芽明」

　取り乱す芽明を、明あき芳よしが小さく呼ぶ。

　すがるような目を兄に向ける芽明に、明芳ははっきりと言った。

「騙されるな」

「……え？」

「相あい上がみ君の手札は、８だ」

　そう、断言する。櫻が、ぴくりと眉まゆを震ふるわせる。

　どういう事？　だって櫻の手札は６だったよ？　そう聞き返したいが、出来ない。そんな事をすれば、自分が櫻を騙していたという事がバレてしまう──と、芽明は未いまだ明芳の思考に追いつけていない。

「さっき乾いぬい君が言ってたよ。目に見えたものは、誰だれかが見せたがってるものだと思えって」

「……どういう事？」

「芽明、どこかで足止めされてたんでしょ？」

「う、うん……三階の予備教室で、監視されてて……でも、その人がトイレに行った隙すきに抜け出してきたの……」

　喋しやべって良い事と悪い事。芽明は慎重に吟ぎん味みしながら明芳の問いに答える。しかし状況は芽明の用心など欠片かけらも必要としていなかった。

「相上君が本当に芽明をこの場に来させたくなかったなら、そんな間抜けな事しないよ。ここの扉にだって、鍵かぎをかけてたはず。でも、相上君はそれをしなかった。つまり、相上君は、芽明がここに来ても良いいと思ってたんだ。ううん、もしかしたら、その監視役の人に連絡を取って、わざと芽明を来させたのかもしれない」

　言って櫻に目をやる明芳。櫻は無言で睨にらみ返す。

「三枚出しのオープンの時、ポケットに手を入れてたよね？　おかしいと思ったんだ。ずっと観察してたけど、相上君にそんな癖くせはない。携帯でワンコールでもしたのかな？」

　観察力。それが普段は幸運によって覆おおい隠されている、明芳の知られざる武器だった。

「つまり、相上君はわざと芽明をここに来させた。そして芽明に噓うその手札を見せて、それを僕に伝えるように誘導したんだ。最後の一枚が６なんて、普通はあり得ない。そのあり得ない手札をあえて見せる事で、逆に６を最後に残す作戦なんだって信じさせようとした」

「それって……まさか……」

「うん。完全にバレてるね。芽明めいあが僕の味方だって事」

「そんな……」

　明あき芳よしの指摘が、芽明には信じられない。自分の演技は完かん璧ぺきだった。ドジっ子、天然、二人だけの秘密、涙……およそ男を落とすのに必要なあらゆる手段を抜かりなく講じた。それで落とせなかった男など一人としていなかった。それが。

（気付いてた？　気付いた上で、逆に私を騙だましてた!?　一体いつから!?）

　悔くやしげに歯は嚙がみする芽明。

（一体いつから？　って顔だな芽明。答えは、最初から、だよ）

　もしも櫻さくらにそれを堪こらえる気がなかったなら、この瞬しゆん間かんにこれ以上ない程ほどの邪じや悪あくな笑みを浮かべていたに違いない。

　正確には、第三予備教室で芽明が櫻に明芳を倒すための助力を依頼した、その別れ際ぎわ。

　櫻と芽明は、こんな会話をした。

『お前は、本当にいいのか？　一時的にとはいえ、実の兄を裏切る事になるんだぞ？』

『……こうする事が、兄にい様さまのためになるって、信じてるから』

　その時芽明は、心の中でこう思っていた。

『あなたを騙して負けさせる事が、兄様のためになるって信じてるから』

　そう。その時にはすでに、櫻のミニッツが発動して一〇秒が経過していたのだ。

　最初から、櫻は芽明の真意を知っていた。その後の櫻の言動は全すべて、今この時、芽明と明芳に最後の罠わなを仕掛けるための布石だ。

　櫻と芽明。二人は出会ってから今まで、互いにずっと騙し合っていた。二人が真実の言葉を交わした事など、実際にはただの一度もない。

「じゃあ、私が見た６は……」

「それもね、おかしいと思ってたんだ。相あい上がみ君の手札、最後の一枚にしては少し厚かった。８の上に、違うトランプの６を重ねてたんだよ。ポケットかどこか探ってみるといいよ。きっと６が出てくる」

　弾はじかれたように芽明が櫻に飛び掛かり、左手でその体をまさぐり始めた。抵抗する事も出来た櫻だが、もはやその意味もないと、あえて大人おとなしくされるがままになる。

　程なくして──櫻のズボンの右ポケットから、別のトランプが一式出てきた。その一番上にあるのは、確かに６だった。

「本当に、あった……」

「……なるほどねぇ、流石さすがは相上君だ。６だけだと怪しまれるから、もう一組丸ごと持ってたんだね……そこまでは考え付かなかったよ。それなら見つかっても、予備にもう一組持ってたって言い訳が出来るもんね」

　驚おどろいたような顔の明あき芳よしに、櫻さくらは無言で返す。

「実際、上う手まい事やったよね。だってこれは別にイカサマでもなんでもないんだ。これで僕が８を出して負けてても、相あい上がみ君はただ自分の手札の上に別のトランプを重ねてただけで、すり替えた訳じゃない。むしろそれは、こっちが手札を覗のぞくっていうイカサマをしたせいで負けたって事なんだから」

　手品の種を見破った観客の得意さで、明芳はすらすらと解説する。それがどういう事か、ようやく芽明めいあにもその意味が理解出来た。

（でも……それってつまり、兄にい様さまは櫻の罠わなを完全に見抜いたって事で……）

「じゃあ、櫻の本当の手札は……」

「８だよ。ね、相上君？」

　にっこりと笑って、スペードの６を櫻の方へ押し出す明芳。

　明芳の言う通り、櫻の手札が８であれば、６＋８＝14で明芳の勝ちだ。

　櫻は無言のまま、しばらく明芳の手札であるスペードの６をじっと見つめる。

　だが、やがてうつむき、そして深い溜ため息をついた。

「……勝負あり、ですね」

　そして、自分の手札を開く。

　明芳の微笑ほほえみが、ひび割れて凍りついた。

「……え……？」

　６。

　櫻が開いた手札は、６だった。

「６……!?」

　今度こそ本当に、心の底から明芳は驚きよう愕がくしていた。陣じん内ないに負けた時は、もしかしたら負けるかもしれない、と思っていたのだ。だが今回、明芳は一〇〇％勝ったつもりだった。

「なんで……どうして６……？　だって、ポケットに偽にせ物ものの６が……」

「何の事ですか？　これはただの予備のトランプですよ？」

　ぬけぬけと言ってのける櫻。

　無論、そんな事のあろうはずがない。

（……やりやがったな、相上）

（え？　ど、どういう事、夏か凪なぎ君？）

　舌打ちしながら言う夏凪に、遙はるかが疑問の声を投げる。

（簡単っすよ。あの野郎……６の上に６を重ねてたんだ）

　目を見開く遙。二人の反応を見て、櫻が僅わずかに眼まな差ざしを鋭くする。

（岸きし良ら夏凪、お前は気付いたか……）

　自分に反感を抱いだく、自分に迫る知能を持つ相手。本格的に対立すれば、ある意味で遙はるかよりも厄やつ介かいな敵となりそうだ。櫻さくらは夏か凪なぎに対するデフォルトの警戒レベルを引き上げる。

　一方、遙も夏凪の言葉を聞き、やっと全容を理解した。

（そうか……今、守かみ垣がい内と君が言った事の全すべてが、その罠わなの結果……！）

（そっすね。相あい上がみの持ってた札は妙に厚かった。だから二枚重ねだと気付いた。そして妹がその手を覗のぞいて伝えてきた。それが６だったから、逆に相上の手札は８だと思った）

（だから、合計14になる６を出す……全ては、そうやって６を出させてペアで殺すため……）

　その通り。櫻が勝った理由は、全て明あき芳よしが説明していた。明芳が考えに考え抜いて６を出した理由。それがそのまま、櫻が６の上に６を重ねていた理由だった。
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「……………………」

　明芳は、陣じん内ないに負けた時も見せなかった、拗すねた子供のような顔をしている。それを、今にも泣き出しそうな顔で声もかけられずに見ている芽明めいあ。

　遙と夏凪は、櫻の仕掛けた複雑な罠に、悔くやしいながらも感心を隠しきれない。

　そして櫻は。

（さて……ここからが、際きわどいところだな……）

　櫻の目的は、まだ達成されていない。勝負に勝つ事は、あくまで手段だ。この結果により、確実に明芳に生徒会長を辞退させなければならない。

「守かみ垣がい内と先せん輩ぱい。約束通り、生徒会長を辞退してくれますね？」

「……分かったよ。約束だしね」

　口ではなんとでも言える。だから櫻さくらは心の中で呟つぶやく。




（ミニッツ）




　瞬しゆん間かん、明あき芳よしの心の声が櫻の頭の中に流れ込んでくる。

『分かったよ。約束だしね』

　その心の声は、明芳が実際に口にしたのと寸分の差異もなかった。

（なんだ、意外と素直だな……）

　心の声は噓うそをつかない。明芳は自分の負けを素直に認め、賭かけの内容を履り行こうする事も受け入れていた。思えば、確かに明芳はとんでもなく傍ぼう若じやく無ぶ人じんではあったが、言われた事には素直に従う事も多かった。だからといって、口約束だけで終わらせるはずもないが。

「じゃあ守垣内先輩、誓約書を書いてもらえますか？」

「兄にい様さま！」

　櫻が用意していた紙を机の上に出した瞬間、隣に立ったままの芽明めいあが鋭い声を上げた。櫻は咄とつ嗟さに視線を転じ、ミニッツの対象を明芳から芽明へと変更する。

『まだよ兄様！　今なら、幸運が使える！』

（それが一番厄やつ介かいなんだよっ！）

　芽明のその反応を、櫻は予想していた。幸運の絶対時間。あれだけは、櫻の手には負えない。その能力が発動する前に、櫻は立ち上がって問答無用で芽明の手を取る。

「えっ!?　ちょっ、なに!?」

「田辺たなべ先輩！　誓約書、頼みます！」

「ちょっと、櫻っ！　放してよ、放してってばぁ！」

　そして机の上のトランプをばらばらと散らせながら、二人は教室の外へと駆け出した。




　　　　　五




（二三……二四……二五……）

　脳内で数を数えながら、櫻は芽明の手を引いて階段を駆け下りる。

「ちょっと、櫻！　放して！」

　芽明の手を離す事は出来ない。今この手を離せば、芽明は明芳の元へ駆け戻る。そうすれば明芳の幸運が発動し、何がどうなるか分かったものではない。

　しかし、ただ闇やみ雲くもに連れ回している訳にもいかない。芽明に、明芳の生徒会長辞退を納なつ得とくさせなければならないし、何よりも、もうすぐ櫻さくら自身の絶対時間が終わり、反動が来てしまう。

　タイミング的に、芽明めいあの前で反動を迎える事は避けられなかった。ならばどうするか。

「櫻！　ちょっ、怖い、怖いってば！　転んじゃう！　もっとゆっくり走ってよ！」

　泣きそうな声の芽明には申し訳ないが、ゆっくり走っている暇ひまなどない。せめて、他ほかの誰だれにも見られないような場所まで移動しなければならない。トイレの個室に入れればそれが一番良かったのだが、流石さすがにまだ茉まつ莉り以外の女子を引っ張り込める程ほどには訓練されていない。

（三八……三九……四〇……）

　そして櫻は、とりあえず校舎の裏庭で走るのをやめた。

「はっ、はっ、はっ……」

「はぁっ、はぁっ、はぁー……」

　深呼吸し、息を整えながら櫻は考える。これから一分間を、どうやり過ごすか。

「はぁ……はぁ……ちょっと、櫻……」

「芽明……今から、お前の質問に答える」

「え？」

「色々……聞きたい事があるんじゃないのか？　さっきの勝負……なんで俺おれが勝ったか、ちゃんと理解出来てないだろ。今ならなんでも答えてやるぞ？」

　櫻の絶対時間の反動は、一分間、考えている事が全すべて口から出てしまうというもの。その間に質問されれば、答えたくない事でも答えを思い浮かべた瞬しゆん間かんに自動的に答えてしまう。

　実に厄やつ介かいな反動だが、今回櫻はそれを利用してみる事にした。すなわち、反動が来る前に相手の質問の方向性を、答えても問題のないものに誘導しておくのだ。

　そうすれば、上う手まくいけば一つの質問に答えている間に一分くらいは経たってしまう。先程の勝負に仕込んだ罠わななど、むしろ聞いてほしいくらいだ。

「……なんでも？」

「ああ……なんでも」

（五五……五六……頼むから変な事は聞いてくれるなよ……五九……一分）

　絶対時間が終わった。抗あらがえない、反動が来る。

　そして芽明の口から発せられた質問は……完全に、櫻の予想外だった。

「……琴こと宮みや、彼方かなただっけ？　どういう関係？」

「は!?」

　絶句する櫻。反動中に絶句するとは、すなわち頭の中が真っ白になっているという事だ。

「どうもよく分かんないんだよね……恋人？」

「いや、彼方はそんなんじゃ」

「へぇ、あの時は『琴宮』って呼んでたのに、本当は『彼方』って呼んでるんだ？」

「違う、これは心の中だけで……」

「心の中では呼び捨てにしてるの？　変なの。あの子の事、好きなの？」

「好き……？」

　再び絶句する櫻さくら。

　好き。

　好きとは、どういう事だろう？

「好き……俺おれは、彼方かなたの事が好きなのか……？」

「いや、私に聞かれても知らないよ。違うの？」

「彼方は……彼方は、俺と同じなんだ」

「同じって？」

（やめろ。聞くな。答えるな。軽々しく話す事じゃない）

　そんな櫻の想おもいは、ただ口から垂れ流されるだけだ。

「やめろ。聞くな。答えるな。軽々しく話す事じゃない……俺達は、母さんを、殺したんだ」

　芽明めいあの表情が、固まった。

「……なに、それ」

「聞くな。頼むからもうそれ以上聞かないでくれ。俺も彼方も、生まれた時に、母さんが死んだんだ。言いたくないんだこんな事。俺達のせいだって、父さんに言われたんだ。頼む、もう聞かないでくれ……」

　辛つらそうに、苦しそうに顔を歪ゆがめる櫻に、芽明は戸惑って口を尖とがらせる。

「……だったら、答えなきゃいいじゃない」

「答えたくて答えてる訳じゃない！」

　涙声の叫びが、裏庭に響ひびく。

　零こぼれ落ちそうになる涙を、櫻は歯を喰くいしばって必死に耐える。

　うつむいて震ふるえる櫻を見て、芽明が、ぽつりと言った。

「……………………私達も、同じよ」

「……同じ？」

「私達の母かあ様さまは、私達双子を産むと同時に、天に召されたそうだわ」

「……………………そうか」

　突然、目め眩まいのような感覚に襲おそわれる櫻。

　子供が生まれると同時に、母親が死ぬ。まるで父親の言う呪のろいが本当にあるかのように、櫻の周囲にまとわりつくその事象。

　豊ゆたか。アザミ。彼方。そして芽明と明あき芳よし。

（なんだこれ……本当に、呪いだとでもいうのか……？）

　泣き笑いのような感情と共に胸の中に湧わいた言葉は、しかし口からは発せられない。絶対時間の反動は、もう終わっていた。

「……これでおあいこよ。お互い、秘密にする事」

「……ああ」

　奇妙な沈黙がその場に降りる。互いに何を言っていいのか分からず、どこか息苦しい。

　意を決して沈黙を破ったのは、櫻さくらだった。

「お前の兄にい様さまの、生徒会長の件だけどな……約束通り、辞退って事でいいな」

「いや」

「いやって……そういう約束で勝負したんだぞ？　向こうだって受け入れてる」

「だめ。兄様の望む事は、全すべて叶かなえるの」

「……お前、なんでそんなに兄貴に尽くすんだ？　自分が幸運になるために妹を不運にするようなヤツなんだろ？」

　その事が、どこまでいっても櫻には理解出来なかった。普段から荷物持ちをさせられ、腕を骨折すると荷物も持てない役立たずと見なされる。しかも、骨折の原因は兄の幸運の代だい償しようなのだ。どうして芽明めいあがそんな兄に付き従うのか、理解出来ないのも当然の話だ。

　嫌けん悪お感かんを顕あらわにする櫻を、しかし芽明は憎にく々にくしげな視線で睨にらみつける。

「……ねぇ櫻。なんていったっけ、能力が使える人達の事」

　続いて芽明の口から出たのは、そんな一見無関係な質問だった。

「ん？　ああ……鬼おに火び憑つき、か？」

「そう……鬼火憑き、ね。鬼火憑きって、鬼火が憑いてるって事だよね……じゃあ、鬼火っていうんだ、この能力」

　微かすかな違和感。

　ほんの微妙な言い回しの差異に、櫻は敏びん感かんに反応した。

「……この能力？」

　その、ではなく、この。芽明は確かに、そう言った。

「そうよ……一分間だけ兄様が幸運になる代わりに、次の一分間は私が不運になる、能力」

「……まさか……」

　信じられない、といった顔をする櫻に、芽明は妖あやしげな笑みを向ける。

「これは、私の能力。兄様の能力じゃないわ」

　櫻は、完全に思い違いをしていた。

　自分を幸運にする代わりに、妹を不運にする絶対時間。芽明はそんな都合が良過ぎる能力の被害者なのだと、そこだけは本心から憤いきどおっていた。

　逆だ。

　実際には、自分を不運にする代わりに、兄を幸運にする絶対時間。そんな、自己犠ぎ牲せい精神の顕けん現げんのような能力。芽明は、己おのれが傷つく事を顧かえりみず兄に尽くそうとする、信奉者。

　全くの、逆だったのだ。

「兄にい様さまは、とても不運な星の下もとに生まれたの」

　静かに、芽明めいあは語り出す。

「兄様の髪の色。馬ば鹿かなヤツらが神秘的だのなんだのって持て囃はやすけど、あれは先天性の色素欠乏よ。知能や情緒も、同じ年とし頃ごろの人達と比べたら幼いわ」

「冗談だろ。俺おれはもう何回もあいつの『ワルツの14番』を見た。とんでもない頭の良さだぞ」

「兄様が唯ゆい一いつまともになるのは、勝負をしてる時だけ。まるでその代だい償しようみたいに、普段はあんな感じなのよ。サンタクロースを信じてる。自分が神様の生まれ変わりだって言われて疑いもしない。自分は特別な人間だって、人の上に立つべき存在だって、そう思い込んでる」

「……………………」

「守かみ垣がい内との家の面倒臭くさい事は、全部兄様に押し付けられた。どいつもこいつも、みんな兄様を救世主か何かみたいに崇あがめてる……そんな訳、ないのに。兄様は、私の兄様なのに……！」

　左手で顔を覆おおい、小さく震ふるえる声で、芽明は語る。

「一族の中には、何も持ってない、平凡な私の方を哀あわれむような人達がいる。何も分かってない。私は、生まれた時に兄様の『平凡』を、全部奪うばっちゃったんだ……！」

　平凡に生まれた事を幸運だと思えるのは、良くも悪くも非凡な存在を知っているからだ。

「神様に祈ったの。私が平凡に生まれた幸運を、少しでも兄様に返してあげて下さいって。そうしたらね……」

　うっすらと浮かべる笑みは、ひどく危ういもののように櫻さくらには思えた。

「いつの間にか、この能力が使えるようになってた」

　そうして芽明に──鬼火が憑いた。

　絶対時間。一分間兄を幸運にする代わりに、一分間自分が不運になる。

　芽明にとってそれは、自分が兄から奪ってしまったものを少しずつ返している、それだけの事でしかない。

「……今の兄様にとって、櫻って、ものすごく邪じや魔まな存在だよね」

　狂気を宿す笑みが、櫻の方を向く。

「そんな櫻が、例えば足を滑すべらせて転んで、打ち所が悪くて死んじゃったりしたら……それって、兄様にとってはすごい幸運だよね？」

　とても良い事を思いついた子供のような瞳ひとみで、芽明は呟つぶやく。

　その右腕は、大おお仰ぎようなギプスに包まれている。生徒会長に当選するという幸運の代償が、右腕の骨折だ。保身よりも先に、何な故ぜだか櫻は芽明の言葉に怒りを覚えた。

「馬鹿野郎、そんな事したらお前にもどれだけ反動が来るか！」

「うん。だから、死なない程度にね、ちょっと、何ヶ月か入院するくらいにね、怪け我がしてくれないかなぁ。大丈夫だよ、私も一緒だから。一緒に怪我して、一緒に入院しよう。そしたらまた、あーんってご飯食べさせてよ。ねぇ、いいでしょ？　櫻……」

　すがりつくように、芽明めいあは左手で櫻さくらの制服を摑つかむ。振り払おうにも、怪け我がをした女子が相手とあって乱暴にも出来ず、櫻は芽明の肩に手を載せるに止とどめる。

　と──不意に、芽明が櫻の胸を、とんと押した。

　その瞳ひとみに、一いつ瞬しゆん炎が揺らめいたような、櫻はそんな幻まぼろしを見た。

「燃えなさい、私の鬼おに火び……兄にい様さまに、幸運を」

　軽く押されただけの櫻は、何もないのに足をもつれさせ、そしてその体が大きく傾かしいだ。

　後ろ向きに倒れ込むその先には、大振りな煉れん瓦がの花か壇だん。その角めがけて、後頭部が吸い込まれるように近付いていき──

「お母さん、櫻君を守って！」

　瞬間的に、大地が揺れた。

　その拍子に櫻の体も弾はずみ、土の地面が柔らかくその後頭部を受け止める。

「琴こと宮みや……」

　目線を上げたその先には、普段は吊つり目ながらも気の弱そうな瞳を鋭く細め、芽明を睨にらみつける彼方かなたがいた。芽明をわざと逃がした後、その動向を密ひそかに監視していたのだ。

　ああ、やっぱり姉妹だな、怒った顔が琴宮先せん輩ぱいそっくりだ……そんな場違いな感想を櫻が抱いだいている間に、彼方と芽明の間では一触即発の空気が張り詰めている。

「……櫻君に酷ひどい事をしたら、許さない」

　明確な敵意のこもった彼方の鋭い視線を受け止めながら、芽明もまた、自らが発動したはずの幸運の絶対時間が無効化された事に目を細める。

「……琴宮、彼方……あなた今、何をしたの？」

「あなたには関係ない」

　自分を睨み返す彼方の瞳の中に、芽明は一瞬、揺らめく炎を見たような気がした。

　そして根拠もなく、しかし芽明は確信する。

「……そう……あなたも、鬼火憑つきなのね……あなたも、兄様の邪じや魔まをするの!?」

「あなたのお兄さんなんてどうでもいい。櫻君に酷い事しないで」

「櫻の事なんてどうでもいいのよ！」

　そして、櫻の理解を超えた二人の『喧けん嘩か』が始まった。

（絶対時間の、ぶつかり合い……！）

　何もない所で、彼方が足を取られる。鋭く尖とがった枝が伸びる植え込みに顔面から突っ込むかと思えば、突とつ如じよ突風が吹いてその進路を修正する。

（なんなんだこれは……これは本当に、こいつらがやってるのか？）

　再び風が吹き、芽明が突然苦しそうに顔を歪ゆがめる。大地が揺れ、彼方が尻しり餅もちをついた目の前に、頭上から落下してきた植木鉢が叩たたきつけられて粉々に砕けた。何が起きているのか、櫻にはさっぱり分からない。

（くそっ……なんでもいい、見つけてやる。見極めてやる、絶対時間の正体……！）

　およそ人知の及ばない戦い。芽明めいあが危険のことごとくを幸運で回避しているのは、現時点では芽明が傷つかない事が明あき芳よしの幸運に繫つながる、という事か。それで理屈は通るとしても、目の前で起きている事に納なつ得とくがいく訳ではない。さらに彼方かなたが会話している『お母さん』。以前は複数の人間を集団昏こん倒とうに陥おちいらせ、今はどう見ても、風や大地をある程度操っている。

（なんでだ……なんでそんな事が出来る!?　どんな理屈が成り立つんだ!?）

　ミニッツ。一分間だけ他人の心を読める絶対時間。

　櫻さくらはそれを、世界を統すべる事すら出来る能力のように思っていた。だが。

（ミニッツ。絶対時間。鬼おに火び……これは一体、なんなんだ……？）

　二人の『喧けん嘩か』を真剣に観察しながら、かつてのその疑問に再び立ち戻る。が、櫻にはその答えに至る糸口の一片すら摑つかめない。

　やがて──

　途方もなく長く感じた一分間が過ぎ、二人の絶対時間は終わりの時を迎えた。

「きゃっ……！」

「っ……」

　絶対時間が終わり、突然何もないのにつまずいた芽明と、突然言葉と表情をふつりと途切れさせた彼方。よろめいた二人の体は向かい合って前のめりに倒れ──ごつん、と勢いよくその頭がぶつかった。

「んにゃっ！」

「きゅうっ」

　そして、目を回して二人仲良く寄り添うように、崩れ落ちてしまった。

　沈黙。

　ゆっくりと近付いた櫻さくらは、そんな二人を爆発物でも前にしたかのような表情で見下ろす。触っても大丈夫だろうか、半ば本気でそんな事を思いながら。

（こいつら……やろうと思えば、一分間で世界を滅ぼす事も、出来るんじゃないのか……？）

　コミカルな幕切れとは裏腹に、櫻の表情に一いつ瞬しゆん浮かんだ恐怖は、紛まぎれもなく本物だった。
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　　　エピローグ（１）～明あき芳よしと芽明めいあ～







　──あの後。

　意識を取り戻した二人を、双方痛み分けという事で停戦させ、櫻さくらは二人を連れて遙はるかや明芳達の待つ第二予備教室へと引き返した。

「守かみ垣がい内と先せん輩ぱい……約束通り、生徒会長を辞退してもらえますね？」

「……はーい」

　壮そう絶ぜつに唇くちびるを尖とがらせながらも、明芳は素直に返事をした。これは櫻達がいない間に和かず貴たかが誓約書を書かせたというのもあるが、何より、これまで勝負に勝つ事で我を通してきた明芳の、勝負の結果と約束は絶対だ、という観念にも由よる。

「つまんないなぁ。芽明のせいだ。芽明が全部悪いんだ」

「……ご……ごめんなさい、兄にい様さま……」

　だが、兄としてのモラルは持ち合わせていないようだった。

「肝かん心じんな時に使えないんだからなぁ。なんのためにいるのさ、もぅ……」

「……ごめ……っく、なさぃ……」

　意識を取り戻してからは頭に上った血もすっかり引いてしまった芽明は、兄の心ない罵ば倒とうに人目もはばからずしゃくり上げ始めた。

　未いまだ敵ではあるが、流石さすがにこれは見るに忍びない。ここは一つ、フォローしておくか……と、櫻が善人の仮面を被かぶろうとした、その刹せつ那な。

　つかつかと、真っ直すぐ明芳に歩み寄る人影一つ。

「怪け我がしちゃって、荷物持ちとしてもあんまり役に立たないんだからさぁ。せめて、」

　べちぃっ！　と。

　ぱしんっ！　や、ぴしゃっ！　ではなく。べちぃっ！　と。

　やたらと痛そうな音を立てて、遙の平手打ちが明芳の頰ほおにクリーンヒットした。

「……妹を、なんだと思ってるの」

　その声は、飾りのない本気の激情に震ふるえていた。

「あなた……あなたお兄ちゃんでしょ!?　お兄ちゃんが妹にそんな酷ひどい事、どうして言えるのよ！　妹がかわいくないの？　愛いとしくないの？　守ってあげたいと思わないの？　頭おかしいんじゃないの!?」

　妹を大事にしない事は、遙の逆げき鱗りんに触れる。

　それはかつて、自分こそが妹に酷い事を言い続けてきた過去があるからだ。母親が、彼方かなたを産むのと同時に命を落としてしまった事。それが彼方かなたのせいだと、父と一緒になって責めていた時期がある。

　怒りに我を忘れた遙はるかの言葉は全すべて、その時の自分に向けられたものでもあった。

「妹を傷つけるなんて……そんなの最低よ……っ！」

「お姉ちゃん……」

　震ふるえる遙の手を、彼方がそっと握り締める。

　もういいよ、私は大丈夫だよ、と手の温ぬくもりで伝えつつも……彼方は、遙がまだその罪悪感を引きずっている事に、微かすかな安あん堵どを覚えてしまった。

（……こんな自分が、一番嫌いだ）

　きゅっと握り締めるその手は、相手のためか、自分のためか。答えはその両方だ。琴こと宮みや遙と琴宮彼方。二人はいつも、歪いびつな共きよう依い存ぞんの関係にある。

　そして、一方。兄を大事にしない事で逆げき鱗りんに触れるのが芽明めいあである。

「ちょっと！　兄にい様さまに何するのよ！」

「守かみ垣がい内とさん、駄だ目めよ。妹っていうのはね、もっと甘えたり、わがまま言ったりしていいんだから。お兄さんの荷物持ち？　言語道断よ！　むしろ持ってもらいなさい！」

「わ、私はいいの！　私と兄様はこれでいいんだから！　兄様が幸せなら、私はそれでいいんだから！」

「守垣内さん……なんて健けな気げなの……！」

「なっ、ちょっ、頭を撫なでるなばかっ！　なによもう、やめてってば……！」

「ごめん」

「…………え？」

　遙と押し合う芽明の耳に、信じられない言葉が飛び込んできた。

　驚おどろいて目を向ける。それは紛まぎれもなく、明あき芳よしの声だった。

「ごめんね、芽明」

「え……えっ、ちょっ、いやだ、そんな、兄様……？」

　明芳が自分に謝るなど、これが初めての事だ。あまりの衝しよう撃げきに、芽明は頭の中が真っ白になってどうすればいいのか全く分からなくなった。

「遙ちゃんも、ごめんね」

「え？　ああ、えっとその……こ、こっちこそごめんなさい、叩たたいちゃって……」

「ううん。叩いてくれてありがとう。芽明の事、これからはもっと大事にするよ」

「そ、そう？　うん、それは、とても良いい事だと思うわ……」

　憑つき物が落ちたような明芳の態度に、遙も面食らってどこか間の抜けた対応をしてしまう。しかしそれも無理からぬ事、それ程ほどに明芳の豹ひよう変へんは唐とう突とつだった。

「じゃあ、今日は帰るよ。みんな、またね」

　言って芽明めいあの手を取り踵きびすを返す明あき芳よしを、その場に残された全員が呆ぼう然ぜんと見送っていた。




　創そう遊ゆう研けん部室を後にした明芳と芽明は、少し足早に廊下を歩く。

　久しぶりに明芳に手を引かれ、芽明は顔をほころばせている。櫻さくらへの憎にくしみや遙はるかへの怒りも忘れてしまえるくらい、それは嬉うれしい事だった。

　だが、その喜びに当の明芳が水をさす。

　空あいている方の手を遙に叩たたかれた頰ほおに当て、恍こう惚こつと呟つぶやいたのだ。

「遙ちゃん、すごかったなぁ……」

　そのとろんとした表情に、芽明は愕がく然ぜんとする。

「に……兄にい様さま……？」

「芽明……僕さぁ、叩かれたのってはじめてだよね……」

　陶とう然ぜんと、そんな事を口にする。途と端たんに、猛もう烈れつな嫉しつ妬と心しんが芽明の中に湧わき上がる。

（琴こと宮みや遙……っ！　生まれた時から誰だれにも傷つけられた事のない兄様の頰を、よくも……！　こんな事なら、私が先に叩いておくんだった……！）

　どこかズレているが、それでも芽明は本気で悔くやしがっている。愛情の形は人それぞれだ。

「遙ちゃん、また叩いてくれないかなぁ……」

（兄様……兄様が変態の道に！）

　本気で泣きそうになる芽明。自分以外の誰かに叩かれて喜ぶ兄など、絶対に見たくない！

「兄様……ほ、本気で言ってるの……？」

「うん、もちろん本気だよ」

　その声は、芽明ですら今まで聞いた事がないくらいに楽しそうに弾はずんでいる。

「ああ、もっと叩いてほしいなぁ。だってその方が……」

　そしてその美び貌ぼうに凄せい絶ぜつな微笑を浮かべ、明芳は言った。

「叩き返す時、楽しそうだよね」













　　　エピローグ（２）～陣じん内ないとよもぎ～







　屋上。

　給水塔の陰に、陣内とよもぎが並んで座っている。

　特に何を話すでもなく、ただ並んで、穏おだやかに。

　あの後、いきなり子供のようになってしまったよもぎをお姫様抱だっこして、陣内は走って屋上まで上ってきた。

　その途中でよもぎはもう普段通りに戻っていたのだが、特に何も言わずに陣内の首に手を回して大人おとなしく抱かれていた。

　そして屋上。それから二人は、ただ並んで座っている。

　聞きたい事はあった。言いたい事もあった。それでも二人は、今はただ、黙っている。

　ずっとそうやって時間が過ぎて、陣内の乱れた呼吸がすっかり落ち着いた頃ころ。

「……あのな」

　静かに、優やさしく。陣内が口を開く。

「はい」

　もういつも通りの感情のこもらない表情で、よもぎは返事を返す。

「難しく考えなくていい」

　二人とも、目線は青い空を見上げている。

「やりたいと思わなかったら、やりたくない、でいいんだ」

　何も望む事などないはずの、自分。

　なのにそれは、ずっと欲しかった言葉のように思えて。

「……あの」

「ん？」

　だからよもぎは、生まれて初めて、自分の意思で拒絶を口にした。




「……じんくんと、別々に帰る事を、やりたくないです」




　──なんとなく。













　　　エピローグ（３）～櫻さくらと遙はるか～




　　　　　一




　そして、一週間後。

　第三期生徒会後期役員選挙、再投票会場となった体育館の壇だん上じようで、櫻は開票の結果発表を待っている。

　隣には、櫻と同じく生徒会長候補の遙。遙はぼそぼそと、小さな声で櫻に問いかけた。

（ねえ）

（はい？）

（あの後、ごたごたしてて結局聞きそびれてたんだけど）

（はい）

　目線はじっと前に向けたまま、二人は声だけで会話を続ける。

（守かみ垣がい内と君との最終戦。６の上に６を重ねてたのよね？）

（そうですよ）

（芽明めいあさんがそれを覗のぞいて、お兄さんに伝えた。お兄さんは相あい上がみ君の手札が二枚重ねなのに気付いて、８の上に６を重ねてる罠わなだと思った。だから６を出して、負けた）

（そうですね）

（もし……もしもよ？　守垣内君が、それに気付かないで８を出してたら、相上君はどうするつもりだったの？）

　遙は、それがずっと気になっていた。

　櫻の作戦は、明あき芳よしが櫻の罠をある程度まで見抜かなければ意味がない。たまたま狙ねらい通りいったから良かったものの、そうでない場合はどうしたのか？　まさか素直に負けるつもりだったのだろうか？　まさか、相上櫻の性格からして、それは考えられない。

　案の定──櫻は、小さく笑って得意げに答えた。

（その時は、もう一枚めくるだけです）

（……え？）

　櫻の発言の意味が、遙にはすぐに理解出来ない。

（つまりですね……俺おれの最後の手札は、三枚重ねだったんですよ）

「は……っ、は……っ、はー……」

　思わず大声を出しそうになってしまい、くしゃみが出そうで出ない振りをする遙。そんな遙の反応が、櫻は大層気に入った。気を良くして、結局誰だれにも解説出来なかった最後の罠を、ここぞとばかりに披ひ露ろうする。

（まず、８を持つ。それに汗を塗って、簡単には剝はがれないように６を貼はる。その上に、普通に６を持つ。俺おれが芽明めいあに見せたのはこの状態です。二枚重ねだと厚みの違いなんて気付き難にくいでしょうけど、三枚となれば少々目立ちます。明あき芳よしなら気付くと思ってましたし、気付かなくても別に問題ないんですよ。明芳が６を出すなら、二枚目の６を貼り付けたままにすれば良いいし、８を出すなら、それを剝いでしまえばいい。偽にせ物ものの６は、裏の模様が違うものを使いました。８が本物だって事を証明するのは簡単です）

（で、でもそれじゃあ、６が偽物だって事がバレるんじゃあ……）

（言った通り、二枚目の６は汗でぴったりくっつけてましたからね。その状態なら裏の模様は８のものです）

　あの時、櫻さくらは額の汗を手で拭ぬぐい、そして机の下でトランプを持っていた。その時にトリックを実行したのだ。三枚重なったトランプを想像する遙はるか。なるほど確かに……と理解すると同時に、次の疑問が湧わいてくる。

（……え？　ちょっと待って、じゃあなに、相あい上がみ君のインビジブルって、結局６だったの？）

（当たり前です。８は『最後の四枚』ですよ？　あんな序盤で切る訳がないでしょう）

（それじゃあ、インビジブルめくられたらバレちゃうじゃない）

（それだけはさせないように見張ってましたよ。教室出る時は、カードばら撒まきましたし）

（……最初に、３と５の二枚出しでオープンしたのは？）

（ラストのための枚数合わせです。あの戦いは、一手一手が全部罠わなですよ）

（は～……）

　感心したような、呆あきれたような、疲れたような……なんとも言えない溜ため息を遙は漏もらす。

（……今度ばかりは心の底から言わせてもらうわ。流石さすがは相上君ね……）

（いやいやそんな……琴こと宮みや先せん輩ぱいが温かく見守っていてくれたからですよ）

　余裕がひしひしと感じられる櫻の切り返しを聞き流しながら、遙はぼそりと呟つぶやいた。

（でも……やっぱり、ツメが甘いのよね……）

（え？　何か言いました？）

　櫻の問いかけに遙が答えるより早く、体育館に、マイクを通した選挙管理委員の声が響ひびく。

（始まるわね。続きは後で）

　頷うなずく櫻。櫻としても、自分の野望の第一歩が叶かなうこの瞬しゆん間かんは何よりも大事だ。終わった勝負になど気を取られず、その喜びに身を浸ひたそう──零こぼれそうになる笑みを、今はまだ抑える。

『大変長らくお待たせいたしました。ではこれより開票結果を発表します。第三期生徒会後期役員選挙、まず、生徒会長に選ばれたのは──』

　そして櫻は、ついにその言葉を聞いた。




『──二年二組、琴こと宮みや遙はるかさんです！』




　開いた口が塞ふさがらない、とはこの事だった。




　　　　　二




「話が、違う……！」

　創そう遊ゆう研けんの部室内。これ以上ない程ほどに激げつ昂こうした櫻さくらが、遙に詰め寄っている。

「あらいやだ、相あい上がみ君てば怖い顔」

「何をぬけぬけと！　ここにきてあっさり約束破るとか、いくらなんでもないだろ！」

　明あき芳よしと芽明めいあの当選辞退により投票は無効となり、投票に使われた生徒ポイントは全すべて返還された。二人の地域留学は今年いっぱいの期間限定なため、十全に役目を果たす事が出来ないから、と、表向きにはそういう理由での辞退だった。

　再投票での生徒会長戦は櫻と遙の一いつ騎き打ち。そして遙が自分のポイントを全て櫻に入れるという約束がある以上、櫻の当選は確実のはずだった。

「約束破ってなんかないわよ？　私、ちゃんと最初の選挙と同じようにしたもの」

「だったら、最初っから俺おれに投票してなかったのか!?」

　だとしたら、櫻は相当ショックだった。なんだかんだ言いつつも、遙が約束を破る事など考えもしていなかったのだ。その信頼を裏切られたとあれば、もはや自分以外の何も信じられない修しゆ羅らの誕生である。

　しかし遙は、笑みを崩さずにぱたぱたと手を振る。

「だから違うってば。約束は守ったし、ちゃんと相上君に投票した。ただ──相上君、賭かけの文もん言ごんっていうのはね、慎重に選ばなきゃダメよ？」

　その一言に、頭に上った血がすっと引くのを櫻は感じた。

「……どういう事ですか」

「ねぇ相上君、あの時の賭けの内容、正確に覚えてる？」

「正確に……？」

　眉まゆを顰ひそめる櫻に、遙は何やら妙に楽しそうに続ける。

「相上君はあの時こう言ったの。『次の生徒会選挙の時、自分の持ってるポイントを全部相手に投票する』……覚えてる？」

　記憶を手た繰ぐるが、そんな事を一言一句覚えているはずもない。が、ニュアンスは間違っていないはずだ。

「はぁ、まぁ、そんな感じでしたね」

「この、次の生徒会選挙の時、っていうのは、七月六日の最初の選挙の事よね」

「そうですけど……あ、まさか今回は再投票だから『次の生徒会選挙』には当たらないとか言い出すつもりですか!?　それは通りませんよ、再投票の時も最初の選挙と同じようにするってちゃんと約束したでしょう！」

　むしろ遙はるかがそう言い出す事を防ぐために、櫻さくらは再投票前に遙にそう持ちかけていたのだ。その点では抜かりはないと言えたが……残念ながら、自分が犯した真のミスに、櫻はまだ気付いていない。

「分かってるわよ。だから、つまり私ね」

　そして、遙の口から衝しよう撃げきの事実が知らされる。

「最初の投票の時、五〇ポイントしか持ってなかったの」

「……………………は？」

　櫻の目が点になった。

「だから約束通り、五〇ポイント全部、相あい上がみ君に投票したわよ」

　分からない。櫻はさっぱり意味が分からなかった。

「は……え？　な？　え、だって、一五〇〇〇ポイントとか……？」

「ああ、そのポイントねぇ」

　やっと言える時が来た、この時を待っていた……遙は満面の悪い笑みで、口を開く。




「選挙の前の日に、全部人にあげちゃった」




「…………はあああああ!?」

　櫻の絶叫に、遙はもう堪こらえ切れないというようにぞくぞくと体を震ふるわせる。

「あ、あげたって誰だれに!?」

「俺おれだよ」

　その声は、櫻の背後から聞こえてきた。

「岸きし良ら……っ！　いつの間に！」

「最初からいたっつーの。人を忍者みてーに言うな」

　遙を部室に押し込んだ時、櫻は怒りに我を忘れていて最初から教室内にいた夏か凪なぎの事など目に入っていなかったのだ。

「お、お前が、一五〇〇〇ポイントを……？」

「ああ。もらったはいいんだけどよぉ、俺、別にポイントなんか興味なかったからさぁ」

「夏凪君ってば、私があげたポイント全部、私に投票したんだって。びっくりしたわぁ」

　ねー、と小首を傾かしげ合う二人に、櫻は殺意さえ抱いだきそうになる。

（何を白々しい……っ！）

　全すべて詭き弁べんだ。そのタイミングで遙が夏凪にポイントを譲じよう渡とすれば、遙に心しん酔すいしており賭かけの事もその場で聞いていた夏か凪なぎが、その意を汲くんで遙はるかに投票する事は火を見るより明らかだ。

　遙と夏凪の黒い嘲ちよう笑しようが、無様に負けた櫻さくらに追い討ちをかける。

　つまりこれは──櫻の、完全な失敗だった。

「だから、最初の選挙で私が勝つはずだったのよ。それがあんな事になって……」

　選挙結果の無効化に、何な故ぜ遙があんなに真剣だったのか。その理由を、櫻はやっと理解した。

「でも、相あい上がみ君が頑張って無効にしてくれて助かったわぁ」

　結局、櫻は遙の手の平の上で踊らされていたのだ。

「だから後は相上君の言った通り、最初と全く同じように選挙をやり直したの」

　櫻の方からその条件を出させたのも、遙による策略である。

「相上君、私のために色々とありがとうね」

　そして遙は、櫻に向けて満面の──邪じや悪あくな笑みを浮かべた。

「相上君みたいな人が私を好きでいてくれて、本当に嬉うれしいわぁ」

（こんのクソアマァァァァァァァァァァ！）

　思わず摑つかみかかりそうになる自分の両手を、よくぞ抑えられたものだと櫻は自分で思う。

「……先せん輩ぱいが喜んでくれるなら、このくらいの事は、いくらでもやらせてもらいますよ」

「その労力を自分が生徒会長になる事に費やせばいいのに、相上君って優やさしいのねぇ」

「……琴こと宮みや先輩なら、さぞかし立派な生徒会長になってくれる事でしょうねぇ」

「いえいえそんな」

「いやいやそんな」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

「はは、うはは、うはははははははははは」

　乾いた笑い声が、第二予備教室に充満する熱気をかき混ぜる。




　第三期生徒会後期役員選挙、生徒会長選──

　相上櫻の、完全敗北。





おわり












　　　　　後書き




　この宇宙はビッグバンによって生まれた、と言いますが、ではビッグバンが起きる前、その空間には何があったのか？　なんて考えた事はないでしょうか。

　そこにはただ「無」があったとして、さてでは「無」とは何なのか？　と考えます。

　長年考えた結果、「無とは有が静止している状態である」という考えに辿たどり着きました。

　例えば、ＤＶＤの動画等です。再生している状態が「有」、停止している状態が「無」。観測されるのは全く違う状態でありながら、同時にそれはどちらも同じものです。

　静止していると「無」であり、運動を始めると「有」になる。宇宙が生まれる前、そこにはそんな「場」が偏へん在ざいしていたのではないでしょうか。

　ではこの「無」が運動を始めて「有」になろうとする時に必要なものは何か。

「運動」とは「変化」です。ある物質の一秒前の状態と一秒後の状態に差異がある事です。

　その差異が生じるために、「時間」「空間」「力」の概がい念ねんの必要性が生まれます。

　ビッグバンとは、それまで静止していた「無」が「有」になろうと運動を始めたので、必然としてその瞬しゆん間かんに「時間」「空間」「力」が生まれた現象なのではないでしょうか。その結果が、宇宙開かい闢びやくなのではないでしょうか。

　では、静止していた「無」が、何な故ぜいきなり「有」になろうとしたのか。

「無」とは固定です。停てい滞たいです。「有」とは差異です。変化です。

　つまり、「無」とは孤独であり、「有」とは多様性なのです。

　要するに、「無」は、寂しかったのではないでしょうか。




　こんにちは、乙おと野の四よ方も字じです。デビューより三ヶ月、早くもこうして再び皆様にご挨あい拶さつ出来ました事を本当に嬉うれしく思います。

　二巻は一巻に比べてかなりゲームに比重を置いてみましたが、いかがでしたでしょうか？

　今回のゲーム「ワルツの14番」は、編集部へお邪じや魔まして実際にテストプレイをさせて頂きました。結果、様々な戦略のアイデアやルールの穴を見つける事が出来、完成度を高める事に繫つながったと思います。お付き合い頂いた編集部のお二ふた方かた、本当にありがとうございました！

　デザイナー様、校こう閲えつ様、今回も大変お世話になりました。イラストレーターのゆーげんさんにも心よりの感謝を。イラスト買いのお客様が相当な数いらっしゃると思われます。尻しりがエロいと評判です。どんどんおやり下さい。たまには鎖さ骨こつの事も思い出してあげて下さい。

　そして、この本を手に取って下さった皆様。本当にありがとうございます！　またお会い出来ますように！


乙野四方字　拝
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乙おと野の四よ方も字じ

故郷である大分県豊後大野市のＰＲに余念がない新人作家。作家デビューという人生最大級に嬉しいイベントがあったその月末に人生最大級の鬱イベントに見舞われ現在絶賛情緒不安定中、癒しを求めて大自然へ身を投じる。（画像は豊後大野市緒方町、原尻の滝）
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イラスト／ゆーげん

東京都在住、イラストレーター兼グラフィックデザイナー。遺跡巡りや旅行番組系のテレビが大好きです。見ただけで出かけた気になる出不精です。
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ミニッツ2




～神かみの幸こう運うん、天てん使しの不ふ運うん～
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